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　白しろ薔ば薇らの園そのの奥に佇たたずむ時計塔が、正しよう午ごの鐘を鳴らしていた。

　赤絨じゆう毯たんの敷かれた回廊を、一人の青年が軍ぐん靴かの踵かかとを響かせながら、どこか気だるそうに歩いている。彼は頰ほおにかかる金きん髪ぱつを無む造ぞう作さに搔かき上げると、首元を締しめつけるタイを緩ゆるめ、長い息をつく。

「アーク、随ずい分ぶんと疲れているようね？」

　小鳥のさえずりを思わせる柔らかな声に、青年は俄にわかに歩みを止める。

　無意識に俯うつむけていた顔を上げれば、既すでに儀式用の清せい楚そなドレスを身に纏まとった姉が、珍めずらしく厳きびしい表情で待ち構えていた。

「その様子だと、また徹てつ夜やをしたのでしょう？　仕事に励はげむことは感心するけれど……あまり、無理はするものじゃないわよ」

「嫌ですねぇ、姉上。私が徹夜をしてまで仕事をするなんて、ありえないことですよ」

　青年は疲れて無表情だった顔へ、慣れた笑顔の仮面を貼りつける。しかし、母親代わりとして長く自分のそばにいた姉に、偽いつわりの笑顔など通用しなかった。

　彼女は困ったように眉まゆ尻じりを下げ、控ひかえめに苦笑する。

「わたくしを、誰だと思っているの？　この手で育て上げた可か愛わいい弟のことなら、知らないことなんてないわよ。──あなたは母上に似て仕事熱心な、とても良い子だわ」

「姉上は、私を買いかぶっておられます。確かに徹夜はしましたが、私を慕したう可か憐れんな妖精ちゃん達と遊んでいただけの、単なる朝帰りですよ。睡眠時間を削けずって仕事をするなんて、私の主義に反しますからね」

「あら。わたくしの可愛いアークは、いつからそんな噓うそつきになってしまったのかしら？　能ある鷹たかは爪つめを隠すと言うけれど、あなたの場合はただの噓。あまり噓ばかりついていると、今に口が耳まで裂さけて狼おおかみになってしまうわよ？」

　子供の頃、眠れない夜に読んでもらった絵本の話を持ち出され、真剣に叱しかってくる姉には申し訳ないが、青年は込み上げる笑いを堪こらえることはできなかった。

　二は十た歳ちになった今でも、自分を甘やかしてくれるのは姉だけだ。

　セレシェイア王国の第一王女、リュシータ・リンドグレーヴ。熱心に執しつ務むをこなす母の代理として、民衆の前に立つことの多い彼女は、自分と二人きりの時だけ、王女という肩書きを外してくれる。

　厳げん粛しゆくな雰囲気を纏まとう、王女としての姉も好きだ。けれど、こうして自分だけに見せてくれる慈愛に満ちた笑顔は、仕事で荒すさんだ心を癒いやしてくれた。

「それにしても、城下は予想以上に賑にぎわっているようですね。ここまで、民たみの喜びに沸わく声が聞こえてきますよ」

　青年はさり気なく話題を変えがてら、換かん気きのため開け放たれている窓から、遠くにそびえる城壁の方へ瑠る璃り色の瞳ひとみを向ける。

「今年は、あなたも奉ほう迎げいの儀ぎに参加できるようで心強いわ。二年前は母上が儀式の途中に無断で退場してしまって、本当に大変だったのよ？」

「私も、レヴィーアに留学していなければ、姉上と共に出席できたのですがね。けれど、今回は大丈夫ですよ。母上がどのような暴ぼう挙きよに及ぼうとも、私が姉上を守って差し上げます」

「ふふっ。期待しているわよ、私の可愛い騎士様」

　わざわざ絹きぬの手袋を外はずし、優しく頭を撫なでてくる姉に、またも苦笑が漏れる。こうして姉弟として接することができる時間が、ひどく愛いとおしく思えることは否定できない。が、この歳としになっても子供扱いされるのは、やはり些いささか気恥ずかしいものだ。

「噂に聞きましたが、このたび神かみ降おろしされた神かみ鳥どりは、とても可愛らしい女の子だそうですね。今から、お目にかかるのが楽しみですよ」

　わざと意い味み深しんに含み笑いして見せれば、それまで頭を撫でられていた手で、鼻先をちょんと突つつかれる。

「いくら神鳥様が愛らしいお方でも、はしたない真ま似ねをしては駄目よ？」

「それは、いくら姉上のお願いだとしても約束することはできませんね。なにせ、私の心を縛しばるものなど、この世には存在しないのですから。恋れん情じようとは、万ばん民みんに等しく与えられた自由な感情。私は己おのれの心が命じるままに、恋を楽しんでいるのですよ」

「まぁ、アークったら。あなたは、おませで困った子だわ」

　一ひと頻しきり笑った姉は、外していた手袋をはめ直しながら言う。

「さあ、名残なごり惜おしいけれど、楽しいお喋しやべりはこのくらいにしておきましょう。早く、儀式用の正装に着替えていらっしゃい。わたくしは宰さい相しようや大臣達と最後の打ち合わせがあるから、先に大聖堂へ向かうわ。あなたも準備が整ととのい次第、早めに来るのよ」

　まるで母親のように、あれこれと気き遣づかってくれる姉へ「わかりました」と素直に返せば、彼女はそれだけで満足したように微笑ほほえんだ。

　そこで一いつ旦たん姉と別れ、青年は再び回廊を一人で歩き出す。

「新しい、神鳥か──」

　口に出して呟つぶやき、微かすかに笑う。

　先ほどは重々しく響いていた軍靴の踵は、いつしか軽快に回廊へ響いていた。
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　セレシェイアの王都トレス・ラーグリマ。その中心部にそびえる、麗うるわしき純白の外観を誇るヴェネール城。

　神かみ鳥どりの城が、併へい設せつするフレイムローズ神殿の外観に合わせた古めかしい造つくりをしているのに対し、このヴェネール城はさすが王の居きよ城じようである。建物の規模は同等だろうが、国の象徴となる王城は、柱一つにも細かな細さい工くが施ほどこされ、絢けん爛らん豪ごう華かという言葉がよく似合う。

　新たに神かみ降おろしされた神鳥が、コルターニャに出現した魔物の討とう伐ばつに成功し、見事な初うい陣じんを飾ったことは既すでに大陸中の話題となっている。その功績が、各地の神殿から民たみへ向けて大々的に公表されたこともあり、今やカナイは大陸全土から篤あつく崇すう拝はいされていた。

　そして本日。初陣にして、いまだかつてない素晴らしい戦いぶりを見せた神鳥を讃たたえるために、セレシェイアの王都では国を挙げての凱がい旋せん式が盛大に催もよおされ──国内外から集つどった多くの民衆に祝福されながら、威い風ふう堂どう々どうと入城を果たした神鳥一行は、城に仕つかえる大だい神しん官かんによって厳げん粛しゆくな佇たたずまいの大聖堂へと案内された。

　セレシェイアは大陸で唯一、女王制を敷いている。現国王の座に君臨するオリーヴィア・リンドグレーヴは、政治手しゆ腕わんに長たける上に文武両道を極きわめ、国民からは稀き代だいの名めい君くんと称される人物だった。

　しかし、国民から賢けん王おうと讃たたえられる女王オリーヴィアは、少々困った性格をしていた。

　日没と同時に始まる祝宴まで、大聖堂では王侯貴族の立ち会いのもと、新たな神鳥の降こう臨りんを祝福する「奉ほう迎げいの儀ぎ」が、粛しゆく々しゆくと執とり行おこなわれることになっていたのだが──オリーヴィアは二年前のイナミの時同様、式が始まってすぐ祭さい壇だんへ上り、簡かん潔けつに祝いの言葉を述のべると、溜まった政務があるとだけ言い残し、さっさと大聖堂から退出してしまった。

　呆ぼう然ぜんとしているカナイとその守護者達に、式を取り仕切っていた大神官と大臣達は可か哀わい想そうなほど慌あわてふためき、しどろもどろで謝罪の言葉や言い訳を口にする。その後、女王不在のまま儀式は続行されたのだが、一度緩ゆるんでしまったその場の空気の修復は難しく、最後までいまひとつ締まらない状態で、奉迎の儀は終了した。

　そして迎えた、祝宴の時間──。

「うわぁ……っ！」

　大広間を一望する二階の踊り場に現れたカナイは、階下に広がる光景に思わず目を瞠みはった。

　半球状の高い天てん井じようには、幾いく多たの水晶が連つらなる壮そう麗れいなシャンデリアがきらめき、壁かべ際ぎわでは優美な金細工の施されたランプに、虹色の炎が揺れている。白い布に覆おおわれた円卓の上には、種類豊富で豪ごう勢せいな料理や飲み物が並び──見渡すほど広い空間は、派手に着飾った人々で賑にぎわっていた。
















「すっげぇー、美う味まそうな料理が山ほどあるぞ！　なぁイナミ、あれって好きなだけ食ってもいいんだよな？」

　金色の両目をキラキラと輝かせながら、手て摺すりから身を乗り出して階下の様子を眺めているのは、七人もの女官によって完かん璧ぺきに身なりを整えられたココシュカだった。

　普段は息が詰まると言って無茶苦茶に着き崩くずしている装しよう束ぞくも、今日は飾り紐ひもや帯を正しく使い、至し極ごくまともに着こなしている。ぼさぼさだった長い髪も、香油を塗られ丁てい寧ねいに櫛くしで梳すかれたので、今や艶つややかな輝きを放はなっていた。

　円卓上に並んでいるご馳走の数々に、うっかり涎よだれを垂らしそうにしているココシュカへ、いち早く嫌な予感を察したイナミが釘くぎを刺す。

「いくら料理が食べ放ほう題だいだからといっても、普段の食事とはわけが違うのだから、みっともなくがっついたりするんじゃないぞ？　それと、物を食べる時には必ずフォークを使え。手て摑づかみなど言ごん語ご道どう断だんだ」

「フォークの使い方なら、昨夜ゆうべみっちりとユージィに叩き込まれたから安心してくれ。つーかイナミ、お前はあんまり細かいコト気にし過ぎじゃねぇか？　神経質は将来ハゲるって、故ふる郷さとのじっちゃんが言ってたぞ」

「お前……私が誰のせいで、神経質になっていると思ってるんだ」

　朗ほがらかに大口を開けて笑うココシュカに対して、イナミは力なく肩を落としてげんなりとため息をつく。

　そんな二人のちぐはぐなやり取りに微び苦く笑しようしながら、カナイは改めて大広間を見渡す。

「それにしても、なんだか目がチカチカしそうな光景ね……」

　大広間自体の装飾も麗れい々れいしいが、そこに集まった人々が身につけている装飾品が照明の光を反射して、至るところで自己主張するように瞬またたいている。まるで宝石箱の中身をぶちまけたようだと、カナイは眩くらみそうになる目をパチパチさせながら思った。

　忙せわしなく瞬まばたきをしている主あるじの神鳥に、優しげな翡ひ翠すい色の瞳を細めて小さく笑えんだのは、銀糸で丁てい寧ねいに縁ふち取どりされた、いつもより上等なフードを纏まとうグレスだった。

「女王陛下主催の祝宴に出席を許されるのは、貴族の中でも王家に認められた名めい家けの方々のみですからね。身につけているのは、もちろん一流の品でしょうし──どうやら皆さん、カナイ様のお目に留とまろうと、かなり気合を入れてお洒しや落れしているみたいですよ？」

「どこの国でも、貴族どもの考えることは同じというわけか。……気に食わんな」

　今にも階下に駆け出して行きそうなココシュカの襟えり首くびを摑み、低い声でそう言って嘆たん息そくしたのは、眉み間けんに不機嫌そうな皺しわを刻んでいる鷹たか雅まさだ。

　普段はゆったりとした装束を纏っている彼は、凱旋式用に用意された華美な衣装の着き心地ごこちに慣れないらしく、しきりに首元を緩めようとする仕草を繰り返していた。どうにも鷹雅は、堅かた苦くるしい衣装も苦手なら、このように大勢の人が集まる催もよおし物も嫌けん厭えんしているようだ。

「楽に甘い汁を啜すすることができれば、自分よりも上位の者へ媚こび諂へつらうことも厭いとわない。大おお方かた、ここにいる男どもの狙いは、神鳥の配偶者という立場だろうな」

「……神鳥の、配偶者？」

　鷹雅の吐き捨てた言葉の意味がわからず、カナイはぐりんと小首を捻ひねる。そんな彼女の疑問を晴らしたのは、鷹雅と同じく眉間に険けわしい皺を刻んだイナミだった。

「この場合は配偶者よりも、愛あい人じんと言ったほうが正しいだろう。貴族のほとんどは、地上で最も神に近い存在から愛されることで、自おのずと家名も上がると思い込んでいる。ゆえに、神鳥の目に留まろうと必死になるんだ。実際、歴代神鳥の中には、大勢の愛人を城に囲かこっていた方もいるそうだが」

「その人は、どうしてそんなことをしたの？」

　困惑顔で尋ねてきたカナイに、イナミはそっけなく答える。

「個人の趣味だろう。殺さつ伐ばつとした日々の潤うるおいを、恋愛に求めたのではないか？」

「でも、愛人が一杯ってことは……将来、結婚とかってどうするの？」

「お前はまだ教わっていないだろうが、セレシェイアでは一いつ妻さい多た夫ふ制が認可されているんだ。セレナ様はヴィルファイド様一筋だが、女子は結婚しようと思えば、四人まで夫を持つことが許されている」

「よっ、四人と結婚できるのっ!?」

「神鳥は役目を終えたあとも、生涯何不自由のない生活を神殿や国から保障されているからな。それくらいの人数なら、余裕で養やしなえるだろうし──夫に選ばれた者の中には、最初から金銭援助が目的だった輩やからもいただろうな」

　やさぐれ気味で説明を終えたイナミに、カナイは更に不可解そうな顔つきになった。

「結婚って、好きな人同士でするものじゃないの？　っていうか、その話が本当だとすると、ここに集まっている男の人達って、私の愛人になりたがってるってこと？　──やだっ、最低じゃない」

　吐き気を催したような表情になったカナイに、イナミも相変わらずの渋じゆう面めんで「まったくだ」と頷うなずく。その氷のごとく冴さえた眼まな差ざしは、大広間に集まった男達を牽けん制せいするように、まっすぐ睨にらみつけていた。

　そんな二人の似たような様子に、グレスが苦笑しながら口を開く。

「とりあえず、カナイ様は僕達のそばから離れないようにして下さい。あと、僕達以外から差し出された飲食物も、不用意にお口へ入れない方が身のためですよ？　世間には、妙な薬が出回っていますからね」

「み、妙な薬って……？」

「手に入り易やすいことから考えて、大半は効能の弱い惚ほれ薬ぐすりを使用してくるでしょうけど、幻覚剤の類たぐいを盛られたら対処が厄介です。非合法で術薬を販売する者達は、この国にも掃はいて捨すてるほど存在しますから、決して油断なさらないで下さいね？」

　グレスお得意の意い味み深しんな微笑に、カナイはぐっと喉のどを詰まらせ、やがて片頰を引き攣つらせながら「キヲツケマス」と片かた言ことで応じた。

「おい、気をつけるのは何もカナイだけでは──……」

　その時、何事か注意しようとしたイナミの言葉を遮さえぎるように、俄にわかに階下が騒がしくなった。

　それまで親しい者同士で談笑していた貴族達が、ようやく踊り場に現れた神鳥と守護者達に気がついたらしく、至るところから歓かん声せいが上がり、割れんばかりの拍手が巻き起こる。

　髪を撫なでつけた紳しん士しも、宝石に彩いろどられた淑しゆく女じよも、広間に集つどった誰もが神鳥の登場を華やかな笑顔で歓迎した。今まで目立つことのなかった楽団も、音調を変えて勇壮な調べを奏かなで始め、神鳥の入場に更なる花を添える。

　大勢の視線に晒さらされたカナイは、無意識にそろそろと後あと退ずさりをして、背後に立っているイナミの胸板にぶつかった。

「お前、この状況で逃げるつもりか？」

「だ、だって……」

　イナミや守護者達から、散さん々ざん貴族達のあくどい魂こん胆たんを聞かされた後だ。今やカナイの瞳には、麗うるわしく着飾った貴族の姿も、獲え物ものを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう狼おおかみのように映うつっていた。

　誰が好きこのんで、狼の群れの中へ飛び込んでいくものか。

　しかし、そう思ったところで逃げ場が存在しないのは、最初からわかっている。

「貴族どもの戯ぎれ言ごとには、まともに耳を貸すことはない。もし、おかしな輩やからが絡からんできたとしても、私が守ってやる。だから、祝宴の終わりまで耐えてくれ」

　髪飾りの位置を直すふりをしながら、耳元でこっそり囁ささやいてきたイナミに、カナイはしばし逡巡した後、渋しぶ々しぶとだったがこくりと頷いた。

　よく考えてみれば、相手はただの人間。頭から丸まる吞のみされる心配もなければ、毒どく牙がを持っているわけでもない。つまり、最初から怯おびえる必要などなかったのだ。

「では、行くぞ」

　さり気なくイナミから右手を取られ、カナイは何な故ぜか目元に微かすかな朱しゆを走らせた。

「手なんか繫つないでもらわなくたって、階段くらい一人で下りられるわよ……っ」

「今更見み栄えを張って、強ごう情じようになるんじゃない。馬から降りる時も同じようなことを言って、危あやうく転ころげ落ちかけたではないか」

　含み笑い交まじりに痛いところを指摘され、カナイは白い頰を、瞬時に熟うれた林りん檎ごのような色に染め上げた。

　イナミが言っているのは、大通りの凱旋を終え、堅けん牢ろうな城門を潜くぐって王城の前まで辿たどり着いた時のこと。馬の手た綱づなを握っていたイナミが先に鞍くらから降り、カナイを抱き上げて馬の背から降ろそうとした。しかし周囲の目を気にしたカナイは、恥ずかしさから彼の手を拒こばんだ。

　今となっては、あの時は大人しくイナミの厚こう意いを受けるべきだったと反省している。意地を張って自分で降りると宣言したはいいが、結局は長すぎる衣装の裾すそが邪じや魔まとなり──馬上で体勢を崩したカナイは、危うく転落しそうになったところを、すかさずイナミに抱き留められたのだった。

「再び公衆の面前で恥をかきたくなければ、大人おとなしく私の手を借りておけ」

「ぐ……っ」

　余裕たっぷりな微笑を湛たたえるイナミに、カナイは反論する言葉を見つけられず、赤くなった顔を悔くやしさに歪ゆがませる。

　ほんの少し前までのイナミは、本物の女性と見み紛まがうほど麗うるわしく女装をしていたというのに、今ではすっかり本来の男としての顔を取り戻していた。

　馬から転げ落ちそうになった時、咄とつ嗟さに抱き留めてくれたイナミの胸の逞たくましさに、改めて彼が男性であることを思い知らされた。だからこそ、こうして手を繫ぐだけでも、妙に気恥ずかしくて堪たまらなくなった。

　自分の手を包み込んだ大きく温あたたかい手のひらに、頰が火ほ照てって心臓が勝手に大きく脈打ち出す。けれど、胸を高鳴らせているのは自分だけのようで、涼しげに笑んでいるイナミのことが、どこか恨うらめしく感じられる。

（なによ、人の気も知らないでそんな風に笑ったりして……っ）

　あくまで平然としているイナミの態度に、自分だけがいいように躍おどらされているようで悔くやしくなり、カナイはギリギリと奥歯を嚙み締めた。

　それでも繫いだ手を離さなかったのは、長い裾を気にしながら階段を一人で下り切る自信がなかったのと──何だかんだ言って、自分のことを気にかけてくれるイナミの優しさを、無駄にしたくないと思ったからだった。







　濃こい紅べに色の絨毯の敷かれた大理石の中央階段を、先代の神鳥に手を引かれてゆっくりと下りてくる新たな神鳥の姿に、大広間に集つどった貴族達の唇から一いち様ように感かん嘆たんのため息が漏もれる。

　長い髪を彩る簪かんざしを涼やかに鳴らしながら、伏ふし目めがちにしずしずと階段を下りているのは、いまだ幼さの残るあどけない顔立ちをした可か憐れんな少女。その額ひたいには鮮あざやかな紅ぐ蓮れんの御み印しるしが刻まれ、彼女が魔物の脅きよう威いに怯おびえる人々を救うために神降ろしされた神鳥であることを、確かな存在感で示していた。

　貴族の子し息そく達が、その愛らしさにうっとりと見み惚とれている中──当の本人は、内心でこれでもかと冷や汗を垂れ流していた。

（なんか、すっごく視線を感じるんだけど……）

　一歩ずつ慎重に階段を下りるごとに、肌に刺さるような視線は強烈になってゆく。一瞬でも気を抜けば、長い裾を踏みつけて転んでしまいそうなので顔を上げることはできないが、きっと大広間中の視線が自分へ注そそがれているのだろう。

　──これでイナミと手を繫いでいなければ、緊張のあまり踵きびすを返して、この場から全力で逃げ出していたかもしれない。

　震ふるえる足で長かった階段を無事に下り切り、カナイがホッと安あん堵どの息をついていれば、いきなり目の前に赤い薔ば薇らが現れてぎょっとする。恐る恐る目線を上げれば、細こまかな装飾の施された襟えりの高い萌もえ葱ぎ色の上着を纏った青年が、人好きのしそうな笑みを浮かべて立っていた。

「お初にお目にかかります、神鳥様。私はエバンス侯こう爵しやくの三男でアーノルドと申します。あなた様の御お髪ぐしに、この薔薇を飾るお許しをいただけますか？」

「え、えぇ……」

　あまりに唐突すぎる申し出に戸と惑まどいの声を漏らせば、それを肯こう定ていの返答と勘違いした青年が、素早くカナイの髪へ手にしていた薔薇を挿さしてしまう。

　これには、他の青年貴族達が不満を爆発させた。

「一人だけ抜ぬけ駆がけとは、感心できませんね。神鳥様にはそのようなありふれた花よりも、私が自みずから意い匠しようを凝こらした髪飾りの方がよくお似合いになるでしょう」

「いけません！　神鳥様の御髪はありのままでこそ、清らかな水の流れのごとくきらめくのです。むしろ、御髪の合い間に見え隠れする愛らしい耳みみ朶たぶにこそ、この薔薇水晶の輝きが映はえるとは思いませんか？」

「何を、ご冗談を。神鳥様に最もお似合いなのは、私のお選びしたこの指輪に決まっております！」

　口々に恋こい敵がたきを牽けん制せいし合い、自分の用意した贈り物を強引に押しつけてこようとする青年たちの勢いに怯え、カナイは思わずじりじりと後退してしまう。

（助けて、鷹雅さん……っ）

　カナイが咄とつ嗟さに助けを求めようとしたのは、腕うでっ節ぷしの強い鷹たか雅まさだった。

　しかし、振り返った先には鷹雅の姿はなく──背後についてきていたはずのグレスやココシュカまでもが、いつの間にか忽こつ然ぜんと姿を消していた。

（ちょ、ちょっと……みんな、私を置いてどこに行っちゃったのよぉ!?）

　想定外の事態に焦あせり、カナイはきょろきょろと周囲へ視線を巡めぐらせる。そしてすぐに、鷹雅とグレスが、華々しいドレスを纏った貴族の令嬢達に取り囲まれているのを見つけた。

　彼らは困惑しきった表情で、必死に何か訴えているようだが、どの娘の耳にもその声は届いていないらしく──二人も自分と同じように、贈り物の波は状じよう攻こう撃げきを受けているようだ。

「王おう太たい子し殿でん下かも素敵ですけど、夫に迎えるならば断然鷹雅様ですわ！　寡か黙もくながらも、わたくしのことを一いち途ずに愛して下さりそうですもの！」

「同感ですわ。王太子殿下はお優しいけれど、恋多き困ったお方ですものね。私は愛されるのならば、グレス様のように誠実そうなお方が良いですわ」

「お二人とも、ご安心なさい。あなた方のような趣味の悪い装よそおいの者に、王太子殿下は声もおかけにはなられませんわよ。無論、守護者の方々のお目にも留まらないでしょうけど」

　遠くから聞こえてくる令嬢達の会話に、同じ性別であるにもかかわらず、カナイは『女の人って怖い』と本気で感じた。

　そして、どさくさに紛まぎれて鷹雅の拘こう束そくから逃のがれたココシュカはといえば──早さつ速そく、円卓の上に並ぶ料理を、両手に握ったフォークでがつがつと貪むさぼっている。そんなココシュカの周囲にも、艶あでやかに着飾った娘達が集まり、彼が豪快に肉料理を頰張る度たびに、何故か黄色い歓声を上げて盛大にもてはやしていた。

　いまだ祝宴は始まったばかりだというのに、いきなり守護者達と離れ離れになってしまい、カナイの胸中に言い知れない不安がとぐろを巻き始めた。

　押し合いへし合いをしながら、酒杯や果物を勧めてくる者もいれば、ダンスを踊りましょうと無理やり手を摑んでこようとする礼儀知らずな輩やからもいる。彼らの度を過ぎた好意には、恐怖すら覚えるほどだ。

「皆様、少々お待ちいただけますか？」

　その時、震えながら立ち竦すくむカナイを守るように、群がる貴族達の間へイナミが割って入る。

「この場での金きん品ぴんの贈与は、女王陛下により禁じられているはず。お手数をおかけしますが、贈り物は後日、神鳥の城までお届け願います」

「な……っ」

　口調こそ丁寧だが、反論を許さぬイナミの物言いに、カナイの気を引こうと必死だった貴族の青年達は、目に見えて不服そうな顔になった。しかし、イナミは怯ひるむことなく、更に毅き然ぜんと言い放つ。

「よもや、名めい望ぼうある家柄の御子息様方が、このような初歩的なことをお忘れになっているとは思えませんが──こちらに御お座わすは、いと高き天界より神降ろしされた新たな神鳥。あなた方が安易に触れていいような、気安い御お方かたではありません」

　口元には人のよさそうな笑みを浮かべてはいるが、彼の澄んだ紺こん青じよう色の瞳には、研とぎ澄まされた刃やいばを思わせる剣けん吞のんな光が浮いていた。

　無言で威い嚇かくしてくるイナミの眼差しに、互いを押し退のけるようにカナイへ近づこうと奮闘していた青年達は、一様に気圧されて後あと退ずさりする。

　屈辱に表情を歪める彼らへ不敵に笑み、イナミはあえて見せつけるような動作で、カナイの前に跪ひざまずいた。そして、優雅に彼女へ片手を差し出しながら、優しい声こわ音ねで言う。

「カナイ様、今こ宵よいはどうか、わたくしの手をお取りになって下さい。あなた様のご期待に添える、精一杯のエスコートを致します」

「え……」

　思いがけず、イナミからエスコート役を申し出られたカナイは、胸が大きく高鳴るのを感じた。

　周囲の青年貴族達を牽けん制せいするため、この上ないほど丁寧な口調で喋るイナミは、この場に集う誰にも負けないほど紳士然としており──凜りんとした男らしさに溢れている。

　どこか面おも映はゆがりながらも、カナイがおずおずとイナミの手を取れば、貴族の青年達は落らく胆たんの声を漏らす。静かに立ち上がったイナミは、そんな彼らを冷さめた眼差しで一いち瞥べつすると、最後に強烈な釘を刺した。

「これで、今宵のカナイ様は私だけのものです。名家の御子息様方には申し訳ありませんが、これはカナイ様の御ご意い思し──。カナイ様のご不ふ興きようを買う覚悟がおありでしたら、私からこの御方を奪われても結構ですよ？」

　イナミは傲ごう然ぜんと言い放ち、今度はわざと邪気のない笑みを浮かべる。その笑顔が脅しに箔はくをつけ、青年貴族達の心を徹底的に圧へし折った。

　この隙すきに乗じて、人ひと気けの少ない場所に移動してしまおうと、いまだ混乱から抜け出せずにいるカナイの手を引いて、イナミが歩みを進め始めた時だった。

「疫やく病びよう神がみのくせに、生意気なっ」

「災わざわいを招く彼かの者がおそばにいては、カナイ様のご迷惑となるでしょうに……」

　声を潜ひそめるでもなく、当てつけがましく囁ささやき合う声が聞こえ、カナイは誰がそんなことを言っているのか、振り返って顔を確かめようとした。しかし、イナミから強く手を引かれてハッとする。

　見上げた彼の横顔は、まっすぐ前だけを見み据すえていた。まるで、何も聞こえていないように平然としているイナミに、カナイの薄く紅の引かれた唇が悔しげに歪む。

「ねぇ。あんなひどいことを言われて、どうして言い返さないのよ」

　イナミにできないのなら、自分が代わりに文句を言いに行こうと、カナイは踵を返そうとした。だが、イナミはしっかりと繫いだ手を強引に引いて、歩みを進め続ける。

「あれしきの悪あく態たいなど慣れている。多少耳みみ障ざわりなだけで、実害はないのだから放っておけ」

「で、でも……っ」

「言い返したところで、今以上に口汚く罵ののしられ、下世話な噂でも流されるだけだ。それなら、聞かなかったことにして受け流した方が、よほど頭の良い対応だろう。男の神鳥だからという理由で、化粧臭い娘達から群がられずに済むのだから、それだけマシというものだ」

「イナミ……」

　たしかこの国では、男の神鳥は不吉の象徴とされているのだった。

　カナイはそんな迷信など、端はなから信じていなかったが──少なくとも大広間にいる貴族達は、馬鹿げているとしか思えない言い伝えを、愚おろかにも信じ切っているようだ。

（人間を守るため、イナミは命をかけて魔物と戦ってきたのに、どうして男の神鳥だってくらいでこんな失礼な目に遭あわなくちゃいけないの？　イナミのことなんてなんにも知らないくせに、勝手なこと言わないでほしいわっ！）

　内心では激しく腹を立てながらも、イナミの気持ちを考えて、カナイは貴族の輪へ怒ど鳴なり込んで行きたい気持ちをぐっと堪こらえる。

　貴族達の反応からして、今ここで自分が騒ぎを起こせば、歪んだ非難の矛ほこ先さきは必ずイナミへ向けられるだろう。自分が騒いだせいでイナミを傷つけては意味がないので、カナイは固く口を噤つぐんだ。

「……ここまで来れば、ひとまず安あん泰たいか」

　比較的目立たない壁際までやってきて、ようやくイナミは繫いでいたカナイの手を離した。

　イナミの発した最後の念押しが効いているのか、青年貴族達はカナイに取り入ることを諦あきらめ、思い思いに広間内へ散り始めている。それでも、未み練れんがましくカナイへ向けて熱い眼差しを送る輩も、いまだ若じやつ干かん名めい存在したが──彼女の機嫌を損そこねることを恐れて、彼らがこちらへ近づいて来ることはなかった。

「助けてくれて、ありがとう」

　壁に寄りかかって疲れたように嘆息しているイナミに、カナイは後味の悪い気分を変えようと、近くのテーブルから取ってきた飲み物を渡して、素直にお礼の言葉を告げる。

　彼女の手から、硝子ガラス製の細身の杯さかずきを受け取ったイナミは、「気にするな」とだけ言葉少なに言うと、まずは乾いた喉のどを潤うるおすため杯の中身を口に含んだ。──その刹せつ那な、彼は口元を押さえて眉根を寄せた。

　イナミと同じ飲み物を啜すすっていたカナイは、怪け訝げんそうに小首を傾げながら尋ねる。

「どうしたの？　もしかしてそれ、苦手だった？」

「苦手も何も、これは酒じゃないか。しかも、かなり強い酒だぞ。──お前、よく平気な顔をして飲めるな」

「え……これ、ジュースじゃないの？」

　甘くて口当たりが良いので、てっきり果物のジュースだと思っていたカナイは、既に空からになっている自分の杯を見下ろして、目をぱちくりと瞬またたかせる。

「酒とジュースの区別くらい、口に含んだ時点で気づけ。それより、こんなに強い酒を一気に飲み干したりして、具合は悪くなっていないか？」

　近くを通りかかった給きゆう仕じに二人分の杯を預けたイナミは、カナイの両肩に手を置いて、彼女の顔を間近から覗き込む。

　鼻先が触れ合いそうな距離でイナミから見つめられ、鼓動が速くなる。

　今飲んだ酒の酔いが回ってきたのだろうか。イナミから熱心な視線を注がれる顔が、のぼせた時のように火ほ照てってゆく。

「あぁ、顔が真っ赤じゃないか。その様子では、少し風に当たって酔いを醒さました方がいいだろう」

「う、うん……」

「足元がふらつくといけない。私の腕に摑まって歩け」

　言葉は短かったが、そう言ったイナミの声はとても甘い響きを宿していて、カナイの頰は余計にカーッと赤みを増した。

　湯気が出そうなほど頰を上気させたカナイに、イナミはどこか熱っぽい眼差しで微笑むと、さり気なく彼女の手を取り自分の腕へ絡からませる。ぴったりとイナミの腕へ密着させられたカナイは、あまりに動どう悸きが激しくなりすぎて、今にも目を回しそうになった。

（私って、お酒に弱い体質だったのね……）

　たとえ強い酒だからと言っても、たった一杯呷あおっただけでこの様ざまである。

　けれど不思議なのは、いくら心臓が早く脈打ち、全身が燃えるように熱くなっても、思考はいたって冷静であるという点だ。イナミが心配してくれた足元だって、今のところ覚おぼ束つかないわけでもなく、一人でも十分歩ける自信があった。

　生まれて初めての飲酒なので、正直なところ、自分が本当に酒に酔っているのかもわからない。ただ、イナミの心遣いは素直に嬉しく、寄り添った腕の温ぬくもりに自然と頰が緩む。

　大人しく腕を組んだカナイを見下ろし、微かに目元を和やわらげたイナミは、人混みを避けるように、穏おだやかな歩調で大広間の外へと向かった。







　篝かがり火びの焚たかれた外回廊に出て、しばらく大理石の床を歩いて行けば、ほんのりと甘い香りが漂ただよってきた。

「……これ、花の香りかしら？」

　鼻の頭を小さくひくつかせながら、カナイは腕を組んでいるイナミへ何気なく問う。

　以前までは、イナミから。今は自分の身体から微かに漂う香水の匂いと、よく似た甘い花の香りだ。いったい何の香りだろうかと辺りを見回すカナイに、イナミが「こっちだ」と言い、回廊の更に奥を目指して歩みを進める。

　黙って彼の先導に従って歩いて行けば、やがて回廊から庭園へと下りる階段に辿り着いた。

「見てみろ」

　立ち止まり、組んでいたカナイの腕を解放したイナミは、手摺へ身を凭もたせながら階段の先を指差してみせる。

　彼の指先を視線で辿ったカナイは、そこに広がる光景に大きく息を吞のむ。揺らめく炎によって密ひそやかに照らし出された庭園には、幾輪もの純白の薔薇が、華麗に咲き誇っていた。

「うわぁ、綺麗……っ」

　篝火の近くに咲いている薔薇は薄く紅くれないに染まり、遠くの宵よい闇やみの中でさやけき月明かりを浴あびる薔薇は、より一層白さを際きわ立だたせている。どの花も瑞みず々みずしい花弁を惜しげなく広げ、夜の帳とばりの中で輝いて見えた。

「ここは、王太子殿下の管理する白薔薇の園そのだ」

「王太子殿下って……奉迎の儀にいた、背が高い金髪の人よね？」

　奉迎の儀が始まると同時に女王が礼拝堂から退出すると、真っ先に壇上に立ってカナイへ非礼を詫わびたのは、セレシェイア国の第一王女だった。そんな彼女のそばに、付かず離れずの距離で控えていた青年──彼がセレシェイアの王太子だと、カナイはグレスからこっそり説明を受けていた。

　遠目からでも、彼が整った顔立ちをしているのはわかった。無駄のない細身の身体に、白と深い青を基調とした豪ごう奢しやな正装を纏い、腰にはきらびやかな装飾の施された剣を佩はいていたのを覚えている。

　確かにこの白薔薇は、王太子自ら管理をしているだけあって、彼の華やかな容姿に似合いそうだ。

「こんなに一杯咲かすくらいだから、あの王太子様は相当白薔薇が好きなのね」

　夜気に混じる白薔薇の香りは、軽く眩暈めまいを感じるほど濃密で、何だか気分まで甘やかになり、カナイは無意識にうっとりとした表情になっていた。

　とろりと蕩とろけたカナイの眼差しに、それまで黙っていたイナミがぽつりと呟く。

「お前に、この花は似合わない」

「え……」

　突然の否定的な発言に、カナイは眉を訝いぶかしげに顰ひそめてイナミを振り返る。すると、手摺に寄りかかっていたはずのイナミが、いつの間にか背後に立っていてどきりとした。

　驚きに瞠どう目もくするカナイを無視して、イナミは彼女の絹糸のような髪を一房手に取ると、静かに顔を近づけて香りを確かめる。

「お前からは、薔薇よりも甘い香りがする。これでは、花の方が霞かすんでしまうだろう。だから別に、今のままでも──……」

　その時、酔い痴しれたように伏せられていたイナミの目が、言葉の途中であるにもかかわらず、眠りから覚めたかのように大きく見開かれた。

　次いで、彼の顔色は見る間に赤く染まってゆく。

「す、すまん……っ！」

　握っていたカナイの髪を慌あわてて離すと、イナミは勢いよく彼女と距離を開けた。

　思いも寄らない彼の行動に、カナイまでもが茹ゆ立だったタコのような顔色になり、口の開閉を意味なく繰り返す。今のイナミらしからぬ行動は何だったのか、本人に問おうとするも、声が喉の奥で引っかかって出てこなかった。

　そして、二人の間には妙に気恥ずかしい沈黙が流れた。

「……まさか」

　しばらくして、赤い顔のままイナミが低い声で呻うめくように呟き、何を思ってかカナイの方へ手を伸ばす。次はどんなことをされるのかと、思わず肩を竦めて身を固めたカナイだったが、イナミが触れたのは彼女の髪に飾られた真紅の薔薇だった。

　カナイの髪からそっと薔薇を外したイナミは、確かめるように香りを嗅かぎ、眉間へ険しい皺を刻んだ。

「何かがおかしいと思ったら、やはりこいつが原因か。よもや薔薇に、媚び薬やく効果のある香水を仕込むとは、上流貴族とは名ばかりの下げ衆すな手段を使ったものだな」

「えっ、その薔薇に何か細工がされてたの……？」

　ぐしゃりと紅薔薇を握にぎり潰つぶしたイナミに、今もって顔の赤みが引かぬまま、カナイが不安げに問う。

　彼女から上うわ目め遣づかいで見上げられたイナミは、ぐっと喉を詰まらせたように押し黙り──やがて、ばつが悪そうな表情で前髪を乱暴にくしゃくしゃと搔かき混ぜると、情けない顔を隠すようにカナイへ背を向けてしまう。

「グレスも言っていた、例の非合法な術薬が仕込まれていたようだが、お前には効かなかったみたいだな。──それよりも、悪いが少しの間ここで待っていてくれないか？　水でも飲んで、邪じや念ねんを追おっ払ぱらってくる」

「えっ」

　無意識に俯うつむけていた顔をカナイが上げた時には、イナミはもう大理石の回廊を足早に歩き出していた。

　咄嗟に呼び止めようとしたが、結局何も言葉が出てこず、カナイはもどかしさをため息に変えて深々と吐き出す。

（なんなのよ、イナミったら！　いきなり、あんなこと言ったりして……っ！）

　イナミの触れていた髪を摘つまみ、目の前へ掲かかげて二度目のため息をつく。

　一瞬でも、彼の言葉を本気にした自分が恥ずかしい。普段は真面目なイナミから、薔薇よりも甘い香りがすると言われ、真っ先に驚きはしたが──それでも、舞い上がりそうなくらい嬉しかったのは事実だ。

「イナミの、馬鹿……」

　赤く火照った頰を両手で押さえ、唇を尖らせてぶすっと呟く。

　宵闇の中で密やかに咲いている白薔薇は、相変わらず綺麗なはずなのに。イナミと二人で見た時よりも、綺麗だと思えないのは何故だろう。

　涼やかな夜風に、髪がさやさやと流される。薔薇の葉が触れ合う音に、何とも言えない孤独感が胸の中に生じ、カナイは胸元をきつく握り締めた。

「可愛らしい小鳥ちゃん。こんなところに一人で、いったいどうしたのかな？」

「……っ!?」

　突とつ如じよ背後から響いた甘い声に、カナイは飛び上がらんばかりに驚く。

　髪飾りを揺らして振り返れば、至近距離で澄んだ瑠る璃り色の瞳と目が合った。カナイは悲鳴を上げそうになりながらも、反射的にその場から飛び退のく。

「おや、驚かせちゃったかな？」

「あ、あなたは……っ！」

　両目を愕がく然ぜんと見開き、怯えた様子で見返してくるカナイに、おどけたような仕草で肩を竦すくめて笑っているのは、奉迎の儀に列席していたこの国の王太子だった。

　宵闇の中でも輝いて見えるような、華々しい容姿。黄金を紡つむいだような長い髪は、頭の低い位置で結ゆわれ、祝宴に参加するためか、儀式の時とは違う華美な正装に身を包んでいる。微妙に垂れ目がちな双そう眸ぼうを細め、形のよい唇を綻ほころばせている姿は、まるで月明かりの下で咲く白薔薇の化身のように麗しい。

　我知らずその美貌に見惚れていると、クスッと小さく笑まれる。

「ごめん、ごめん。こうしてお喋りするのは初めてだから、まずは自己紹介をしないといけなかったね？」

　うっとりするような美声で謝あやまり、王太子は優雅な動作でカナイの前へ跪き、彼女の右手をさり気なく取る。いったい何をされるのだろうかと、カナイが困惑しながらもドキドキしていれば、王太子は艶のある微笑と共に口を開いた。

「私の名は、アークライト・リンドグレーヴ。できればキミにはその瑞みず々みずしい唇で、親しみを込めてアークと呼んでもらいたいんだけど──駄目かな？」

　薔薇が咲き乱れるような極上の笑顔で問われ、気がつけばカナイは、首を大きく左右に振っていた。

　アークライトの全身から滲にじみ出る甘美な雰囲気に、鼓こ動どうが速くなってゆくのがわかる。彼に摑まれている手が燃えるように熱く感じるのは、果たして気のせいだろうか。

　初うい々ういしく赤面している神鳥に、アークライトの口元に浮かんでいる笑みが深くなる。

「キミは、本当に可愛らしいね。思わず、食べちゃいたいくらいだ」

「え……」

　食べるとは、どういう意味だろう。まさかこの王太子、神鳥の肉は鶏とり肉にくの味がするとでも勘違いしているのだろうか。

　王族の、神鳥についての知識はそんなものなのだろうか。

　何にしても、細こま切ぎれにされて食べられたりするのはまっぴらごめんだ。

「あ、あのっ！　私を食べても、鶏肉の味なんかしないわよ？　いくら神鳥っていっても、身体は人間とほとんど変わらないんだし……っ」

「鶏肉？　──あぁ、そっちの〝食べる〟と勘違いしちゃったんだね？」

　急にオロオロと妙なことを言い出したカナイに、アークライトは声を上げて笑い出した。

「もしかしてキミは、わざと可愛らしいことを言って、私のことをからかって遊んでいるのかな？　それとも、何も知らないふりをして焦じらしているのかい？」

「ど、どういう意味よ？」

　まったく理解できない王太子の指摘に、カナイはさすがにムッと眉を顰ひそめる。そんな彼女に薄く微笑むと、アークライトは摑んでいた小さな手の甲へ、長い睫まつ毛げを伏せて静かに口づけた。

　微かに冷たい唇が手の甲へ触れ、背筋が震えるような甘い音を立てて離れる。あまりに突然の出来事に、呆然とされるがままになっていたカナイは、次の瞬間、爆発した。

「いきなり何すんのよッ！」

　真っ赤な顔で絶ぜつ叫きようして、摑まれている手を強引に振り解ほどく。そしてカナイは、いまだ唇の感触が生々しく残されている手の甲を、装束の裾に擦すりつけて何度も拭ぬぐった。

　いくら手の甲とはいえ、本人の了承もなしに口づけをするなんて信じられないことだ。この国の王太子で、ちょっと綺麗な顔をしているからといって、安あん易いに油断してはいけなかった。初対面の相手にこの暴挙──断じて、許すことはできない。

「ひどいじゃない、突然口づけするなんて！　あなた、男として最低よッ！」

「おや、怒らせてしまったかな？　しかし私は、礼節を欠いた行為はしていないよ。手の甲への口づけは、軽い挨あい拶さつのようなものだからね」

「ふざけたこと言わないで！　私はそんな破は廉れん恥ちな挨拶、教わったこともないわよ！」

「あぁ、そうか。キミはまだ、神降ろしされたばかりなんだよね？　じゃあ、地上の礼儀作法に疎うといわけだ」

　それなら──と言葉を続け、アークライトは流れるような身のこなしで立ち上がると、頰を膨らませて憤慨しているカナイへ、ゆっくりと歩み寄る。

　いち早く身の危険を感じ取ったカナイが、即座に踵を返して逃げ出そうとすれば、それよりも早くアークライトの手に右腕を捕らえられてしまう。

　力任せにその手を振り解ほどこうとしても、腕を摑んでくるアークライトの力は強く、いくら身を捩よじっても拘束は緩まない。それどころか、摑まれた腕を強く引かれ、彼の胸元へ勢いよく抱き寄せられてしまった。

　ふわりと鼻び腔こうを掠かすめるのは、男性が使用する香油の爽さわやかな香り。程よく引き締まった胸へ頰を寄せた状態で、カナイがどうしてよいのかわからずに硬直していれば、顎に手を添えられ、強ごう引いんに顔を上うわ向むかされてしまう。

「可愛らしい小鳥ちゃんに、地上の礼儀作法を教えてあげるのが、神から課せられた私の使命なんだろうね」

「な、何を……っ」

　睫毛が触れ合うほど間近で、深みの違う青の瞳同士が見つめ合う。

　アークライトの余裕ある涼しげな双眸の奥では、何か得体の知れない感情が身を潜ませているようで、カナイの身体は小刻みに震えだす。

「怖がらなくていいんだよ？　自分で言うのもなんだけど、私は優しいからね。今宵は手取り足取り、地上の礼儀作法を教えてあげる。そう……夜の闇に紛れて逢おう瀬せする、男女の甘い礼儀作法をね」

　吐息混じりに囁き、実に色っぽく微笑んだ王太子は、恐怖に竦すくんで動けずにいる神鳥の小さな唇へ、自らの唇を重ね合わせようとする。

　無理やり口付けをしようとしてくるアークライトは、一見して柔にゆう和わな表情を浮かべてはいるが、腕を摑んでくる力は本気を感じさせた。嫌がって顔を背そむけようとしても、顎を押さえられているので、どうすることもできない。

（助けて、イナミ……っ！）

　未知なる恐怖に直面して、悲鳴を上げることすらできないカナイは、心の中で強くイナミに助けを求めた。

　その時、右腕の自由を奪っていたアークライトの手から不意に力が抜け──次の瞬間、彼の胸に抱き寄せられていたカナイの身体を、何者かが強引に横から搔かっ攫さらった。

「何をなさっておいでです、王太子殿下ッ！」

　今も小さく震えているカナイを、庇かばうように胸へ抱いているのは、肩で荒い呼吸を繰り返しているイナミだった。

　全身から漏れ出る殺さつ気きを隠そうともせずに、イナミはアークライトを射い殺ころすような鋭い眼差しで睨む。しかし、彼の険悪な視線など意に介さず、アークライトは相変わらず爽やかな微笑を満面に湛えている。

「キミは、随分と無ぶ粋すいなことをするね？　私はただ、この愛らしい小鳥ちゃんに、地上の素晴らしい礼儀作法を教えてあげようとして──」

「初対面の相手と強引に接せつ吻ぷんを交かわすような礼儀作法など、この地上には存在しません！　いまだカナイがこちらの文化に不慣れなのを利用して、常識外の行為に及ぼうとするなど、言ごん語ご道どう断だんです！」

　アークライトの言葉を途中で遮さえぎり、イナミは語気を荒げてぴしゃりと言い切った。

　そんな彼の怒りに上気した顔に、アークライトは「おや？」と片眉を上げる。

「へぇ。男の神鳥は災わざわいをもたらすとかで、大臣達が口くち喧やかましく騒いでいたけれど──こうして近くからじっくりと見れば、月から舞い降りた精霊のように美しいじゃないか」

「……は？」

「男の神鳥がこんなに麗しいと知っていたら、二年前の奉迎の儀に、私も姉上と共に出席できればよかったな。そうすれば美しいキミと、もっと早く親しくなることができたかもしれないのに──ね？」

　アークライトから艶っぽい眼差しを送られたかと思えば、長くしなやかな指先で頰をそろりと撫でられ、イナミはぞくりと背筋を震わせた。

「な、何をする……っ!?」

　指先の感触の残る頰を押さえ、敬語も忘れて叫んだイナミに、アークライトは楽しげに口こう端たんを吊り上げる。

「小鳥ちゃんの初う心ぶな反応もいいけど、キミみたいに警戒心剝むき出しってのも、案外そそられるものだね。──ねぇ、二人揃って私の『メルベリーゼ』になってみない？」

「ふ……ふざけたことを抜かすのも、大たい概がいにしろッ！」

　腹の底から発せられたイナミの怒ど声せいに、彼の胸に抱き寄せられたまま気抜けしていたカナイは、びくりと肩を震わせて我に返る。

　神降ろしされた直後のイナミは、この国の慣例に従い、泣き言ばかり喚わめく自分に対して冷れい酷こくな人物を演じていた。思えばあの頃、手ひどく突き放す台詞せりふを吐かれたりはしたが、今のように声を荒げて怒鳴られるようなことはなかった気がする。

（イナミが、本気で怒ってる……っ）

　貴族の誹ひ謗ぼうにも平然としていた彼が、ここまで本気で激げつ昂こうするとは、正直カナイには意外だった。しかも、いくら失礼な発言を連発していても、相手はこの国の王太子だ。先ほど、青年貴族達を叩きのめしたように、イナミなら冷静な舌ぜつ戦せんに持ち込んで、当たり障さわりなく逃げることもできたはずである。

　けれどイナミは、真まっ向こうから反発した。それは多分、アークライトの非常識な言葉の数々が、彼の逆げき鱗りんに触れたからだろう。

「いくら王族とはいえ、カナイへの度たび重かさなる不ふ埒らちな言動、現今の神鳥を侮ぶ辱じよくするにも程がある！　その上、何故に私が男なんぞと愛人関係を結ばねばならない!?」

「あ、愛人関係……っ!?」

　感情を剝むき出しにしたイナミの大だい喝かつに、頓とん狂きような声を上げたのはカナイだった。

「ねぇ、イナミ。あなたとこの人が愛人関係になるって、どういうこと？」

　いきなりな上に、まったく訳のわからない展開だ。

　愛人うんぬんの話題がどこから出てきたのかも不明だし、そもそも二人は男同士ではないか。以前の女装をしたイナミなら、男に言い寄られてもそう不思議に感じなかっただろうが、今の彼は普通に性別相応の格好をしているのだ。

　これはいったい、いかなることか……。

「まさかお前、自分が何を言われたのか理解していないのか？」

「へ？」

　きょとんと目を丸めたカナイに、イナミは苛いらつくように嘆息して言う。

「今しがた、王太子殿下が口にした『メルベリーゼ』という単語は、この国では『愛人』という意味を持つ言葉だ」

「えっ、そうだったの!?」

　そういえばさっき、アークライトは「二人揃って私のメルベリーゼになってみない？」と言ってきた。イナミが烈れつ火かのごとく怒り出したのは、その直後だ。

　耳慣れない単語だから、すんなり受け流してしまっていたが──その意味を知ったカナイは、呆ほうけたような顔でおずおずと尋ねる。

「ねえ、イナミ……愛人って、男同士でもなれるものなの？」

「そんなわけないだろう！　お前まで王太子殿下に毒されて、おかしなことを言い出すんじゃないっ！」

「おや、私はそんなにおかしなことを言っているかい？」

　カナイを怒鳴りつけたイナミの発言に、アークライトが心外だと言いたげに眉を寄せた。

「私はただ、人よりも心が自由なだけさ。可憐で美しいものを、こよなく愛しているだけだよ。素敵なものを愛めでるのに、性別の枷かせなんて必要ないと思わないかい？」

　茶目っ気たっぷりに片目を閉じたアークライトに、カナイとイナミの背筋を凄すさまじい悪お寒かんが駆け抜ける。

（この人、変な人だわ……ッ！）

　最初こそ、何て綺麗な人なのだろうかと見惚れてしまったけれど、今はそんな自分を恥じるばかりだ。

　会っていきなり唇を奪われそうになった時から、礼儀知らずな人物だとは思ったが、どうやらその認識は甘かったようだ。彼は更にその上を行く、常じよう人じんとは百八十度ずれた感性の持ち主だったのだから──。

「やっと見つけたわよ、イナミっ！」

　その時、凍りついた場の空気を打ち破るように響いたのは、イナミを名指しする声だった。よく通る明めい朗ろうな声にカナイが振り返れば、靴の高い踵かかとを盛大に響かせながら、大理石の回廊を猛然と歩いて来る女性の姿が目に入る。

　腰までゆうに届く、夜の闇を溶かしたような漆しつ黒こくの髪の、目が眩くらむばかりの美女だ。

　身体に密着する光こう沢たくのある黒いドレスを纏い、白い真しん珠じゆの首飾りが品の良さを演出している。彼女が歩みを進める度に、手首にはめられた幾本もの腕輪が触れ合い、涼しげな音が響いた。

「事前の打ち合わせで、会場のどこかにいるって約束したじゃない！　お陰でこっちは、あんたとカナイちゃんを探して、あっちこっち動き回る破は目めになったでしょうがっ！」

　足音も荒くやってきた美女は、黒い絹の手袋をはめた手で、いきなりイナミの頭を小こ突づいた。彼女の突拍子もない行動に、カナイは目を疑う。

「イ、イナミ……この人、誰なの？」

　自分とは比くらべものにならないくらい魅力的な女性の登場に、カナイの心は俄にわかに波立つ。

　彼女は平然と、イナミの頭を小こ突づいた。いくら怒っているからといっても、そんなことができるのは、相当親しい間柄でなければ不可能だ。もしかして、この人はイナミの恋人なのだろうか──という考えが脳裏を過よぎった瞬間、全身の血が冷えるような、今まで経験したことのない感覚に襲われる。

　イナミの袖そでをぎゅっと握り締め、警戒するような視線をカナイから向けられた美女は、何かを必死に堪えるような表情をした後、何故か急にゲラゲラと笑い出した。

「く、ふっ……も、もう駄目。我慢、できな……っ！」

　その妖よう艶えんな容姿とは似つかない、底抜けに明るい笑い声に、カナイはただ怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる。

　いったい、何がそんなにおかしいのだろうか。カナイがぶすくれて唇を尖らせていると、腹を抱えてヒーヒー肩で息をしている美女を、イナミがいい加減呆れた様子で窘たしなめる。

「ダリア、笑いすぎだ。せっかくの変装が、台無しになっているぞ」

「え……」

　イナミが口にしたのは、カナイもよく知った女性の名前。

　何がどうなっているのか把は握あくできず、口を半開きにしたカナイが改めて美女の顔をじっと見つめると、彼女は完璧に化粧の施された顔で猫のようににんまりと笑う。

「しばらく変装なんてしてなかったから、ちょっと自信なかったんだけど──どうやら、あたしの腕は落ちてなかったみたいね。いやぁ、安心したわ」

　白い歯を輝かせて屈くつ託たくなく笑い、自分の頭頂部をわしっと摑んだ美女は、豊かな黒髪を勢いよく外して見せた。

　カツラの下から現れたのは、太陽のような色をした明るい短髪。悪いた戯ずらが成功した子供のように、上機嫌でニカッと笑っているのは、間違いなくイナミの守護者のダリア・ヴァルドゥナだった。

「ダリアさん、どうしてここにッ!?」

　絶ぜつ世せいの美女の予想外な正体に、それまで抱いていた警戒心を吹き飛ばして、カナイは裏返った声を上げる。

　今回の凱旋式への出席は、新たな神鳥とその守護者達に加え、先代の神鳥のみと決まっていた。先々代の神鳥のセレナ達とダリアは城に控ひかえ、万が一魔物が出現した場合に備えているはずだったのだが──何故ダリアは、変装をしてまでこんなところにいるのだろうか。

「おかしいな。こんな美しい姫君と巡めぐり合うことができたのは、神から与えられた賜たま物ものだと思うけれど──国こく璽じの押された招待状がなければ、どんなに身分の高い貴族でも、王宮には入れないはずだよ？」

　再びカツラを装着したダリアへ穏やかに尋ねたのは、彼女の登場によって新旧の神鳥から揃って存在を忘れられていた、アークライトだった。

　やんわりと横よこ槍やりを入れてきた男を、ダリアは胡う散さん臭くさそうに横目で見る。

「あんた、誰よ？」

「これは失礼、自己紹介がまだだったね？　私の名前はアークライト・リンドグレーヴ。この国の、王太子という立場にある者さ」

「それじゃあ、出来が悪いって評判の王太子って、あんたのことだったのね」

　瞬時に妖艶な美女へ姿を戻したダリアは、ゆったりとした足取りで近づいてくるアークライトに、ひくりと鼻頭を動かし──露ろ骨こつに渋い顔になった。

「それにしてもあんた、かなりどぎついニオイがするわね」
















　突然放たれた辛しん辣らつな言葉に、さしものアークライトも虚きよを衝つかれ、はたりと歩みを止める。

（そういえばダリアさん、匂いを嗅かぐだけでその人の性格がわかるんだっけ……）

　魔物の討伐を終え、コルターニャのリリアベール神殿で休養していた時のことだ。

　グレスの治療で怪け我がを完治させたダリアが、暇ひまを持て余してカナイの部屋へ乗り込んできたことがあった。

　生まれつき特殊な嗅きゆう覚かくを持つダリアは、匂いだけで様々な情報を得ることができる。他者の気配を感じ取ることはもちろん、植物の効能や人物の性格判断、その他諸もろ々もろに応用できる便利な能力らしい。

（確か私は、太陽みたいな匂いって言われたのよね）

　イナミは海、鷹雅は夜の月、グレスからは柑かん橘きつ系けいの香りがするそうだ。

　予想外だったのは、ココシュカからは雲──それも、雷らい雨うをもたらす曇どん天てんの匂いがするという。まぁ、彼の目まぐるしい行動力はまさに嵐のようで、それを雷らい雲うんに例えるのは言い得て妙かもしれない。

　しかし、ダリアが嗅かぎ取ったアークライトの「どぎついニオイ」とは、果たしてどのようなものだろう。彼女の嫌悪感丸出しの表情からして、かなりの悪臭のようだ。

「どぎついニオイって……僕は御婦人方と違って、香水をつけるような趣味はないよ？」

　いつともなく笑顔に戻り、温和な口調で問うたアークライトに、ダリアは「表面上のことじゃないわよ」とそっけなく答える。

「自分の本性を隠そうとしてる奴からは、決まって濃い化粧の臭いがするのよね。だけど、あんたくらい強烈なのは、あたしも初めて嗅いだわ。今の大広間の臭いよりも、数段格が上ってところかしらね？」

「へぇ、星ほし月づく夜よの姫君は随分と興味深い能力の持ち主のようだね？　変装までして王城に侵入しただけでも凄すごいのに、初対面で私の内面まで見抜くなんて、本気で惚れてしまいそうだよ」

　薄く口端で笑んだアークライトは、先程カナイへ対してしたように、さり気なくダリアの右手を取ろうとした。それを慣れた仕草で躱かわしたダリアは、普段からは考えられない妖艶な微笑と共に、明らかな作り声でさらりと言い放つ。

「このような場所へ忍び込むなんて、自宅へ帰るくらい簡単なことですわ。それに残念ですけど、あなたのように恋多き男性は、わたくしの趣味ではございませんの。ごめんあそばせ」

　口元を手で隠して「おほほ」と上品に笑ったダリアに、カナイは目を点にした。

（ダリアさん、すごい……ッ！）

　呆あつ気けなく手の甲へ口づけされた手前、今の華麗なあしらい方に、カナイは尊敬と感動の入り交じった視線をダリアへと注ぐ。

「それより、ダリア。お前、私に何か話があったのではないか？」

　現れる人間すべてを無差別に誘惑する王太子を、軽けい蔑べつしたように一いち瞥べつしつつも、イナミは改めて話を元に戻した。その一言に、凄せい艶ぜつな雰囲気を消し飛ばして素すに戻ったダリアは、目の前に立つアークライトをぞんざいに押し退のけ、「あ、そうだったわね」と早急に報告を開始する。

「やっぱり、あたしが祝宴に紛れ込んでたのは正解だったみたいよ。だけど、貴族の馬鹿娘達がどうにも邪魔で、さすがに身動き取れなくってさぁ。結局、恐れていた事態が発生したわ」

「……つまり、あいつは〝飲んだ〟のか？」

「飲んだというより、無理やり飲まされたって感じだけど──結果としてはどっちも同じことだわね。で、これからどうするの？」

「どうするも何も、取り返しがつかなくなる前にとっ捕つかまえるに決まってるだろう！　この前は、どうにか酒の上での冗談ということで収拾がついたが、それは相手がメイドや女官だったからだ。玉たまの輿こしを狙う貴族の娘は、あいつの悪あく癖へきを知らないから本気にするぞ!?」

　目くじらを立てて怒鳴るイナミに、ダリアはけろっと笑いながら手を振る。

「そこんとこは、いくらなんだって抜かりないわよ。場を盛り上げる演出に見せかけて、紙テープの束たばばら撒まいて色つきの煙けむり玉だま転がしてさ、その隙すきに鷹雅と一緒に隔かく離り済みよ」

「お前なぁ……肝心なことを後回しにする癖くせ、いい加減に直してくれ」

　グッと親指を突き出してくるダリアに、毒気を抜かれたイナミは項うな垂だれる。

　一人蚊か帳やの外でポカンとしていたカナイは、辟へき易えきした様子で額を押さえているイナミの袖をつんつんと引っ張り、小首を傾げながら問う。

「ねぇ、恐れていた事態とか、隔離済みってどういうこと？　何か大変な問題でも起こったの？」

「あぁ、そうか……お前はまだ、グレスの悪癖を知らなかったか」

「グレスさんの、悪癖？」

　更に困惑した顔つきになったカナイに、イナミが詳しい説明をしようと口を開きかけたその時──いきなり背後から、彼に抱きついた人物がいた。

「イナミ様ぁ～、こんなところにいたんですかぁ～？」

「グ、グレスさん……ッ!?」

　それはもう、恐ろしい光景だった。

　イナミに抱きついて、彼の頰をぷにぷにと突いているのは、幸せそうな笑顔全開のグレスではないか。相当酔っているのか、目ま深ぶかに被っていたフードは後ろへ外され、赤ら顔で妙に間ま延のびした口調で喋しやべっている。

　普段は知的で大人びた微笑を湛えている彼の、想像を絶する豹ひよう変へんっぷりに、カナイは思考回路を停止させて石せき化かした。

　直立不動で硬直した彼女を、泥でい酔すい状態のグレスが目め敏ざとく見つけ──何故かいきなり、子供のように無邪気な笑顔になる。そして彼は、べったり張りついていたイナミの背中から離れると、覚おぼ束つかない足取りでカナイのもとへ向かい、今度は彼女の両手をいきなりガシッと握り締めた。

「ちょ、ちょっと……グレスさん？」

「カナイ様は本当に、お可愛らしいですねぇ～。お花のように、可憐ですぅ～」

「へっ!?」

　キラキラと輝く笑顔で、直球の褒め言葉を投げられたカナイは、間抜けな声を漏らして顔を赤らめる。

　まさかグレスが、どこぞの王太子のようなことを言い出すとは、とても信じられなかった。もしや今のは幻げん聴ちようだろうかと、カナイが自分の耳を疑っていれば、急に彼はそれまで浮かべていた笑顔を消して、怖いくらいの真顔になる。

「カナイ様、僕と結婚しましょう」

　今までの舌足らずな口調はどこへやら、カナイの無む垢くな瞳をじっと見つめ、グレスは突とつ拍ぴよう子しもないことを至極大おお真ま面じ目めに言い切った。

　さらりと求婚されたカナイは、当然ながらに度ど肝ぎもを抜かされた。その意い図とを聞くためパクパクと口を動かすが、喉の奥で声がつかえて言葉一つ出てこない。カナイが陸おかに打ち上げられた魚のごとく、無意味に小さな口を開閉させている間にも、グレスの暴走は更に続く。

「僕はこの命を懸かけて、あなたを絶対幸せにしてみせます。結婚式は、神殿で豪勢に執り行いましょう。きっとカナイ様には、純白の婚礼衣装がよく似合いますよ。だから──もがっ」

　改めてグレスが求婚するよりも先に、彼の口を強制的に塞ふさいだ大きな手があった。

「お前……っ、いい加減にしろよ！」

　泥酔したグレスを半なかば強引にカナイから引き離し、脅すような低い声で呻うめいたのは、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうをした鷹雅だった。

　貴族の令嬢達に連れ去られてから、何があったのかは知らない。だが、今の彼には満まん身しん創そう痍いという言葉がよく似合う。漆黒の髪はボサボサに乱れ、きっちり着込んでいたはずの装束など、帯は解ほどけかかり、襟えり元もとは豪快に肌はだ蹴けられている。

　一見して、どこぞの戦場でも搔かい潜くぐってきたような態ていだ。

「いきなり俺に、結婚してくれなどと気き色しよく悪いことを言い出したかと思えば、突然怒りながら逃げ出して……今度はカナイへ求婚か？　いくら酒が入っているからとはいえ、ふざけるのも大たい概がいにしろ！」

　完全に目が据すわっている鷹雅は、塞いでいたグレスの口を解放すると同時に、彼の頭部へ怒りに震える握にぎり拳こぶしを振り下ろした。

　その刹せつ那な、グレスの端たん整せいな顔がふにゃりと歪んだ。

「た、鷹雅殿が……殴なぐった……っ」

　痛む頭を押さえたグレスは、蚊かの鳴くような声で呟く。かと思えば、彼はボタボタと大粒の涙を流して、唐突に泣き出してしまう。

　この事態に、ようやく喉のつかえが取れたカナイは、引っくり返った声で鷹雅に叫ぶ。

「駄目じゃない、鷹雅さん！　いくらグレスさんがおかしなことを言い出したからって、泣かすほど強く殴らなくてもいいじゃないっ！　いくらなんでも、やりすぎよ！」

「いや、それは誤解だ！　俺はかなり手加減をしていたぞ!?」

　カナイから声こわ高だかに詰なじられた鷹雅は、無実を示すように両手を上げる。彼自身もまた、出し抜けに泣き出したグレスに、心底動揺していた。

「あー……二人とも、少し落ち着いて聞いてくれ。お前達は知らないだろうが、実のところグレスは、絶望的なまでに酒さけ癖ぐせが悪いんだ」

　揃ってたじろいでいる二人へ、嫌気が差したような表情でイナミが言う。

「おまけに、どんな種類の酒でも一杯呷るだけで泥酔状態に陥おちいる。そして、正体不明になるまで酔っ払ったグレスは、様々な上じよう戸ごを繰り返しながら、誰彼かまわず求婚しまくるんだ」

「それでは、先ほど俺に迫ってきたのも……」

　片頰を引き攣らせる鷹雅に、イナミは同情するように頷く。

「酔ったグレスに、物事の判断力を期待する方が間違っている。神学校を卒業して、フレイムローズ神殿へ配属された時から、何故かヴィルファイド様に目をつけられて、無理やり酒盛りに巻き込まれて飲まされていたが──あれは、ひどかった」

「グレスの何が一番厄やつ介かいかって、酔っ払って暴走してる最中の記憶が、次の日にはさっぱり消えてるってトコよねぇ。しかも、酔った最中に仕出かしたことを素面しらふの時に教えても、『僕はそんなことしません』とか言って、頑がんとして認めないのよ。それでも、お酒飲んだら記憶を失なくすって自覚だけはあるらしいから、自分から飲酒しないだけマシかしらね」

「だが、本人が自じ重ちようしても、他人が飲酒を強制しては元も子もないだろう。特に、ヴィルファイド様は性た質ちが悪い。酔うだけ酔わせて、後は高みの見物を決め込むだけだからな」

　グレスの悪酔いについて語る先代達の言葉に、カナイはあることを思い出す。

　以前、セレナの夫であるヴィルファイドについて、グレスと話したことがあった。その時のグレスは、目に見えて複雑そうな顔をしていたので、もしかして二人は不仲なのだろうかと懸け念ねんしていたが──事情を知れば、彼がヴィルファイドを多少なりとも疎うとましく感じるのは、当然のことのように思える。

　無理やり酔わされ、毎度その間の記憶を失っていては堪たまらないだろう。

「ほぅ……これは、白雪のように見事な髪色だね」

　無駄に艶なまめかしい美声に総そう毛け立だつと同時に、カナイは速すみやかに思考を切り上げる。

　会話の輪から弾はじき出されてからも、アークライトはいまだこの場に留とどまっていたようだ。しかも彼は、子供のようにしゃくり上げているグレスの肩に手をかけ、彼の闇夜に映はえる白しろ妙たえの髪を優しく梳すいているではないか。

　男女見み境さかいなく好意を寄せるという特徴から、今のグレスとアークライトは似た者同士という枠わくで括くくれてしまう。つまり、彼らをこのまま放置などすれば、今よりも恐ろしい事態に発展しかねないということで──。

（ぎゃーっ、最悪の組み合わせじゃないのぉ──っっ！）

　心中で大絶叫したカナイは、見事な瞬発力で二人の間へ割って入った。

「ちょっと、うちのグレスさんに気安く触らないでくれる!?」

　純白の髪に触れていたアークライトの手が、グレスの頰へ伸びたところをすかさず叩き落とす。

　精一杯自分のことを睨ねめ上げてくる神鳥の少女へ、アークライトは打たれた手の甲を擦さすりながら、依然ゆとりのある微笑を湛えている。その笑顔は、自分達の行動を観察して楽しんでいるかのようにも見え、カナイの荒立った神経を逆さか撫なでした。

「あんた、手当たり次第人を馬鹿にするのもいい加減にしなさいよね！」

「おや、私は誰かを馬鹿にした覚えはないけどなぁ？　心惹かれる存在に対して、胸の内に芽生えた狂おしいほどの愛情を、素直に表現しているだけさ」

「その表現方法がえげつないのよ、このヘンタイっ！」

　何が、愛情を素直に表現しているだけだ。実際にやっていることは、痴漢行為以外の何ものでもない。

　カナイから人差し指まで突きつけられ、声こわ高だかに変態呼ばわりされた王太子は、それでも表情を崩すことなく楽しげに微笑んでいる。

「キミは可愛らしい顔をして、随分と過激なことを言うんだね？　ますます魅力的だ。キミから必死で庇われる、白雪の君が妬ねたましく感じられるほどにね」

　砂糖を溶かしたような美声に、カナイはゾクリと震え上がる。──無論、嫌悪的な意味で。

　丁度その時、白薔薇の園を挟んだ向こう側にそびえる塔から、巨大な鐘の鳴り響く荘そう厳ごんな音が聞こえてきた。鐘が鳴り出すと同時に、それまでアークライトの顔に貼りついていた仮面のような笑顔が剝はがれるのを、カナイは初めて目まの当たりにした。

「もう、こんな時間か……」

　夢から覚めるように、それまで湛えていた微笑を一瞬で消したアークライトは、真剣な眼差しで大広間方面へと続く回廊を見つめる。

　何となく、彼の視線の先を一緒になって追ったカナイは、遠くに見える中央回廊を静しず々しずと歩いてくる女性の姿を発見した。

　前と後ろをそれぞれ二名の騎士に護衛され、三名の侍女を従えた彼女は、先の奉迎の儀で国王代理として急きゆう遽きよ壇上に上った、この国の第一王女──リュシータ・リンドグレーヴだ。

　品の良い薄うす萌もえ黄ぎ色のドレスに、金細工の装飾品で身を飾った彼女は、これから祝宴へ参加するのだろう。ピンと背筋を伸ばし、まっすぐ前を向いて堂々と歩く姿は、さすがは次代を担になう第一王位継承者と言うべきか。

　見た目こそ、セレナに匹ひつ敵てきするほど優美だが、彼女からはただの手弱女たおやめからは感じられない、勇ましい雰囲気が漂っていた。

「白雪の君がその様子では、キミ達はもう神鳥の城へ戻った方がいいだろうね」

　手早く襟を正しながら、アークライトは再び笑顔の仮面を被る。

「キミ達と別れるのは名残なごり惜しいけれど、私も王太子という立場上、姉上と共に祝宴に顔を出さなければならない。後のことは姉上と私で上う手まく処理しておいてあげるから、裏門にある馬車を使って、こっそり退城することをお勧めするよ」

「ちょ、ちょっと……っ！」

「それじゃあ、私はもう行かせてもらおうかな。──あぁ、そうそう。白雪の君、次に会う時は私がたっぷり愛してあげるから、今夜はもうそれ以上泣いてはいけないよ？」

　アークライトは泣き上戸中のグレスを振り返ると、本気とも冗談ともつかぬ戯たわ言ごとを平然とのたまう。そして彼は、偶然最後に目が合ったカナイへ気き障ざっぽく片目を閉じて見せると、大理石の回廊を大広間の方へ颯さつ爽そうと消えて行った。

　その後姿を呆然と見送り──やがてカナイは、ハッと我に返ると憎々しげに表情を歪める。

「いったいなんなのよ、あいつは！　あんなヤツが王太子だなんて、この国はいったいどうなってんのよッ!?」

「その点に関しては、私もまったくの同意見だが……それよりも今は、一刻も早くグレスを連れて、神鳥の城へ戻った方がいいだろう」

　髪や衣装が乱れるのも気にせず、激しく地じ団だん駄だを踏んでいるカナイの腕を摑み、イナミは薄暗い回廊を大広間とは反対方向へ歩き出す。

　泣き上戸から笑い上戸へ移行したグレスは、仏ぶつ頂ちよう面づらの鷹雅が荷物でも扱うかのごとく無造作に担かつぎ、足音も荒くカナイ達の後を追う。長い黒髪のカツラを翻ひるがえして、ダリアも彼らの後を追おうとしたが、彼女は何かを思い出したように「あっ！」と大声を上げた。

「そう言えば、チビ助はどうしたの？」

「あ……」

　ピタリと歩みを止めた誰もが、同時に賑やかな喧けん騒そうの聞こえてくる大広間を振り返り、それぞれが気まずげな表情で顔を見合わせる。

「どうしよう！　あの王太子のせいですっかり忘れてたけど、ココがまだ大広間にいるんだったわ！　きっと今も、ご馳ち走そうを食べ続けてるはずよ！」

　甲かん高だかい声で叫んだカナイに、ダリアのこめかみにビキッと青あお筋すじが浮かぶ。

「あんの、能天気小僧めが！　あたしはご馳走を目の前にしながらも、グレスの見張りをさせられていたせいで、一口も食べられなかったのに……っ！」

　奥歯を砕けんばかりに嚙み締めたダリアは、妖艶な美び姫きから血に飢えた野獣に似た形ぎよう相そうになって呻うめく。かと思えば、殺気立った目つきでドレスの裾を大胆に太ふと股ももまで切り裂き、邪魔なカツラと踵の高い靴を脱ぎ捨てた。

「あんた達は、先に裏門へ行ってな！　あたしはチビ助確保したら、すぐに合流するから」

　いつもの倍は低い声でそれだけ告げ、ダリアは獲物に狙いを定めた猛獣のように、風を切って走り去ってしまう。

「うわぁ、ダリア様は凄いですねぇ～。まるで、闇夜を切り裂く刃やいばのように綺麗で、惚れてしまい……」

「お前は黙って寝てろ」

　だらしなく間延びした声で、無差別惚れ上戸を炸さく裂れつさせようとしたグレスの首筋へ、鷹雅は的確に手しゆ刀とうを叩き込む。簡単に気絶したグレスを担ぎ直しながら、鷹雅は少し先に佇たたずむ新旧神鳥へ告げる。

「この場はダリア様の言う通り、裏門へ向かった方がいいだろう。俺はもう、化粧臭い貴族の娘なんぞからもみくちゃにされるのは、二度と御ご免めん蒙こうむるぞ」

　そんな彼の言葉に、異を唱となえる者は誰もいなかった。
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　散さん々ざんな祝しゆく宴えんの夜から数えて、四日後の明け方。

　すっかり慣れた聖せい水すいのたゆたいを背中に感じながら、カナイは深い眠りから目を覚ました。

（私、また倒れちゃったのね……）

　次の魔物が出現する前に、守護者になりたてのココシュカの神じん器ぎを精製する必要があると、姫ひめ巫み女このアルーナから指示が出たのは昨日のこと。それからすぐに、三人の守護者とイナミを連れて祈り場へ入り、神器精製の儀式を行ったはずなのだが──。

　ココシュカが最も思い入れのあるという、使い古された木き彫ぼりの弓と矢や筒づつを受け取り、それを水すい盤ばんへ沈めたまでは明確に覚えている。記憶があやふやなのは、自分の神しん気きを水盤内へと注ぎ、出来上がった神器を引き上げてからのことだ。

　何かが腑ふに落ちないのは、気のせいだろうか。目を覚ました瞬間からずっと、何か決定的なことを忘れているような気がして、胸の辺りにモヤモヤとした不明瞭な感情がわだかまっている。

「気がついたか？」

　その時、深みのある声がしたかと思えば、ふにりと頰ほおを摘つままれる。首を傾かたむけて見上げた先には、安あん堵どしたように微笑ほほえんでいる鷹たか雅まさがいた。

　穏おだやかに細められた夜よる色いろの眼まな差ざしを見つめ、カナイは喉のどの奥から絞しぼり出すように尋たずねる。

「私、どれくらい眠ってた？」

「ほぼ、丸一日だ。……あまり顔色が良くないようだが、体調の方は大丈夫か？」

「身体はだるくて動かせないけど、これはいつものことだから平気」

　それより──と続け、カナイは今も頰を摘んだままでいる鷹雅の手を、目の端はしに捉とらえながら問う。

「鷹雅さんって、私のほっぺをよく摘むわよね？　これって、何か意味があるの？」

　今までにも何度か、こうして頰を摘まれたことがある。だからこそ、謎に思う。どうして鷹雅は、ただ触れるでも撫なでるでもなく、頰を摘んでばかりくるのだろうかと。

　この行為に意味があるのなら、知っておきたかった。

「本当にお前は、些さ細さいなことによく気がつくな」

　軽く摘んでいた頰から手を離し、鷹雅は呆あきれているのか感心しているのか曖あい昧まいな、どこか苦い微笑を口元に刻む。

「これは元々、俺の兄の癖くせだったのだと思う」

「鷹雅さん、お兄さんがいたの？」

「八つ年上の、俺に似ず頭の切れる優秀な兄だ。仕事で家に寄りつこうともしない父親の代わりに、俺や下の妹の面倒をよく見てくれてな。褒ほめられる時も叱られる時も、何かにつけて頰の肉を摘まれていたから、俺にもいつしかその癖が移っていたようだ」

「……もしかしなくても鷹雅さん、お兄さんのこと大好きでしょう？」

　ほんの少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、カナイが唐突に尋ねれば、鷹雅は面食らったような表情で固まる。何故わかったのだと言いたげなその顔に、カナイは敢あえて何も言わずに小さく笑えんだ。

　好きでもない人物の癖が、無意識のうちに染しみつくなんてありえないだろう。

（なんか、嬉しいなぁ……）

　大好きな兄から受け継いだという癖で、鷹雅が自分の頰を摘んでいたと知れば、心の奥がほっこりと温あたたかくなる。涙の卵から生まれる神かみ鳥どりは、人間のように家族を持たない。それ故ゆえ、鷹雅が自分を家族と同等に扱ってくれていることが、無む性しように嬉しく感じられた。

「それはそうと、お前の人気は凄すさまじいな。お前が寝ている間に、貴族の子息どもからご機嫌取りの品が一いつ括かつで届けられたのだが、馬車二台分もあったぞ」

「ば、馬車二台分も!?」

「しかも、その半数以上が怪あやしい効能つきの物だったとかで、姫巫女様が大激怒してな。即そつ刻こく焼き捨てると言い出して、危あやうく神殿内で高等神術を発動されかけ、大変な騒ぎになったんだぞ？」

　怪しい効能つきの贈答品がどのような物か、カナイは自分から尋ねるようなことはしなかった。姫巫女のアルーナが激怒するような物だ。その効能を詳くわしく知ったら、自分だって怒り狂う自信がある。

　疲れきった今は怒る気力すら惜おしかったので、「怪しい物は適当に処分しといて」とだけ、カナイは手て短みじかに鷹雅へ告げた。

「失礼する」

　その時、部屋の扉が重く軋きしみながら開かれた。ふらりと姿を現したのは、先々代の守護者であり、常に眠たげにしている赤毛の大だい神しん官かんルイーズ・グラストだ。

「無事に、目を覚ましたようだな」

　聖せい水すい槽そうの中に横たわる自分を見下ろしてくるルイーズは、相変わらず濃い隈くまを目の下に浮かべている。

　彼は長く節ふしくれ立った手でカナイの額ひたいへと触れ、甘い微まど睡ろみの揺れる目を静かに閉ざす。いったい何をするのだろうかと思っていれば、額を覆うように置かれたルイーズの大きな手が、うっすらと金色に輝き始める。触れられている額には何の異変も感じられないので、カナイはとりあえず黙ってジッとしていた。

「ふむ……どうやら今回は、精製した神器が一つだったせいか、前回よりも回復が早く済みそうだな。最低、本日の正午までは聖水に浸つかっていなければならないだろうが、それ以降は、自力で立ち上がれるようになれば部屋へ戻っても大丈夫だろう」

　どうやら彼は、神気の回復具合を診みてくれていたようだ。光ることをやめた手をカナイの額から離したルイーズは、次に彼女の細い手首を取り、淡たん々たんと脈みやくを測り始める。

「顔色は若じやつ干かん悪いが、脈は正常、体温も平熱だ。強い疲労感の方は、適度な栄養と睡眠を取りさえすれば、数日で改善される」

「あの、ルイーズさん……」

　低く抑よく揚ようのない声で診察結果を述べている途中、それまで大人しくしていたカナイから名を呼ばれ、ルイーズは僅わずかに片眉を上げた。

「どうした、調子の悪いところでもあるのか？」

「そうじゃなくて、ココの神器のことなんですけど──」

　神器を引き上げたところまでは、薄ぼんやりとだが覚えている。だが、やはりその先がどうしても思い出すことができない。

　どことなく気まずそうに言葉を途切らせたカナイに、ルイーズは彼女が言わんとしていることをすぐに察した。

「安心するといい、ココシュカの神器は精製された」

「ほ、本当ですかっ!?」

　全身が鉛なまりにでもなったかのような倦けん怠たい感かんも忘れ、カナイは安あん堵どの息をつこうとした。けれど、一拍遅れてルイーズが付け足した「しかし」という言葉に、緩ゆるみかけた表情を慌あわてて引き締める。

「問題なのは、精製された神器がいまだ不完全な状態にあるということだ」

「──あ」

　今にも眠りに落ちそうな眼差しで告げられた事実に、カナイは驚くよりもむしろ、それまで胸の内に立ち込めていたわだかまりが晴れるのを感じた。

　今になって思えば、どうしてこんな重要なことを忘れていたのか不思議だ。

「そうよ。神器の声が、聞こえなかったんだわ……」

　大量の神気を消費したせいで意識が朦もう朧ろうとしながらも、カナイは水盤の中から引き上げた神器の名前を聞き取ろうと、祭壇の上で必死に神経を集中させていた。しかし、いくら待っても手に捧ささげ持った神器の名前が脳のう裏りで響くことはなく、限界を超えた意識の方が先に途と絶だえてしまったのだ。

　胸のつかえが取れたのも束つかの間ま、カナイの眉み間けんに深しん刻こくな皺しわが寄る。

「どうしてココの神器は、私に名前を教えてくれなかったのかしら？　もしかして、私が未熟だったせい……？」

「それは違いますわ、カナイ様」

　その時、髪を飾る簪かんざしをシャラシャラと鳴らしながら、先々代の神鳥であるセレナがココシュカを伴ともなって現れた。

　彼女は楚そ々そとした足取りで聖水槽のそばまでやってくると、静かにその場へ膝ひざをつく。そして、清めの花弁が浮かぶ聖水の中に横たわるカナイの手を、自身の両手で優しく包み込む。

「神器の名前が聞こえないことなど、実はそう珍しくはない現象なのですよ。かく言うわたくしも、最初はヴィルファイドの神器の名を聞くことができませんでしたもの」

「セレナさんも……？」

　素直に驚きを表情へ出したカナイに、セレナは零こぼれ落ちそうな紺こん青じよう色の瞳を細め、穏やかに頷うなずく。

「これは、わたくしの勝手な推測なのですが──おそらくココシュカ様の神器は、自みずからの意思で名を隠しているのではないでしょうか？」

「神器は、どうしてそんなことをするんですか？　そんなことをしたって、何も得することなんてないのに……」

「もしかしたら、神器自身がまだ名を明かすべきではないと判断するだけの要因が、どこかしらに存在するのかもしれません。そして、その要因を秘めているのは主あるじとなる神鳥ではなく、守護者本人であるとわたくしは考えております」

　推測だと言い置いておきながらも、セレナは何かを確信しているかのような口調で、きっぱりと言い切る。

　寝て起きたばかりのせいか、些いささか頭の回転が遅くなっているカナイは、大きな両目をぱちくりと瞬まばたかせるばかり。セレナの説明を吞のみ込もうにも理解が追いつかず、質問する余裕もない。

「要するにセレナ様は、カナイに神器の声が聞こえなかったのは、ココに何らかの問題があると言いたいのですか？」

　ぽかんと間の抜けた顔で、瞬きばかりを繰り返している主の心中を代弁したのは、今まで事の成り行きを見守っていた鷹雅だった。

　彼の問いに、セレナが返答しかけた時──それまで珍しく沈黙していたココシュカが、聖水槽の中に横たわるカナイの身体を強引に抱き起こした。

　カナイの澄んだ紺こん碧ぺき色の瞳一杯に広がったのは、今まで見たこともない、情けなく眉尻を垂らして笑っているココシュカで──その太陽が萎しおれたような笑顔に、カナイは危うく呼吸が止まりかけた。

　普段はあけすけな笑顔で、周囲の人々を驚かす奇想天外な言動を取っているココシュカでも、こんな覇は気きのない表情をすることがあったとは……。

　魔物に殺されかけても、けろっと笑える図ず太ぶとい神経を持つ彼だ。何があっても、豪快に破は顔がん一いつ笑しようして済ませそうなものなのに、どうして今、こんなにも辛つらそうな顔をしているのだろう。

「カナイ、マジでごめん」

　しょんぼりと頭を下げてくるココシュカの背には、彼が神器を精製する際に差し出した、木彫りの弓と矢筒が見えた。

（形まで、変わってない……っ）

　鷹雅の時は蓮れん華かの簪から刀へ、グレスの時は片かた眼鏡めがねから純白の杖つえに。水盤へ浸けた品は、退魔の力を宿すと同時に、新たな形へと生まれ変わる。しかし、ココシュカの神器は主の神鳥へ名を黙するばかりか、その形状にまで一切変化が見られなかった。

「オレが半端モンだから、こんなことになっちまったんだよなぁ……」

　肩を落として、自じ嘲ちようするように力なく笑うココシュカ。──かと思えば、カナイが瞬まばたきした次の瞬間には、彼はいつものひょうきんな笑顔に戻っていた。

　コロッと雰囲気を変えたココシュカは、それまでとは打って変わった明るい笑い声を響かせ、事態について行けず戸惑っているカナイの背を、元気づけるようにバシバシと叩く。

「だけど、心配なんかするんじゃねぇぞ？　武器が中途半端だからって、そんなんオレは全然気にしてねぇから」

「へっ？」

「オレはお前を守るために、空の上にあるテンカイとかいう世界の、ショダイとかって神鳥から、守護者に選ばれたんだよな？　だったらオレは、何があっても全力でお前を守るのが仕事ってワケだ」

　濡ぬれた薄い着物一枚で聖水槽の中に座っているカナイへ、ココシュカは紅ぐ蓮れんの御み印しるしの刻まれた右腕で力ちから瘤こぶを作って見せる。今しがたの陰気っぽさが完全に吹き飛んだ、晴ればれとした彼らしい笑顔に、カナイの強こわ張ばっていた頰もつられて緩む。

（よかった、いつものココだ……）

　神器に多少の問題があったところで、こうして何でもないことのように笑い飛ばしてしまえるのが、自分の知るココシュカという少年だ。前回の討とう伐ばつ中、魔物に喰われかけても動じずにいた彼が、これしきのことでへこむはずがない。

「なあ、セレナ姉ちゃん。オレの神器は中途半端だけど、まったく使いモンにならねぇってわけじゃないんだよな？」

　慣れない呼こ称しようで前置きなく話を振られたセレナは、珍しくたじろいだように言葉を詰まらせたが、すぐに緩んだ気持ちを立て直し、明めい瞭りような口調で答える。

「完全な状態よりも力は半減してしまいますが、それでも神器として退魔の機能は発揮するでしょう。ですが、その力は実に微び々びたる物とお考え下さい。倒せるのは悪あつ鬼き程度で、魔物本体の息の根を止めるまでの力はございません」

「そっか。そんじゃあオレは、悪鬼を専門にぶっ倒す守護者ってことにしといてくれよ。本当は、でっけぇヤツの相手とかしてぇけどさ、悔くやしいけどその役目は鷹雅とグレスに譲ゆずるわ。──鷹雅は、それでいいよな？」

　話の矛ほこ先さきがいきなり変わり、鷹雅は多少うろたえはしたが、それでもどうにか首しゆ肯こうした。勢いに気け圧おされて頷うなずかされたようにも見えたが、ココシュカの提案自体に異論はないようで、鷹雅は黙って口を閉ざしている。

　最初の萎しぼんだ笑顔はどこへやら、今や怒ど涛とうの勢いで話を進めていくココシュカに、誰もが啞あ然ぜんとさせられていた。唯一平静を保っているのは、濃い隈の浮いた目元を眠たげに擦こすっているルイーズだけで、彼は一つ欠伸あくびをすると、気だるげな低音で単調に述べる。

「この件は、これ以上議論を重ねても無駄だ。ココシュカの神器については、後日私が立ち会いのもと、威力の程度を調べることにするとして──今日のところは、そろそろ神鳥を休ませた方がいいだろう。今は、消費した神気を回復するだけの休息が必要だからな」

「それも、そうですわね。書庫にこもりきりで原因を調べているイナミとグレスにも、今日のところは休むように伝えましょう」

　ルイーズの意見に同意したセレナが、衣きぬ擦ずれの音すら立てずにふわりと立ち上がる。彼女に続いて、ココシュカも飛び跳ねるように立ち上がり、彼はカナイの鼻先を指先で弾はじいて無邪気に笑う。

「そいじゃあ、オレも用があるからもう行くわ。なんか、ヒメミコサマとシンカンチョーとかってヤツが、オレと話がしたいんだとよ」

　そう言って軽快に片手を上げたココシュカは、頭の天てつ辺ぺんでぼさぼさと一つに纏まとめられた青せい碧へきの髪を派手に揺らしながら、小走りで部屋から出て行ってしまった。

「……俺にはさっぱり、ココが何を考えているのか理解できん」

　軽く弾かれた鼻先を押さえ、ぽかんとしているカナイの背に手を添えながら、鷹雅は呆あきれたように短く息をつく。

「最初は随ずい分ぶんと気き鬱うつそうだったが、すぐに普段の調子を取り戻して騒ぎだしたかと思えば、さっさと姿を消してしまい……本当に、忙せわしない奴だな」

「だけど、憎めないでしょう？」

　答えは聞くまでもなくわかっていたが、不意に悪いた戯ずら心ごころが疼うずいてしまった。

　鷹雅によって再び聖水槽の中へ横たえられながら、ちょっとからかうような口調でカナイが問えば、彼はそっぽを向きながら半なかば意地になったように言う。

「憎い奴の面倒など、誰が好きこのんで見るものか」

　その不ふ貞てたような物言いに、カナイの口の両端に深いえくぼが浮かんだ。
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　ほのかに鼻び腔くうをくすぐる香りに、深い眠りから意識が急速に浮上する。

「……イナミ？」

　寝ね惚ぼけ眼まなこを手でぐしぐしと擦こすりながら、カナイは無意識にイナミの名前を呼ぶ。

　彼はいつも、意識を失って昏こん々こんと眠り続ける自分のそばに、甘い花の香りと共にそっと付き添っていてくれた。だから今回も、きっと彼がそばにいるものだと勝手に思い込んでしまったのだが──カナイはすぐさま、周囲に漂ただよう香りに違和感を抱く。

（この香り、イナミじゃない……っ！）

　清涼感のあるこの香りは、イナミのつけていた香水とは明らかに違う。それに、よく考えればその香水だって、凱がい旋せん式当日に化粧箱と合わせて自分に贈られていたのだった。

　ならば、この薄はつ荷かを思わせる爽やかな香りは何だろうかと、カナイは怪け訝げんに思う。

「ふふっ、残念だな」

「……っ!?」

　聖水槽を満たす聖水のたゆたいに交じり、鼓こ膜まくを震わせたのは砂糖菓子のごとき甘やかな美声。初めて耳にしたならば、うっとり聞き惚ほれてしまっただろうが、残念ながらこの声を聞くのは二度目だ。

　ぞわりと全身の毛穴が逆さか立だつと同時に、聖水槽の中を覗のぞき込んできた人物──常人には理解に苦しむ特殊な性せい癖へきを持つ麗うるわしの王おう太たい子しと、カナイはばっちり目が合ってしまった。

「せっかく王子の口づけで、夢の世界から目覚めさせてあげようとしたのに、来るのが少し遅かったようだね。しかも、その可愛らしい唇で私以外の名を呼ぶなんて、なんだか妬やけてしまうな」

「い、いやあぁぁ──っっっ！」

　鼻先が触れ合うほどの距離から、妖あやしい光の揺れる瑠る璃り色の瞳で微笑まれ、カナイは絹きぬを裂くような絶叫を上げる。その徒ただならぬ悲鳴を聞きつけてか、慌あわただしい足音が急速に部屋の前まで近づいてきたかと思えば、次いで巨大な扉が破壊されるような勢いで蹴け破やぶられた。

「どうした、カナイっ！」

「カナイ様、いったい何事ですか!?」

　同時に室内へ駆け込んできたのは、双方共に面白いくらい血けつ相そうを変えた、イナミとグレスだった。

「き、貴様は……っ！」

　聖水槽の上へ覆おおい被さり、必死の形ぎよう相そうのカナイから肩口を押し返されている男の姿を認め、イナミの眉間に根深い皺が刻まれる。グレスの反応も似たようなもので、主の神鳥と激しい攻防を繰り広げる男の姿に、彼は表情を一気に凍こおりつかせた。

「この国の王太子が、何故このような場所にいる!?」

　普段の落ち着いた所しよ作さからは考えられない、乱暴な足取りで走ってきたイナミは、カナイを無理に抱き締めようとしているアークライトの襟えり首くびをむんずと摑つかむ。どうにも今の彼は、王族を敬うやまうことすら頭から抜け落ちるほど激怒しているようだ。

　渾こん身しんの力で幼い神鳥から引っぺがされたアークライトは、背後に立つイナミを振り仰あおぐと、目を糸のように細めてあたかも狐きつねのように笑う。

「やあ、月の精せい霊れいちゃん。もしかして、私が小鳥ちゃんと戯たわむれているのを目まの当たりにして、可愛らしく嫉しつ妬としてくれたのかな？」

「……は？」

「いやはや、愛されすぎるというのも中々にして辛つらいものだね。だけど安心していいんだよ？　私は小鳥ちゃんだけじゃなく、キミのこともちゃんと愛してあげるからさ」

　公然と男から口く説どかれたイナミは、さすがに言葉を失なくしてゾクリと背筋を震わせた。

（イナミの思考を一時停止させるなんて、あいつの言葉にはどんだけ破壊力があるのよ……）

　咄とつ嗟さに襟首を摑んでいた手を離し、その場から飛び退すさってアークライトから距離を取ったイナミに、聖水槽の縁へりへしなだれていたカナイは同情の眼差しを向ける。

「申し訳ありません、カナイ様。先刻、鷹雅殿と護ご衛えい役を交こう代たいしたのですが、僕がほんの少し席を外はずしている間に、あろうことか暴漢などに襲われるとは……」

　異様なやり取りを繰り広げているイナミとアークライトを、大きく迂う回かいしてカナイのもとへ辿り着いたグレスは、まずは頭こうべを垂れて自分の不ふ手て際ぎわを詫わびた。

　自国の王太子をしれっと暴漢呼ばわりできるグレスも、案外大物である。

「しかし、おかしいですね。僕が部屋を出た時は、二名の女官がカナイ様のおそばに付き添っていたはずですが……」

「あぁ、その子達なら私がちょっと耳元で囁ささやいて、別の仕事へ移ってもらったよ。せっかく王城を抜け出して、小鳥ちゃんと遊びに来たんだし、どうせなら二人きりになりたかったからね」

　室内をぐるりと見回し、どこにも女官の姿が見えないことを不審に感じていたグレスの背後には、速すみやかに標的を変更したアークライトが立っていた。

　グレスが胡う乱ろんな眼まな差ざしで背後を振り返るのと、彼の目ま深ぶかに被っていたフードへ手が伸ばされたのは、奇くしくも同時のこと。グレスは翡ひ翠すい色の瞳を大きく瞠みはり、フードを摑んだアークライトの手を振り払おうとしたが、動揺が僅わずかに反応を鈍にぶらせた。

　人前では滅めつ多たに外されることのないフードが、首の後ろへはらりと落ちる。

　現れたのは、陽光にきらめく雪せつ原げんのような白しろ妙たえの髪。咄とつ嗟さに髪を隠そうと両手で頭を押さえたグレスに、アークライトは悪びれた素そ振ぶりすら見せず、依然として艶えん然ぜんと微笑している。

「な、何をなさいますかッ！」

「キミの美しい純白の髪を隠す、無ぶ粋すいなフードを外しただけだよ。ほら、祝宴の夜に約束したじゃないか。次に会う時は、私がたっぷり愛してあげる──ってね」

　愛あい嬌きようたっぷりに片目を閉じた王太子に、グレスは素早くフードを被り直し、眼鏡越しに冷ややかな視線を投げる。

「あなたはいったい、何を仰おつしやっているのですか？　生あい憎にくですが、僕には男だん色しよくの趣味はございませんので、あなたに愛されるような約束を交かわすはずなどありません」

「おや、白雪の君はあの夜の約束を忘れてしまったのかい？」

「はてさて、白雪の君とは誰のことでしょうかね？　あの夜の約束というのも、さっぱり思い出せません。きっと、夢と現実がごっちゃになっているのではありませんか？　要するにあなたは、僕によく似た人物と夢の中で出会い、気き色しよく悪い愛の約束を交わし合ったのです」

　そこで眼鏡のズレを修正すると、背景に吹雪ふぶきの幻げん影えいが見えるかのごとき冷れい笑しようと共に、グレスは痛烈な一言を放はなった。

「寝ね言ごとは、寝てから仰るものですよ？　あなた、脳のう味み噌そが腐くさっているのではありませんか？」

　初夏の日差しが差し込む室内に、真冬の凍いてつく風が吹き荒れたような錯さつ覚かくを抱いだく。

（やっぱりグレスさん、あの夜のこと、何も覚えてないのね……）

　出会った当初から事あるごとに、グレスはカナイへ意地悪な一面をちらほら見せてきたが、ここまでくるとそら恐ろしくさえなる。しかも今回は、彼の隠れた腹黒さに上乗せされる形で、酒さけ癖ぐせの悪さまでが効力を発はつ揮きしている点が、最高に性た質ちが悪い。

　祝宴の夜、アークライトと対面した時のグレスは、まともに思考が働いていない泥でい酔すい状態にあった。しかも彼は一眠りするだけで、酔ってしでかした所業の数々を、綺麗さっぱり忘れてしまう悪あく癖へきの持ち主だ。

（私や鷹雅さんに求婚したことだって、記憶からすっぽり抜け落ちてたんだもの。男から愛されるうんぬんの約束は、忘れてた方が身のためだとは思うけど……今のはさすがに、噓をついてない王太子がちょっと不ふ憫びんかも）

　いくら酔っ払っていたとはいえ、真顔で結婚してほしいと言われた手前、どんな顔をしてグレスと会ったらいいのか悩んだ自分が、今ではとんだ間ま抜ぬけ者に思える。なにせ彼は、翌朝はじらいながら「おはよう」と挨拶したカナイのことを、「何かおかしな物でも食べたのですか？」と、一いつ刀とう両りよう断だんにしたのだから。

「先ほどから騒がしいようですが、いかがなされました？」

　部屋の外まで筒つつ抜ぬけだった話し声を不ふ審しんに思ってか、装しよう束ぞくの上に纏まとった羽は衣ごろもを軽やかになびかせながら、開け放たれたままの扉からセレナが現れた。肩の辺りで切り揃えられた蜂はち蜜みつ色の髪を連日の暑さのため一つに束たばねた、セレナの守護者であるユージィ・タマルも、彼女に続いて入室してくる。

「おや、あなた方は……」

　グレスの辛しん辣らつすぎる毒どく舌ぜつをも軽く受け流し、自慢の笑顔を一いつ切さい崩すことなく泰たい然ぜんとしていたアークライトの瞳が、新たな獲物を発見して不ふ穏おんに輝く。

「これはこれは、白しら百ゆ合りのごとく清せい楚そでお美しい姫君に、愛に飢うえた私の心を潤うるおすオアシスのように慈悲深き憩いこいの君。私の心を奪う御ご仁じんが二人も同時に現れるとは──これぞ、いと高き天界に御お座わす神が与えた、必然の出会いとでも言うのでしょうか？」

「……は？」

　目にも留まらぬ素早い動きでセレナとユージィに接近したアークライトは、早速砂糖よりも甘い口く説どき文句を吐き出し始める。

　これには、歴戦の先々代神鳥とその守護者も、二人揃って目を点にした。

「あの好こう色しよく者ものめ、セレナ様とユージィさんにまで手を出すつもりか」

　滲にじみ出る疲労感を隠さず聖水槽のそばまでやってきたイナミは、大理石の床へ無造作に座り込み、鬱うつ陶とうしげに前髪を搔き上げる。稀まれに見るイナミの男らしい仕草に、カナイはうっかり見み惚とれそうになるが、今はぼーっとしている場合ではないと思い直し、聖水槽の縁から身を乗り出して急せかすように尋ねる。

「ちょっとイナミ、セレナさんのことを助けに行かなくてもいいの？　あの王太子には常識なんて通用しないから、何をしでかすかわかんないわよ？」

「いや、常識が通じないのはセレナ様も同じことだ」

「え。それ、どういうことよ？」

「説明するよりも、実際に見ていればすぐに意味がわかるさ」

　ため息交じりにそう言うと、イナミは傍かたわらに立つグレスを仰あおぎ見、「お前もそう思うだろう？」と同意を求める。これにグレスは、どことなく含みのある笑みを浮かべながら、心から楽しそうに頷うなずく。

　そのようなやり取りを三人で交わしている間にも、アークライトは例のごとく、許可もなく既婚者であるセレナの手を取っていた。だが、セレナは彼の無礼な振ふる舞まいを咎とがめることなく、ただおっとりと微笑している。

「お久しゅうございます、アークライト・リンドグレーヴ王太子殿下。ご拝はい顔がんの栄えいに浴よくしたのは、あなた様がまだお小さい頃のことでしたが、立派な殿との方がたへお育ちになられたようで安あん慮りよ致しましたわ」

「おや、白百合の姫君は私のことをご存ぞん知じでしたか。それはそれは、光栄なことです」

「十二年前に行われた奉ほう迎げいの儀ぎで、リュシータ王女様に添っておられた殿下は、とてもお可愛らしかったですもの。本当に、大きくお育ちになられましたわねぇ。どうりでわたくしも、歳としを取るはずですわ」

　セレナは、王族であるアークライトにあくまでも柔にゆう和わな態度で接してはいるが、彼女はさり気なく彼と自分の間にある年代の差を口に出した。

　思いがけず、子供の頃の話を持ち出されたアークライトは、微妙に笑顔へ苦味を混ぜる。その僅わずかな変化を見逃さず、セレナは自分の手を摑むアークライトの手を、自由な方の手を使って強引に外させた。そして彼女は優雅に会え釈しやくすると、羽は衣ごろもをなびかせて踵きびすを返す。

「悪いことは言いません。本日はこのまま、大人しくお帰りになられた方がよろしいと思いますよ？」

　セレナから袖そでにされたアークライトに、ユージィは困ったように笑いながら話しかける。

「たった今、あなた様が求愛なさろうとした御お方かたの御ご夫ふ君くんは、冗談が通じないほどの愛妻家として有名でして。たとえ王族が相手であろうとも、愛する妻に手を出されたと知れば、どのような暴挙に出るかはわかりません。それに──」

　静々と部屋の出口へ向かって歩いて行く主の姿を眺め、ユージィはさっくりと言ってのける。

「夫が出てくるよりも先に、肋ろつ骨こつの二、三本は折られると覚悟した方がよろしいですよ」

「それは、キミが私の骨を折るってことかな？」

「僕がお相手をすれば、それこそ身体の原形が残りませんよ？　幼い頃から二刀流を嗜たしなんでおりますし、手加減というものが滅めつ法ぽう苦手でしてね」

　花咲くように柔和な笑顔で、謎の忠告をするユージィ。

　一見して、和なごやかそうに進められている先々代達とアークライトのやり取りを、カナイは固かた唾ずを吞んで見守っていた。──と、次の瞬間。凄すさまじい破壊音を聴覚が捉とらえ、カナイの小さな身体が聖水槽の中でちゃぷんと跳はねた。

「わたくしを口説かれるのでしたら、どうぞご自由になさいませ。ですが、カナイ様に無む体たいな真ま似ねを働くことだけは、たとえ王太子殿下であろうとも断じて許しません。……この壁と同じ運命を辿りたくなくば、どうか早々にお引き取りくださいませ」

　艶えん麗れいな微笑を満面に湛たたえ、扉脇の壁へ右みぎ拳こぶしをめり込ませているのは、紛まごうことなきセレナその人で──恐るべきことに彼女の拳は、硬質な白壁を大きく陥かん没ぼつさせていた。

　この衝撃的な光景に青くなったのは、アークライトよりもカナイの方だった。

（セレナさん、怖こわ……っ！）

　もしかしたら、これは悪い夢なのかも。そうでなければ、あの優しくおっとり微笑む女性が、壁に拳を叩き込むなんてありえない。

「気持ちはわかるが、いくら頰の肉を抓つねったところでこれは紛まぎれもない現実だ。いつまで抓っていても痛いだけだから、もうその辺で止よしておけ」

　無意識に頰の肉を摘んでいたカナイは、イナミからやんわりとその手を外させられる。
















　そういえば──と、以前ダリアから聞いた話をふと思い出した。現役時代のセレナは格闘技を得意としていて、彼女と同じく組み打ちを好むダリアですら、到底敵かなわないほど強いのだという。

（あれ、本当のことだったのね……）

　ダリアの言うことを疑っていたわけではないが、セレナが拳を振り上げる場面など想像できるはずがない。

「しかし、セレナ様とご一緒だったのがユージィ様で助かりましたよ。これがヴィルファイド様でしたら、今頃は烈れつ火かのごとく怒り狂われていたでしょうね」

　やさぐれたような半はん眼がんで肩を落とし、グレスは肺はい腑ふを空からにするよう長く息をつく。

「本気を出したヴィルファイド様には、僕程度が放はなつ緊きん縛ばく術じゆつなど効きかないので、神官長や姫巫女様を巻き込んでの大乱闘になるんです」

「だ、大乱闘……？」

「あれは、この世の地獄です。知らない方が、心安らかに生きてゆけますよ」

　遠い目で語ったグレスの言葉に、イナミまでもが熱心に頷いている。

　セレナの夫ヴィルファイド・アドニスは、カナイが初の討とう伐ばつから帰還してからというもの、彼女の前にちょくちょく姿を現していた。その度たびに、人間達が持つ父親のように接してくれる彼のことを、いつしかカナイはセレナと同じくらい好きになっていた。

　だが彼も、隠された暗黒面を持つ人物のようだ。

「どうやらあなたは、守られるばかりの深しん窓そうの姫君ではなさそうですね」

　壁を容易たやすく陥没させたセレナを見つめるアークライトは、顔色一つ変えるどころか、一度は崩れかけた表情を元の余裕あるものへと戻していた。その笑顔は、やはり仮面でも被っているかのようで、こいつはどこまで面つらの皮が厚いのだとカナイは心しん中ちゆうでぼやく。

　その時、それまでセレナに向けられていた瑠る璃り色の瞳が、ふいにカナイを捉とらえた。

「もう少しだけ、可愛い小鳥ちゃんと戯たわむれていたかったけれど、今日のところは大人しく退散することにするよ。美しい人の手にかかって死ねるのなら本ほん望もうだけど、生あい憎にく、私が死ぬと悲しむ人が大勢いるからね」

　事あるごとに片目を閉じる気き障ざな癖くせに、カナイの片頰がヒクリと引き攣つる。

「それじゃあ、また近いうちに遊びにくるよ。じゃあね、私の可愛い小鳥ちゃん」

「二度と来るんじゃないわよ、このドヘンタイッ！」

　ひらひらと軽やかに手を振りながら去って行く背中へ、カナイは怒りに満ちた形相で反射的に叫ぶ。手ひどく罵ば倒とうされたところで、アークライトの飄ひよう々ひようとした態度に変化が生じることはなかったが──彼は意外にも、素直に部屋から出て行った。

　ようやく嵐が去り、誰からともなく漏れるため息の数々。

「殿下御おん自みずからが管理なさっている白薔薇だけは、一いち途ずに愛しておられると小耳に挟んだことはありますが──対象が人間に移っただけで、なぜあのお方は、無差別に浮うわついた行為に及ぼうとなさるのでしょう？」

　グレスの呆れたような呟きに、イナミも頷く。

「今までこの国の王太子は、女系国家ゆえにさほど期待されずに育てられた不運な人物だと思っていたが──実際は、あそこまで手におえない無ぶ作さ法ほう者ものだったとは失望した。しかし、あんな奴でも王族の端くれだ。名指しで出入禁止などにすれば、王家との間に摩ま擦さつが生じかねない」

　イナミが顎あごを撫で擦さすりながら、長い睫まつ毛げを伏ふせてあれこれと思考を巡らせる。その横顔を何なに気げなく窺うかがっていたカナイは、廊下の方から慌しい足音が近づいてくるのに気がついた。

「皆様、姫巫女様から魔物出現の予言が下されました！」

　髪を振り乱して部屋に駆け込んできたのは、歳とし若わかい巫女だった。彼女は大きく上下する胸元を押さえながら、精一杯の声こわ音ねで叫ぶように報告する。

「今回出現されると予言された魔物は一体。場所は、極きよく北ほくの国ゼクト・グラシャールのラグノア地方にあるルーンブルグ平原です」

「魔物の、出現……っ」

　アークライトの訪問により緩ゆるんでいた気が、血が冷える感覚と同時に引き締まった。

「おい、どこへ行くつもりだ!?」

　魔物の出現を知らされ、目の色を変えて聖水槽から飛び出そうとしたカナイの身体を、イナミがすかさず押し留とどめる。派手な水みず飛沫しぶきを上げて聖水槽の中へ尻しり餅もちをついたカナイは、両肩を摑むイナミの手を外そうともがきながら低い声で怒ど鳴なる。

「どこへ行くかなんて、あなたなら聞かなくてもわかるでしょう!?　神鳥の私が魔物の討伐に行かなくて、誰が行くって言うのよッ！」

「馬鹿なことを言うな！　お前はまだ、神力が完全に回復していないんだ。そんな中途半端な状態で戦場へ出向けば、満足に戦えないどころか、逆に魔物の餌え食じきにされてしまうぞ」

「そんなことないわよ！　私なら大丈夫だから、早く出陣の準備をしてちょうだい！」

　頭の中では、気が狂いそうなほどけたたましい警報が鳴り響いていた。

　脳裏へ鮮明に思い起こされるのは、前回の討伐で倒した、異様に首の多い竜の姿。あんな不気味で凶悪な存在は、一秒でも早く滅めつしなければならない。そうしなければ、魔物に対抗する手段を持たない人間達は、なすすべもなく喰い殺されてしまう。

　父親を悪鬼に襲われ、目を真っ赤に泣き腫はらしたクルス村の少女の顔を思い出す。彼女からもらった小鳥の木飾りは、今も胸元に揺れていた。

　あの子の期待に応こたえるため。あの子のように、大事な人が傷ついて悲しむ人がこれ以上増えないためにも──自分は、戦わなければならない。

「カナイ様、失礼致します」

　イナミに自由を奪われてなおもじたばたと暴れているカナイの額へ、トンと二本の指が触れる。その刹せつ那な、目の前の世界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　突とつ如じよとして不鮮明になった視界の先──イナミの肩越しに自分の額へ触れていたのは、穏やかに微笑んでいるセレナだった。

「今回の討伐は、わたくしにお任せ下さい。幸い朱あけ鳥どりは、この身に流れる血と盟めい約やくを結んでおりますので、神鳥の力がなくとも召しよう喚かんは可能です」

「セ、レナ……さ……？」

「あなた様がお目覚めになられた時には、すべて無事に決着がついていることでしょう。ですから、安心してお眠り下さいませ」

　嫌だ、眠りたくない。自分には神鳥として、魔物と戦う責任があるのに──。

　それでも瞼まぶたは意に反して、重たく閉ざされてゆく。

　意識を失くしたように眠りについたカナイの頰を、悔しさから滲にじんだ涙が一滴流れた。







　部屋の外まで聞こえてきた、巫女の逼ひつ迫ぱくした報告を聞いたアークライトは、寄りかかっていた壁から身を起こしながら、瑠る璃り色の瞳に怜れい悧りな光を灯す。

「隊長、神官長様から報告書を頂いてきました。……って、どうかしました？　なんだか完かん徹てつした時みたいな、怖い顔をしてますけど」

　回廊の奥から膨大な資料を抱えてやってきたのは、国王軍第四部隊の制服を着た男だ。それまで思案顔でいたアークライトは、彼の持ってきた資料の一部を早さつ速そく手に取り、書面へ素早く視線を走らせながら答える。

「どうやら、ゼクト・グラシャールに魔物が出現したようだ」

「まさかそれって、例の団体が関係していたりしませんか？　『妖よう魔ま人じん』には、魔物を召喚する力が備わっていることは、これまでの調べで判明していますし……」

「いや、地理的に考えてその可能性は低い。次に奴らが現れるとしたら、我が国内だろう。これ以上、哀れな犠牲者を出さないためにも、更なる情報が必要だ。隊たい舎しやへ戻り次第、全隊員に招集をかけろ」

　回廊を足早に歩き出したアークライトは、資料の頁ページを繰る手を止めず、背後についてくる部下へ、毅然とした態度で指示を出す。

　その胸には、国王軍の紋章が刻まれた勲くん章しようが、燦さん然ぜんときらめいていた。
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　悪しき者の侵入を阻はばむ、神鳥の城の正門。

　太陽が中天から僅わずかに西に傾かたむいた頃。巨大な純銀製の門もん扉ぴ越しに、門番の騎士へ声をかけた者がいた。

「すみません、門を開けていただけませんでしょうか？」

「……失礼ですが、王都の神殿にて発行された入城許可証はお持ちですか？」

　騎士は門の向こう側に立つ人物を、探るような目つきで見定める。

　精せい悍かんな顔つきをした、二十代後半と思われる年頃の青年だ。一本に編んだ髪と共に、身を包む薄汚れた外がい套とうが風に揺れている。彼は大きな背はい囊のうを背負っており、見るからに旅人らしき風ふう体ていをしていた。

「私の身内が、こちらでお世話になっているのですが──やはり、王都で入城申しん請せいの手続きを踏まねばなりませんか？」

「どのような事情があれども、許可証をお持ちでないお方を通すことはできない規則です。ご足そく労ろうをおかけしますが、王都の神殿にて申請を行って下さい」

「そうですか……」

　謎の青年は正門の奥に小さく見える神鳥の城を、翡ひ翠すい色の瞳を眇すがめて見つめる。そして彼は、対応してくれた騎士に礼を述べると、街道を王都方面に向かって歩き出した。

　青年の後姿を疑わしげな眼差しで見送った騎士は、気を引き締めて再び己おのれの持ち場につく。

　一方、街道を進んでいた青年は、正門が完全に見えなくなると道から外れ、神鳥の城を取り囲むように生おい茂しげっている森へ足を踏み入れた。

「どうせ王都の神殿へ出向いたところで、そう簡単に入城許可が降りるわけないだろう。何でもかんでも手続きが必要だと抜かしおって、まどろっこしい。これだから、役所仕事は嫌いなんだ」

　腕で木々の枝から顔を庇かばいつつ、淀よどみなく歩ほを進める青年は、吐き捨てるように呟く。

　悪しき存在を跳ね返す森は、乱暴に蜘く蛛もの巣を振り払い、ずんずん城の敷地内へと入り込む青年を、最後まで拒こばみはしなかった。
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　無事に魔物の討伐を終えた先々代の一行が、神鳥の城へ七日ぶりの帰還を果たした。

「セレナ姉、おっ帰りぃ～！」

　神官長と姫巫女への報告を済ませ、三人の守護者達と共に、居住区となっている西館二階の廊下を歩いていた時のことだ。前方から弾だん丸がんのように突っ込んできたダリアに、セレナは真正面から抱きつかれた。

「うふふ、ダリアは今日も元気一杯ですわね。わたくしの留守中に、何か変わったことはありませんでしたか？」

「それがもう、超巨大竜たつ巻まきに襲われたくらい大変だったのよぉ！」

「あら、そうなのですか？」

　てっきり、何も変わりなかったと言われることを想定していたセレナは、思わぬダリアの返答に表情を曇らす。

「おいこら、猫娘。俺の愛する奥さんに、気安く抱きつかないでくれるか？　この俺ですら、滅めつ多たに抱きつかせてもらえねぇんだから」

　その時、セレナの胸元に貼りついていたダリアの身体を、大きくゴツゴツした手が強引に引っぺがした。

　片手だけで軽々とダリアを抱え上げたのは、三年前に王都を襲った魔物をたった一人で撃退した英雄、ヴィルファイド・アドニスだ。神鳥の城では、病的なまでの愛妻家として有名であり──同性とのじゃれ合いにすら嫉しつ妬とするほど、妻のセレナに全身全霊の愛情を注そそいでいた。

　困った夫を一ひと睨にらみしたセレナは、呆あきれた口調で彼の行為を咎とがめる。

「ヴィル、ふざけるのもいい加減にしなさい。その歳としで、あまり子供じみたことをするものではありませんよ？」

「がーん！　こんなにどうしようもなく愛してるのに、セレナが冷たい……っ」

「はいはい。後で膝ひざ枕まくらしながら頭を撫でてあげますから、あなたは少し黙っていて下さいね。──それよりもダリア、いったい何がそんなに大変だったのですか？」

　少々愛情表現が鬱うつ陶とうしい夫を、慣れた口ぶりで素す気げなくあしらい、セレナは逸それた話の軌き道どうを元に戻す。これに、ヴィルファイドの手に吊り下げられたままのダリアは、すっと窓の外を指差して言う。

「鍛たん錬れん場じようの方を見てよ。セレナ姉達が魔物の討伐に出かけてから、ずっとあの調子で困ってんのよ」

「……あれは、カナイ様と鷹雅君のようだね？」

　頭に巻いていた薄汚れたターバンを外し、髪を手て櫛ぐしで梳すいていたユージィが、窓の外に向けた深い緑色の瞳を静かに眇すがめる。

　セレナも近くの窓辺へ歩み寄り、騎士や兵士の使用する鍛錬場の方を見た。するとそこでは、小さな神鳥の少女が脇目も振らずに、己おのが守護者である本ほん間ま鷹雅と剣稽古を行っているではないか。

「おおっ？　あのおチビちゃん、可愛い顔して意外と鋭い太た刀ち筋すじしてるじゃねぇか。稽古っていうよりも実戦に近い打ち込み方だし、それを受け流しながら的確な指導をしている鷹雅の腕は、それ以上だな。──っていうか、なんでおチビちゃんは、あそこまで怖こえぇ顔してるんだ？　あれじゃあ、ちとマジになりすぎじゃねぇか？」

「そりゃあねぇ、あのヘンタイが毎日のように神殿へ顔を出すようになったら、カナイちゃんだって怖い顔の一つも浮かべたくなるでしょうよ」

　ようやく宙吊り状態から解放され、乱れた装束の前を簡単に直しながら、ダリアは途端に不機嫌そうな半眼になる。彼女の口にした「変態」という単語に、窓の外を眺めていたセレナとユージィの眉がぴくりと反応した。

「王太子殿下は、いまだ懲こりずに神聖なる神殿へ姿を見せているのですか？」

　窓まど枠わくに置かれたセレナの指先に、微かすかな力がこもる。

（あの脅し方では、効果がなかったようですね）

　壁に拳をめり込ませて見せたのに、どうやら変に胆きもの据すわったアークライトにとって、あれしきのことは脅しにもならなかったようだ。どうせなら、本当に骨の一本でも折ってやった方がよかったかもしれないと、今になってほんの少し後悔した。

　セレナが半なかば本気で恐ろしいことを考えている間にも、ダリアは身振り手振りを交じえて説明を続ける。

「セレナ姉達が留守にしてるのをいいことに、あの王太子ったらやりたい放題でさぁ！　メイドや女官なんて片かたっ端ぱしから骨抜きにされちゃって、ポーッと上うわの空で失敗続発。おまけにあいつ、顔のいい兵士や騎士達にも手を出してるみたいでね──」

「兵士や、騎士までもですか!?」

「屈強な男どもが半泣きで、セクハラ被害を訴える光景って案外壮絶だわよ。そんな奴らから被害報告を続々と訴えられる神官長なんて、ここ数日でげっそり瘦やせ細って見られたもんじゃないわね」

　そう言えば、先ほど顔を合わせた神官長はどことなくやつれていた。目の下にはルイーズよりも濃い隈くまが浮かんでいたし、執務机の上に積み上げられた書類の山が、いつもの倍くらい高かったのを覚えている。

　あの書類はきっと、アークライトに関する被害報告書の山だったのだろう。

「一番の悩みどころが、あいつの一番のお気に入りがカナイちゃんだってことね。神しん出しゆつ鬼き没ぼつな上に、昼ちゆう夜や問わず強引なスキンシップを取ってこようとするから、カナイちゃんも相当ストレスが溜まっちゃってさ。その発散方法が、今見ている通りってワケよ。あの鍛錬用の装束だって、勝手に女官に頼んで作らせちゃったんだから」

　それにしても──と続け、ダリアは困ったように肩を竦すくめる。

「これって、明らかにやりすぎよね？」

「あー……言われてみれば、確かにそうだね。練習なのに、あんなに激しく長時間打ち込み続けるなんて、身体に大きな負担がかかってしまうよ」

「やっぱ、ユージィ兄もそう思う？　だからあたし、ここんとこずっと気が気じゃなくってさぁ。誰が止めても、『私なら平気』の一点張りだしね」

　らしくない沈んだ表情で、重苦しいため息を吐くダリア。そんな彼女の頭頂部へ、絶妙に加減のされた手刀が振り下ろされる。

「お前が真面目に考え事するなんざぁ、天変地異の前触れになりかねないからやめろって。そばに鷹雅がついてるなら、いくらおチビちゃんだって、ぶっ倒れるほどの無茶はしたくてもできないだろうし──どうせイナミも、どっかに隠れて様子を窺ってるんだろ？」

　のらりくらりとしているようでいて、案外すべてを見通しているヴィルファイドの余裕ある大人の微笑に、ダリアは手刀を受けた頭を擦さすりながら頷く。

「カナイちゃんのことは、あたし達の方でどうにかできると思うけど、問題なのはヘンタイ王太子のことね。実は、あたしも目をつけられて色々と迷惑してんのよ。そっちの問題解決は、セレナ姉達も神官長に力を貸してあげてくれないかなぁ？」

「そうですわね。あのお方がカナイ様につきまとっておりますと、これから待ち受ける魔物の討伐にも支障が出るでしょうから、わたくしも何か良い解決策を練ねってみることにしましょう」

　無論そこには、力ずくという手も含まれている。

　そんな妻の穏やかならざる心中を知らず、ヴィルファイドは大きく伸びをしつつ、白い歯を覗かせて闊かつ達たつに笑う。

「あー、ムリムリ。あの王太子が相手じゃ、何したって無駄だぞ。あいつは馬鹿っぽく振舞ってはいるが、国王軍第四部隊の隊長を務める兵だからな。舐なめてかかると、逆にこっちが痛い目を見るぜ？」

「えっ、あいつ国王軍のお偉いさんだったの!?　でもそれって、どうせ王族が世せ間けん体てい取り繕つくろうための、お飾りみたいなモンでしょう？」

　あからさまに驚いて疑ってかかるダリアに、元国王軍に所属していたヴィルファイドは、頰をぽりぽりと搔きながら補足する。

「いんや。昔の同期から聞いた話じゃ、かなりのやり手らしいぞ？　つーか、実力主義で有名なうちの女王陛下が、たとえ自分の息子にだろうと、お飾りで軍の重要な地位を預けるわけねぇだろうが。奴の遊び人っぽい言動だって、マジでやってんのか怪あやしいもんだぜ」

「仮にあなたの言うよう、王太子殿下が故意に軽い人物を装っているのならば、事態はより複雑になりますわね。もし、この城へ出入りするようになったことに、何らかの意図があったとしたら──一層、警戒を強めねばなりませんわ」

「だがそれは、お前が気にすることじゃねぇよ」

　端整な顔を歪ませ、神妙な顔つきになった愛妻の肩を抱き寄せ、ヴィルファイドは破は顔がん一いつ笑しようする。

「とりあえず王太子のことは、神殿騎士団の方でしばらく動向を窺うかがってみることにするさ。もしかしたら、素すであんな性格をしてるかもしれねぇしな。──ん？　そうなると、王太子は男も女も見み境さかいなく口説くらしいから、そのうち俺も奴に口説かれる日がくるかもしれないぞ？」

「……ヴィル、あなたって人は……」

　男に口説かれることを楽しみにしている夫に、セレナは軽く眩暈めまいを覚えた。既すでにアークライトから口説かれたユージィなど、いつもの温和な笑顔を消して遠い眼差しをしている。

「でもまぁ、俺が口説かれる分には別にいいんだよ。だけど、冗談でも俺の大事な奥さんが口説かれたりした日には──王族だろうが関係なく、剣の錆さびにしてやるけどな」

　そう言って、大口を開けて笑っているヴィルファイドはまだ知らない。とっくの昔に愛する妻が、例の王太子によって口説かれているということを……。

　そのことが知られた瞬間、彼の中に眠る鬼き神じんが目覚めることを知るセレナとユージィは、二人で視線を合わせて頷くと、静かに口を閉ざしたのだった。







「おい、ダリア……」

　近況報告を終え、ふらりとどこかへ行こうとしたダリアを、それまで一言も喋しやべらず眠たそうにしていたルイーズが呼び止めた。

　彼特有の掠かすれた色気のある声に、ダリアは短い髪を元気よく跳はねさせながら振り返る。

「なぁに？　ルイーズ兄があたしに用があるなんて、珍しいね」

「先ほど神官長から、守護者の宝ほう玉ぎよくを預かってきた」

　小走りにやってきたダリアに、ルイーズは懐ふところから取り出した陶とう器きの小箱を手渡す。

　守護者の宝玉とは、主の神鳥から力が失われ、御み印しるしを失った守護者に与えられる品のことだ。守護者の好む宝石に、御印と同じ模様が刻まれたものが宝玉と呼ばれ、常に身につけられる装飾品に加工されることが多かった。

「うわぁ、もうできたんだ？　やっぱ神殿付きの細工職人は、仕事も速いし丁寧だね！」

　新しい玩具を買ってもらった子供のように、無邪気に笑うダリアが小箱を開けると、そこには陽ひの光を閉じ込めたような色の耳飾りが収められていた。

「お前も、黄おう玉ぎよくの宝石を選んだのか……」

　隈の浮いた目元を、ルイーズは微かに眇すがめた。

　宝玉に加工される黄玉は、純度が高く上質なものが選ばれる。だが、ダリアのような若い娘が身につけるには、些か地味な色合いの宝石だ。

　黄玉の耳飾りの存在は、太陽のように明るい彼女の笑顔に負けている。ダリアならば、紅こう玉ぎよくのように主張の強い宝石の方が似合っただろうに。──珍しくルイーズは、他者に関する事柄について残念に思った。

「お前は何故、宝玉に黄玉を選んだ？」

　黄玉に何か、特別な意味でもあるのだろうか。趣味は睡眠と勉強だと豪語しているルイーズは、もしかしたら自分の知らない知識をダリアが持っているかもしれないと思い、率直に疑問を口にした。

　たった今まで眠たげにしていた瞳から、熱心に見つめられたダリアは、喉がつかえたような顔になる。かと思えば、見る間に頰を赤く染め上げた。

「べ、別に大した理由なんかないのよ？　ただ、気に入っただけで……っ」

「そうか。個人の趣味なら、納得だ。しかし……顔が随分と赤いが、熱でもあるのか？」

「やっ……！」

　熱を測ろうと伸ばされたルイーズの手を、ダリアは反射的に振り払った。

　拒こばまれた手のひらをぼうっと見下ろすルイーズに、我に返ったダリアは動どう揺ようを隠せずにおろおろし始める。

「あ……ご、ごめん……っ。突然だったから、思わず手が出ちゃって……」

「いや、無断で額に触れようとした私も悪い。すまなかった」

「ちょっと、ルイーズ兄は謝あやまんなくていいんだって！　全部、あたしのせいなんだから。とにかく、ごめん！　そんでもって、心配してくれてありがと。嬉しかった」

　それじゃあ、もう行くね──と、ほんの少しだけ寂しそうな笑顔で踵きびすを返したダリアは、ルイーズが呼び止めようとする前に回廊から姿を消してしまった。

（……あいつは、何か悪いものでも食したのだろうか？　普段以上に、慌あわただしかったな……）

　軽く吐と息いきを漏らしつつ、思わず伸ばしていた手を引っ込める際に、大神官服の袖から覗いた手首で、腕輪にはまる黄玉がキラリと輝く。

　その光はまるで、今しがた陽の当たる回廊を駆けて行ったダリアの髪の色みたいだと、ルイーズは眠気に満たされた意識の中でぼんやりと感じた。
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　女官に急遽作らせた稽古着を纏い、カナイは今、兵士の訓練に交じって城の周囲をせっせと走っていた。

「おい、カナイ。今日のところは、もうその辺で止よしておいた方がいいのではないか？」

「ホンと、鷹雅の言う通りだぞぉー。あんま無理すっと、明日の朝、ひっでー筋肉痛で死にかけっかんなぁー？　全身の関節が、マジでバリバリ悲鳴上げっから！」

　先ほど彼女に剣稽古をつけていた鷹雅と、なぜか途中からココシュカまでも走り込みに乱入しているのだが──いつもなら正反対の意見を持っている二人が、稀まれなことに同意見を口にしていた。

　それも、そのはずである。兵士でさえへばるほどの激しい剣稽古を終えてすぐ、ろくに休憩も取らず、カナイはこうして走り込みをしているのだ。この事態には鷹雅だけでなく、筋すじ金がね入りの楽天主義なココシュカでさえ、彼女を休ませようと必死だった。

　そんな守護者二人の心配など知らず、カナイは黙々と走り続ける。

（あのヘンタイ王太子、いつまでも私がひ弱なままだと思ったら、それはとんだ大間違いなんだからッ！）

　丁度、セレナ達が魔物の討伐へ向かった七日前から、神鳥の城にアークライトが毎日顔を出すようになった。しかも、出没する時間帯などは決まっておらず、うっかり油断などしていると、背後からいきなり抱き締められたりする。風呂上がりで回廊を歩いている時に、濡れた髪に触れられたこともあり、その神出鬼没さはそこら辺の害虫をも凌しのぐ勢いだ。

　何が悔しいかといえば、アークライトに力で敵かなわないことだ。

　手首を摑まれただけでも、簡単には振り解ほどけない。本気で抱き締められたりすれば、どれだけ懸命にもがいたところで、その腕の中から逃れることはできなかった。

（私は、もっと力をつけなくちゃ……っ）

　アークライトに襲われる度に、イナミや守護者に助けられているようでは駄目だ。

　セレナのように、あんな男くらい一人で撃退できるようになりたい。少しくらい神気を消費しても、倒れてしまわないように。今回は魔物の討伐に参加できなかったけれど、次こそは神鳥の助けを待つ多くの人々をこの手で守るためにも──。

（……もう、こんな悔しい気持ちを味わうのは二度とごめんだわ）

　柔らかな手のひらに爪が食い込むほど、固く拳を握り締める。きつく食い縛られた口内には、微かな血の味さえした。

「カ～ナ～イ～。ホンともう、冗談抜きで休もうぜぇ？　オレはもう、限界だぁ……って、ありゃ？　玄関前に、なんかおかしな奴がいるぞ」

「──っ！」

　おかしな奴という単語に、自然と脳内にはアークライトの顔が浮かぶ。その刹せつ那な、それまで地面ばかり睨んで走っていたカナイは勢いよく顔を上げ、射い殺ころすような視線で玄関前の広場を睨んだ。

　しかし、そこに佇たたずんでいたのは見たこともない人物だった。

「あの人、誰かしら？」

　緩やかに走る速度を落としながら、カナイは荒い呼吸の合い間に呟く。

　長い栗色の髪を一つに編んだ、長身の青年だ。長旅でもしてきたのか、すっぽりと身を包んでいる麻の外套は所々が擦すり切れ、足元には大きな背はい囊のうが置かれており──彼は透き通る翡翠色の瞳で、眩しそうに神鳥の城をジッと見上げている。

　カナイの隣に並んで歩きながら、旅人風の青年を隅すみ々ずみまで観察していた鷹雅は、やがて低く抑えた声で言う。

「あの者は、正門を通らずに森を突っ切ってきたな」

「えっ。どうして、そんなことがわかるの？」

「奴の纏っている外套をよく見てみろ。至るところに、木の葉や枝がついているだろう。それに、あの見るからに不ふ審しんな格好で正門を通過できると思うか？　どう考えても、門番に追い返されるだろう」

　言われてみれば、まさにその通りだ。神鳥の城へ通じる正門には、常に四人の屈くつ強きような門番の騎士が詰め、不審な人物が城内へ侵入しないよう目を光らせている。

　正門を通るには、アークライトのような権限でも持っていなければ、王都の神殿へ出向いて入城の申請手続きを行わなければならない。だが、正規の手段を踏んだとしても、滅めつ多たに入場許可が下りることはなかった。

　それほど神鳥の城は、関係者の手によって厳重に守られている。外観の煌きらびやかさこそ遙かに劣おとるが、王都にそびえるヴェネール城よりも、その守りが堅いことは確実だ。

「だけど、森を通って来られたってことは、悪い人じゃないのよね？」

　城の周囲には、悪しき存在を跳ね返す聖なる力が張り巡らされている。故ゆえに、その力の影響を受けず、こうして城の敷地内に入り込めた彼は、少なくとも自分達に危害を加えるような人物ではないはずだ。

　どちらにしても、彼を無視することはできない。

「あ、あのー……みぎゃっ!?」

　取り合えず声をかけてみようと、ほてほて謎の青年へ近づいて行けば、足元に転がっていた石に蹴け躓つまずき、カナイは頭から地面に突っ込みそうになった。

　謎の青年を警戒していた鷹雅は、勢いよく前のめりに傾かしいだ主あるじの身体へ手を伸ばしたが一歩遅く。少し離れて歩いていたココシュカも慌てて駆けつけたが、彼も倒れゆくカナイの身体を支えることはできなかった。

　玄関前広場の地面は、煉れん瓦がが敷き詰められている。ここで顔面を強打すれば、最悪の場合、鼻の骨を折ってしまうかもしれない。

（そんなの、絶対に嫌ぁ──っ！）

　ぎゅっと目を瞑つむり、迫りくる地面との激突に心中で絶叫する。

　もう駄目だと、誰もが諦めたその時──間かん一いつ髪ぱつのところで、カナイの身体を抱き留めた者がいた。

「大丈夫ですか、お嬢さん」

　耳元で囁ささやかれた声に、カナイはパッチリと目を見開く。呆然と見上げた先では、謎の青年が気き遣づかわしげに微笑んでいた。
















　ボロボロの外套を纏ってはいるが、間近で見た青年は容姿端麗で、思わずカナイはお礼を言うのも忘れ、その整った顔にぽーっと見入ってしまう。特に、長い睫毛に縁ふち取どられた翡翠色の瞳が、宝石のように美しい。

（あれ？　でも、この瞳の色ってどこかで見たような気が……）

　思い出せそうで、今一歩のところで思い出すことのできない、もどかしい既き視し感かん。そうして頭を悩ませている間も、カナイは青年の顔を穴が開くほど見つめており──二人でじっと見つめ合っているうちに、青年はカナイの額に浮かぶ紅ぐ蓮れんの模様に気がついたらしく、利発そうな目元を和なごませて微笑む。

「もしやあなた様が、新たな神鳥様でいらっしゃいますか？」

「あ、えっと……そう、ですけど……？」

　無意識に異性の顔を観察してしまい、我に返ったカナイが赤面しながらも小さく頷けば、謎の青年は満足したように笑みを深める。

　そして彼は、支えていたカナイの身体を確かにその場へ立たせると、彼女の前へ跪ひざまずいて深く頭こうべを垂れた。

「愚ぐ弟ていがお世話になっておきながら、ご挨あい拶さつに伺うのがこれほどまでに遅れてしまい、誠に申し訳ありませんでした」

「なぁ鷹雅、グテイってなんかの食いもん──もがっ」

　空気を読む能力が欠落しているココシュカが、いつもの大おお呆ぼけをかまそうとしたところを、すかさず鷹雅の大きな手が強制的に発言を封じる。鷹雅の眉間には、お前は食べることしか頭にないのかと言いたげな皺が、根深く刻まれていた。

（愚弟って、弟のことよね？　そんでもって、私がその弟さんのことをお世話していると……）

　正直、普段は使用人達からお世話される側にあるカナイだ。彼の弟が誰なのかさっぱりな上に、男性からお世話される機会もあまりなかったので、余計に思考はこんがらかってゆく。

「カナイ様、どちらにいらっしゃいますかぁー？」

　その時、神殿へと続く中庭の方から、自分の名を呼ぶグレスの声が聞こえてきた。

　そう言えば午後から、彼から地上の言語を学ぶことになっていたのだった。つい体力作りに夢中になり、すっかり時間の流れを忘れていたので、わざわざ迎えにきてくれたのだろう。

「……この声は……」

　次第に近づいてくるグレスの声に、カナイへ頭を垂れていた青年が顔を上げ、無駄のない動きで立ち上がる。彼が長く編まれた三つ編みを揺らしながら、中庭方面へと続く小道を振り向けば、時期を計ったようにグレスがそこにひょっこり姿を現した。

　彼はまず、探していた主を見つけて安心したような笑顔になり、教材の書物を抱かかえ直して彼女のもとへ駆け寄ろうとして──途中で、はたと歩みを止める。

「ど、どうして……っ」

　眼鏡の奥で、愕然と見開かれた翡翠色の瞳。

　彼とまったく同じ色の瞳を細め、謎の青年がにっこりと穏やかに微笑む。

「久しぶりだな、我が弟よ」

「えっ？」

　今この人は、何と言っただろう。まっすぐグレスへ笑いかけながら、彼のことを「我が弟」と称さなかっただろうか。

（つまり、この人はグレスさんのお兄さんってこと？　でも、グレスさんにお兄さんなんていたかしら？）

　歳の離れた姉がいることは、出会った当初から聞かされている。彼のかけている銀縁の眼鏡も、彼女から贈られたものらしいのだが──兄がいるという話は、一度として話題に出たことはなかった。

　これはどういうことだと、カナイが小難しい顔をして首を捻っていれば、謎の青年がいきなり外套を脱ぎ始める。

「どうしてとは、まさに私の台詞せりふだと思うが？　お前がフレイムローズ神殿に配属されたことは、数年前に寄よ越こした手紙で知らされていた。だが、新たな神鳥様の守護者に選出されたことまでは、まったくもって知らなかったぞ」

　薄汚れた外套の内から現れたのは、白いシャツに黒いズボンと裾長のベストを纏った、細くしなやかな身体。隠されていた胸の膨ふくらみが露あらわになり、カナイは目を真ん丸にして驚き入った。

「すっげぇーっ！　あんた、女だったのか？　オレってば、てっきり男だと──もがっ」

　カナイが心で思ったことを大声で代弁し、ココシュカは懲こりずに鷹雅から口を塞がれる。だが、鷹雅も声に出さないだけで、謎の人物が女だったことには少なからず驚いているようだ。その証拠に、彼女を見る表情が困惑げに歪んでいる。

　脱いだ外套を荷物の上に置いた女性は、石せき化かしたように動かなくなったグレスのもとへ歩み寄りながら、両手の関節を盛大にバキボキと鳴らす。

「旅の途中で、お前が守護者に選ばれていたと風の噂で知った時、私がどれだけ驚かされたと思っている？　申し開きをするのなら、今のうちだと思うぞ？」

「ね、姉さん……っ」

　久ひさ方かた振ぶりに姉と再会したというのに、これから待ち受けるだろう惨さん劇げきの予感に、グレスは今から情けない涙目になっている。

　──こうしてリーベル姉弟は、感動とはほど遠い、壮絶な再会を果たしたのだった。
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　玄関先での一悶もん着ちやくをどうにか収め、場所は城内の客間へと移された。

　騒ぎを聞きつけて飛んできたイナミを交まじえ、窓際に置かれた卓には城の主であるカナイと、散々関節技をかけられて満まん身しん創そう痍いになったグレスに、彼の姉であるロゼリア・リーベルの四人が着いている。

　グレスから紹介を済まされたロゼリアは、先ほどから熱心にイナミへ弟の勤務態度を尋ねていた。彼女と並んで長椅子に座っているグレスは、可か哀わい想そうに、小さく背を丸めてすっかり意気消沈してしまっている。

　黙って会話に耳を傾けていたカナイの、ちびちびと啜すすっていたお茶が完全に冷めた頃。ようやくイナミとの話を切り上げ、渇かわいた喉をお茶で潤うるおしていたロゼリアが、何かを思い出したように「あぁ、そうだった」と唐突に呟く。

「言うのが遅くなったが、実は先日、奉ほう公こう先で問題を起こしてクビになってしまったのだ」

「えぇ──ッ!?」

　奇声じみた声で叫んだのは、それまで目立たないように気配を消していたグレスだった。

「家宝の花か瓶びんを誤あやまって割ってしまったのが、どうにも大奥様の逆げき鱗りんに触れたようでな。気がつけば、屋敷から叩き出されていた。そんなわけで、行く当てもなかったので久しぶりに弟の顔でも見に行こうかと、ここまでぶらり気ままな一人旅を決め込んできたのだ」

「何がぶらり一人旅ですかっ！　そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではないでしょう!?」

　お茶が零こぼれるのも構わず、グレスは長机を渾こん身しんの力でズバンと引っ叩く。ただ傍ぼう観かんを決め込むしかないカナイとイナミは、突如響いた派手な音に、揃ってびくりと肩を震わせた。

　グレスがここまで、感情を剝き出しにして激怒したことがあるだろうか。隣に座っているイナミの反応から察するに、彼もグレスが本気で怒っているのを見たのは初めてなのだろう。

（怒ってる時の顔は、お姉さんとよく似てるわね）

　そんなことを、カナイがぽかんと腑ふ抜ぬけた顔で考えている最中にも、グレスの詰きつ問もんは続く。

「これからいったい、どうするつもりですか!?　今は僕なんかの心配をするよりも、真っ先に自分の将来を心配する時でしょう！」

「なぁに、私はまだまだ若いからな。探せばいくらだって、働き口なんてあるだろうさ」

「しかし、次の仕事が見つかるまで、貯たくわえに余裕はあるのですか？　再び住み込みの仕事に就つくのなら問題はないでしょうけど、通いの仕事ともなれば部屋も借りなければならなくなるでしょうに……」

「路ろ銀ぎんはない。だが、私の心配などしなくても結構だ」

　口元に指を添えて、真顔でこれから必要となるだろう金の勘かん定じようを始めた弟を、ロゼリアは爽やかに笑い飛ばす。

「私はお前とは違い、剣の腕がある。王都へ行けば、すぐにでも護衛の仕事に就けるだろう。しばらくは傭よう兵へいの真ま似ね事ごとでもして、細々とでも生活するさ」

「よ、傭兵って──姉さんは仮にも女性でしょう!?　そのように危険な仕事、他の誰が許しても、弟の僕が絶対に許しませんからね！」

　おどけて力ちから瘤こぶを作って見せた姉に、グレスは必死の態ていで詰め寄る。

　その時、リーベル姉弟の口論を蚊か帳やの外で聞いていたカナイは、傍かたわらに座るイナミの袖をちょんちょんと引っ張り、小さな声でこっそりと耳打ちした。

「ねぇ、傭兵ってそんなに危ないお仕事なの？」

「傭兵とは、私的に契約を結ぶ臨時の兵士みたいなものだ。そのため、荷物の運搬を頻繁に行わねばならない商人などが、多く利用しているな。荷物の運搬中、盗賊などに襲われた際には主と積つみ荷にを守るため、命懸けで戦わねばならない危険な仕事だ」

「それってかなり、ヤバいお仕事じゃない！」

　カナイは頓とん狂きような声で叫ぶと、眼前の卓に両手を叩き置いて立ち上がる。何度も激しい振動に見舞われた卓上は、無残にも零れたお茶でぐちゃぐちゃに濡れていた。

「ロゼリアさん。傭兵なんて危ないお仕事、私も断固反対ですよ！」

「カ、カナイ様……？」

　いきなり声こわ高だかに叫びだした小さな神鳥に、リーベル姉弟は一様に翡翠色の瞳を丸めた。

「そんな危険なお仕事をするのなら、このお城でメイドとして働いて下さい！　というか、グレスさんのためにも、是非ともそうして下さいっ！　家族は、一緒に暮らすべきです！」

「ちょ、ちょっと待て！　お前、独断で何を突とつ拍ぴよう子しもないことを言ってるんだ!?」

　一人興奮状態で、突然勝手なことを言い出したカナイを、焦あせったイナミが元のように自分の隣へ座らせる。

　神鳥の城とそれに付属する神殿は、魔物の侵略から人族が生き残るために存在する、大陸で唯一の砦とりでである。この砦が崩れ、地上と天界を繫ぐ水盤を失うようなことになれば、新たな神鳥を神降ろしすることができなくなり──その結果、大陸一つが魔物によって完全に支配されるという、最悪の結末が訪れるだろう。

　だからこそ、メイド一人雇い入れるのにも厳重な審査が待ち受けている。それは、砦が内部崩壊するのを防ぐために必要不可欠なことであり、神殿側の措そ置ちとしては当然のことだ。カナイもそのくらいのことは、毎日行われるグレスとの勉強会で、とっくに教わっていた。

　けれど今回ばかりは、自分の意思を通さずにはいられない。

「ねぇ、イナミ。涙の卵から生まれてくる神鳥には、家族っていないでしょう？　だから私達は、家族ってものがどんな存在か知らないわ」

「た、確かにその通りだが……？」

「だけどね、大切な人を失う痛みくらいは、私にだってわかるつもりよ。あなたがダリアさんと二人だけで、魔物の討伐に行ったことが今までに二回もあったじゃない。あの時、あなたが死んじゃうんじゃないかって心配で、本当に怖かったんだから」

「カナイ……」

　しょげたように俯うつむき、予想外の言葉を零したカナイに、イナミは怯ひるんだように息を吞んだ。

「グレスさんにはね、もうお姉さんしか家族と呼べる人がいないの。だからね、その大事なお姉さんには、私もできるだけ危ない目には遭ってほしくないのよ……」

　十二年前に故郷を襲った魔物の恐怖に、つい最近までさいなまれていたグレス。

　ようやく、神力を帯びた片眼鏡などで感情を封じずとも、普通に生活できるようになったというのに──悲しい過去を克こく服ふくしても新たな悲しみに襲われては、同じことの繰り返しになってしまう。

　もう、あんなグレスの姿を見たくはない。最後の寄よる辺べである姉まで失い、グレスが立ち直れなくなってしまうことが、カナイは一番恐ろしかった。

「……ロゼリアさん。我が主はこのように申しておりますが、あなたはこの城で働く気はありますか？」

　やがてイナミは、何かを諦あきらめるように嘆たん息そくしながら、呆然としているロゼリアへ端たん的てきに尋ねる。彼女がその問いに答えるよりも早く、慌てたような声を上げたのはグレスだった。

「イナミ様、それはいけません！　いくら僕の姉だからといって、特例でメイドとして雇い入れるなど、おやめ下さい！」

「これは、城の主であるカナイの意志だ。たとえ神官長や姫巫女様でも、現今の神鳥の意志を踏みにじるようなことはできない。無論、私やお前がいくら反論したところで無駄なことだ」

「で、ですが……」

　グレスは答えを求めるように、忙せわしなく宙へ視線を彷徨さまよわせて逡しゆん巡じゆんする。

　その時、叩き割らんばかりの勢いで卓上へ両手をついて起き立りつしたロゼリアが、夏の草原を思わせる瞳を輝かせながら叫ぶ。

「素晴らしい！　いまだ神降ろしされたばかりであらせられるのにもかかわらず、カナイ様はなんと慈悲深く御心の広い神鳥様なのでございましょうか！　あなた様こそ、我が救いの女神！　弟共々、一生おそばに仕つかえさせて下さいませ！」

「ね、姉さん!?　何を勝手なことを言っているのですか！」

「そうと決まれば、これから神官長と姫巫女様に、〝審査〟という名目で顔を合わせていただきます。その後は、私どもの方で事務処理等は適当に済ませますので、さっそく明日から働けるようにしましょうか。あぁ──今夜ばかりは部屋の用意が間に合わないと思いますので、一晩だけグレス殿のお部屋にお泊まりいただくことになります」

「イナミ様まで、そんな勝手なことを……っ！」

　姉とイナミだけで話を強引に進められ、グレスは青い顔色で無意味にあわあわしている。

　そんな三人の様子を、一人カナイだけが満足げな笑顔で眺めていた。
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　守護者の住居区である西館の、三階にある自室にて。

　窓の外は宵よい闇やみに包まれ、室内は窓辺に置かれたランプの灯あかりによって、淡く照らし出されていた。湯ゆ浴あみを終え、寝巻き姿で窓際の勉強机に向かっていたグレスは、ペンを走らせていた手を止めて重苦しいため息をつく。

「まさか、姉さんがこの城で働くことになるとは……」

　あの後イナミは、本当に姉を神官長と姫巫女のもとへ連れて行った。もちろんその場には、カナイとグレスも同席していた。

　正直、いくら神鳥の守護者である自分の姉だとしても、規則を無視して雇われることはないだろうと思っていた。たとえ現神鳥の意志だからと言っても、これは安あん易いに通される案件ではないと、高を括くくっていたのだ。

　だが、使用人採用審査は、開始からほんの十分程度で終了した。神官長と姫巫女から人柄を気に入られ、両者共に合格という驚きよう愕がくの結果で──。

「なんだ、グレス。お前は私に、この城で働いてほしくないのか？」

「……っ！」

　突とつ如じよ背後から響いた声に、ドキッと心臓を跳ねさせ振り返った先には、いつの間に現れたのかロゼリアが薄く微笑みながら佇んでいた。

「ね、姉さん……湯ゆ殿どのに行っていたのではなかったのですか？」

「お前が特大のため息をついた辺りには、もう戻っていたぞ。それよりもお前、カナイ様にお仕えする守護者ならば、気け配はいの察さつ知ちくらいできなければ駄目だろうが」

　父親似の精せい悍かんな顔つきだけでなく、以前にも増して男っぽくなった口調で叱しかられ、グレスは反射的に肩を竦める。

　子供の頃の姉は、今よりもずっと女らしかった。スカートを穿はき、多少乱暴だったが口調も普通だったはずだ。

　姉が男らしくなり始めたのは、果たしていつからだったのだろうか──。そんなことを軽い現実逃避で考えていたグレスの意識は、姉の不気味な笑い声で現実に戻ってくる。

「姉さん、何がおかしいんですか？」

「いやなに、カナイ様のことを思い出していただけだ」

　無断で弟のベッドへどっかりと腰を下ろし、濡れたままの長い髪を手近な布でがしがしと拭きながら、ロゼリアは上機嫌で歌うように言う。

「あのお方は無理を通してまで、お前のために私のような者をこの城で雇うと仰おつしやって下さった。本当にお優しい、人の痛みのわかる賢けん明めいなお方だ」

「は、はぁ……」

「だからグレス、お前は将来カナイ様と結婚しろ」

　近所の市場で、カボチャでも買ってこいとでも言うような気安い口調で放たれた言葉に、グレスは一瞬何を言われたのか理解できなかった。

「あの、姉さん……僕の耳がおかしくなければ、今、カナイ様と結婚しろとか言いました？」

「なんだ、ちゃんと聞こえているではないか。その歳で二度聞きするようになっては、この先が思い遣やられるぞ」

　やれやれと首を振る姉に、今度こそグレスは完全に思考を凍りつかせた。

　ずり落ちた眼鏡を直そうともせず、間抜け面づらを晒す弟を一いち瞥べつし、ロゼリアは長い足を優雅に組んでにやりと笑う。

「よく考えてみろ。カナイ様が私をこの城に雇い入れたのは、偏ひとえにお前を思ってのことではないか。──よかったな、グレス。どうやらカナイ様は、お前に脈ありのようだぞ」

「ね、ねねね、姉さんッ！　何と恐れ多いことを！　カナイ様は、僕のお仕えする主なのですよ？　そのようなお方と、結婚なんてできるはずがないでしょう!?」

「いいや、できる。何と言っても、前例があるからな。十二年前に私達をお救い下さったセレナ様とて、ご自分の守護者であったヴィルファイド様とご結婚なされたではないか。だから、お前にだって望みはある」

　それはどんな望みだと、グレスは筆記用具の散乱する机の上へばったり突つっ伏ぷした。

「幸いお前は、母さんに似て優しい顔立ちをしている。あの年寄りじみた片眼鏡から、私の贈った眼鏡をかけるようになったことからして、お前にも少しは洒しや落れっ気けが出てきたのではないのか？　──今がまさに、その顔を存分に利用する時だ」

「そんなふしだらなことのためにこの顔を使ったら、天国の母さんが泣いて嘆なげきますッ！」

「なぁに、安心しろ。この私が直じき々じきに、女の口説き方を懇こん切せつ丁てい寧ねいに教え込んでやる」

「結構です！　そして、少しは僕の話をちゃんと聞いて下さい！　僕には守護者としてではなく、神官としての仕事もありますので、女性と遊んでいる暇などありませんからっ！」

　しかも、姉が恋愛相手として推すい薦せんしたのは、こともあろうに主の神鳥だ。無意識に、自分とカナイが仲良く手を繫いで笑い合っている場面を想像して、顔が爆発したように熱くなった。

　そんなこと、万が一にもありえない。カナイはこの命を懸けて守るべき神鳥であり、決して邪な対象として見てはならない存在だ。──というか、彼女のことを考えて顔を赤くしている自分自身が、一番ありえない。

（こんなの、いつもの僕じゃない……っ）

　耳まで燃えるように熱く、恥ずかしさのあまり目の端に涙が浮かぶ。生まれて初めて、今にも死んでしまいたいくらいの羞しゆう恥ち心しんというものを体験したかもしれない。

　だが、それくらいの拒絶で諦あきらめるほど、ロゼリアの決意は脆もろくはなかった。

「お前、それでも健全な十八歳の男子か？　今、青春を謳おう歌かせずしてどうする。勉強も仕事も大事かもしれんが、若いうちには、それ以上に経験しなければならんこともあるのだぞ？」

「今の僕がやるべきことは、一つでも多くの神術を習得して、守護者としての役目を全まつとうすることだけです」

「いいや、それは違う。男は恋をして守るべき存在を手に入れてこそ、真の力を発揮することができるのだ」

　つまり──と、ロゼリアは垂れた前髪を搔き上げ、片頰を吊り上げてどこまでも男前に笑う。

「お前が今より強くなりたいと望むなら、即刻恋をしろ！　当然だが、カナイ様以外の相手に好意を寄せでもすれば……どうなるか、わかっているな？」

　ランプの頼りない灯りに浮かぶ室内に、不ふ穏おんに響いた両手の関節を鳴らす音。

　昼間にかけられた関節技の苦痛をまざまざと思い出し、グレスはそれ以上反論することがどうしてもできなかった。
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　グレスの姉であるロゼリアが、神かみ鳥どりの城でメイドとして働きだしてから、早くも十日が過ぎ去ろうとしていた。

「今回、カナイ様のお使いになられた文法は、決して間違いではありません。ですが、文章の内容から判断しますと──」

　神術によって涼しく保たれている神殿の一室では、本日も新米神鳥のために、グレスの語学講座が開かれている。

　窓辺から差し込む日差しに、時折眼鏡めがねをキラリと光らせながら、羊よう皮ひ紙しに書かれた文面を視線で辿たどり、的確な助言を述べるグレス。彼の言葉へ熱心に耳を傾け、真ま面じ目めに勉学に励はげむカナイであったが──次の瞬間、静やかな室内に「ぐぅ～……」という、何とも間ま抜ぬけな音が響き渡った。

「ご、ごめんなさい……っ！」

　空腹を訴うつたえた腹を押さえ、カナイは火が出そうなほど真っ赤な顔になる。

　せっかくグレスが、これから正しい文法の使い方を教えてくれようとしていたのに、どうしてこんな時に腹の音が鳴ってしまったのだろう。こうも堂々と鳴ってしまえば、誤ご魔ま化かすことができないどころか、あまりに恥ずかしすぎる。

「失礼します。可か愛わいらしいお腹の音が聞こえてきましたので、甘い物をお持ち致しました」

　カナイが赤面したまま縮こまっていれば、時期を計ったように部屋の扉が開かれ、片手にお盆を持ったロゼリアが現れる。

　メイドとして雇われたはずのロゼリアだが、纏まとっているのは男性使用人用の黒い制服だった。本人曰いわく、メイド服は絶望的に似合わないので、以前の奉公先でも男性用の制服を着用していたらしい。

　普通の女性が同じことをすれば、明らかに奇異の目で見られるだろう。しかし、中性的な顔立ちですらりと長身のロゼリアならば、微み塵じんも違和感を抱かずにいられる。むしろ、他のメイドのみならず、女によ官かんや巫み女こまでが彼女の凜り々りしい姿に憧れてしまうほどだ。

　ロゼリアは女性の扱いが異様に上う手まいため、今やその人気は女性陣の間では鰻うなぎ昇のぼり状態にある。神職の頂点に立つ姫巫女のアルーナでさえ、前が見えないほど両手に積み上げた書物を運んでいる際、颯さつ爽そうと現れた彼女に助けられて以来、すっかりロゼリアに執しゆう心しんしていた。

「本日のおやつは料理長ご自慢の一品、季節の果物をふんだんに使った、焼き立てのフルーツケーキでございます。温かいミルクたっぷりの花はな茶ちやとご一緒に、どうぞお召し上がり下さい」

「うわぁ、美お味いしそうっ！」

　勉強に集中していたため、小こ腹ばらが空すいたことにも気がつけなかったカナイは、おやつの登場にペンを放り出して歓かん声せいを上げる。赤っ恥をかいた直後ということも忘れるほど、鼻び腔こうをくすぐる甘い香りは魅惑的だった。

　カナイの腹の虫が上げた声を実際に聞いていたグレスは、さつそく微び苦く笑しようしながら卓上を片づけている。そこへ、ロゼリアが慣れた手つきでお盆に載せていた品を、音も立てずにてきぱきと並べてゆく。

「……あれ？」

　カナイがおやつを楽しむ時は、その時々に同席している守護者や親しい人物が相しよう伴ばんすることになっていた。──いくら美味しいものでも一人で食べるのは寂さびしいと、可愛らしい駄だ々だをこねられた結果である。

　今回も、フルーツケーキとお茶がグレスの分も用意されたのだが、何かがおかしいとカナイは首を傾げる。

「あ、フォークが足りないんだわ」

　ぽんっと手を打ち、納得する。

　自分の皿にはフォークがあるけれど、グレスの皿には置かれていない。そのことをロゼリアへ知らせようと、何気なく背後を振り返ったカナイは、きょとんと目を丸くする。

「どうかしましたか、カナイ様？」

「えっと、グレスさんの分のフォークがないから、ロゼリアさんに持ってきてもらおうと思ったんだけど……いつの間にかいなくなってたのよね」

「フォークって──あ」

　フォーク不在の皿を見下ろしたグレスが、どうしてだか気まずそうな顔になった。

「どうしよう。これじゃあ、グレスさんが食べられないわよね？」

　空腹に耐えかね、自分でも気がつかないうちに手に持っていたただ一つのフォークで、フルーツケーキを突きながら悩む。──その時、カナイの脳のう裏りに良案が浮かんだ。

「フォークが一つしかないなら、仕方がないわね」

　フルーツケーキを一かけらフォークに刺し、それをグレスの目の前へ突き出しながら、カナイは無邪気な笑顔で言う。

「私がグレスさんに、こうやってケーキを食べさせてあげるわ。これならフォークが一本でも、二人で食べられるでしょう？」

「え……ッ!?」

「だって、フォークが足りないんだから仕方ないでしょう？　わざわざ食堂まで取りに行くなんて面倒だし、手て摑づかみなんて行儀が悪いから駄目よ。だから──ね？」

　にっこりと微笑みながら小首を傾かしげてみせたカナイに、グレスは大げさに慄おののいた様子で固まった。そして、彼は徐々に頰を赤らめてゆく。

　顔を真っ赤に染めて硬直したグレスに、カナイは怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる。──と、その時、嵐の到来を報しらせる慌あわただしい足音が聞こえてきたかと思えば、部屋の扉を勢いよく押し開けて、笑顔満開のココシュカが室内へ駆け込んできた。

「カナイ、腹減ったぁ～。今日も菓子分けてくんねぇか？」

　城壁代わりの森に入って、遊んでいたのだろうか。そう言って腹を押さえているココシュカの全身には、彼の髪と同じ色をした瑞みず々みずしい木の葉が至るところにくっついている。

　まずい場面を、一番見られたくない人物にバッチリと目撃されてしまったと、グレスは内心で焦あせった。

「おい、ココ！　神殿や城の中に入る時は、身体の汚れを落としてからにしろと、前から何度も注意しているだろう。いい加減、これくらい覚え……」

　汚れた格好のまま、神殿内を走り回るココシュカを追ってきた鷹雅まで現れ──グレスにケーキを食べさせようとしているカナイを目撃した彼は、喉のど元もとに刃でも突きつけられたかのような顔で、ぴくりとも動かなくなった。

　そして。

「鷹雅に、ココ。このようなところで、いったい何をして……」

　偶然部屋の前を通りかかったイナミまでもが、先ほどの鷹雅同様、言葉を途中で飲み込み、表情を凍りつかせる。言うまでもなく、室内の光景を目まの当たりにしてのことだった。

　どうしてこうも、不幸な事態とは重なって起こるものだろうか。

「なんだよグレス、ずりぃぞ！　そんな美う味まそうなモン、カナイから食べさせてもらうなんてよぉ！」

　決定的に場の空気を読めないココシュカは、無言で石化する他の二人を尻目にカナイのもとへ駆けて行くと、彼女のフォークを持っている手をむんずと摑つかむ。そして次の瞬間には、グレスに食べさせる予定だったケーキのかけらは、彼の口の中へと消えていった。

「う～ん、美う味めぇっ！　なぁなぁ、もう一口くれよ！」

「えっ……あ、うん」

　急せかされるがまま、ココシュカの口にケーキを運ぶカナイ。

　そんな二人の微笑ほほえましく見えなくもないやり取りに、グレスが助かったと胸を撫なで下ろそうとしたところ──彼は背後から漂ただよう、濃密な殺気を感じ取って青あお褪ざめた。

「……グレス、これはいったいどういうことだ？」

　これから剣術の訓練へ向かうつもりだったのか、恐ろしく低い声で問うてくる鷹雅の右手には、一振りの木ぼく刀とうが握られている。彼から発せられる負の気配とあいまって、恐怖が倍増した。

　一方、彼の隣に立つイナミは、グレスとろくに目も合わさず、消え入りそうな声で謝罪する。

「すまなかったな、グレス。私は別に、覗くつもりではなかったのだ。書庫へ向かおうとしていて、偶然にだな──」

「ま、待って下さい！　イナミ様、それは誤解で……ッ！」

「それでは、何がどのように誤解なのか、じっくり聞かせてもらおうか？」

　どうにか笑顔を取り繕ってはいるが、目が本気の鷹雅から片手で肩をがっしり押さえ込まれる。

　その力は骨が軋きしむほどに強く、有う無むを言わせないものだった。







　神殿の裏庭に面する窓辺から、室内の様子をひっそりと窺うかがっていたロゼリアは、予期せぬ闖ちん入にゆう者しや達に舌打ちする。

「せっかくいい雰囲気だったのに、邪魔が入ったか……」

　カナイが手ずからケーキを食べさせるという、この上なく甘い展開を狙い、わざと弟の分のフォークだけ用意しなかった。そして、途中まではその作戦も成功していたのだ。──他の守護者と、先代の神鳥が現れるまでは。

　窓越しだというのに、微かに聞こえてくる声は、弟と同じくカナイへ仕つかえる異国から召しよう喚かんされた男のものだ。

　フォークがなければ、食堂へ取りに行けばいいだろう。そのくらいのことで、馬鹿みたいに横おう着ちやくをするな。大体お前達は、恥じらいというものを知らんのか。二人とも、少しは慎つつしみというものをだな──と、木刀を片手に延々説教をしている。

　しかし、弟が絞しぼられるのは一向に構わないのだが、カナイまで一緒に叱られてしまうとは、申し訳ないことをしたと反省する。

（次は、カナイ様にご迷惑がかからない手段を考えなければいけないな）

　空になったお盆を小脇に抱え、フッと不敵に笑う。

　そして彼女は、音もなくその場を後にした。
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　ランプの頼りない灯あかりが揺れる、フレイムローズ神殿の書庫。

　まだ日が落ちて間もないが、夕食時の書庫の利用者は、最さい奥おうの席で高等神術の書物に目を通しているグレスただ一人だった。

「……もう嫌だ……」

　読みかけの書物を伏せ、誰も見ていないのをいいことに、卓上へ力なく伸びる。

　いつもより目ま深ぶかに被かぶっているフードの奥に隠れた表情は、生せい気きが根こそぎ奪われたように暗い。目の下にはうっすらと隈くまが浮かび、頰ほおも若じやつ干かんやつれたように見える。

（まさか姉さんが、本気で僕とカナイ様を結婚させようとするなんて……）

　冗談だと思いたかった。むしろ、冗談であってくれと天界に御お座わす神に懇こん願がんしたいくらいだ。しかし、現実とは無情なもので──幾度、夢なら覚めてくれと祈ったところで、姉の傍はた迷めい惑わくな暴走はとどまることを知らずにいる。

　お陰で昼間はカナイ共々、鷹雅から耳が痛くなるくらい、散々説教を受ける破は目めになってしまった。

　たった一人の家族である姉と、毎日顔を合わせられるのは、正直言って嬉しい。以前までは、年に三回でも会えればいい方で、一度も顔を合わせられずに、手紙のやり取りだけで過ごした寂しい年もあった。その頃と比べれば、現状は遙かに改善されたはずだ。

　別に、姉が疎うとましいというわけではない。どこか違う職場へ移ってほしいとも、思ってはいないが──これからも仕え続けなければならない主あるじとの関係を、これ以上気まずいものにすることだけは、どうしてもやめてもらいたかった。

「胸が……痛い……」

　ひんやりした机き上じように右頰を押しつけ、疼うずくような痛みを訴える胸を、装しよう束ぞくの上から鷲わし摑づかむ。

　無邪気に目を輝かせて、ケーキを刺したフォークを突き出してきたカナイ。いつもの自分なら、ただ笑ってやり過ごしていたはずだ。けれど今日は、そうすることができなかった。

　彼女の澄んだ鏡きよう面めんのような瞳には、やけに気抜けした顔の自分が映っていた。たったそれだけのことで、胸の奥がどうしようもなくざわめき、頰はのぼせたように熱くなってゆくばかりで──自分が自分でなくなったような気がして、無む性しように怖くなった。

（この気持ちは、何なんだ？　苦しくて、勉強が手につかない……）

　煩わずらわしいと思っても、完全に無視することはできない不思議な感情。この想いの正体を摑むことは、複雑な古代語の書物を読み解とくよりも難しい。

「ルイーズ、いるかぁ～？　って……そこにいるのは、グレスか？」

　突然室内に響いた間の抜けた声に、神経が過敏になっているせいか、両肩がびくりと大げさに跳はねる。卓上へ凭もたれていた上半身を起こし、慌てて振り向いた先には、神殿騎士団の制服を纏うヴィルファイドが立っていた。

「どうした、辛しん気き臭くせぇ面つらしやがって。なんか悩み事か？」

　苦悩とは縁遠い快活な笑顔でやってきたヴィルファイドは、無許可で隣の席へどっかりと腰を下ろす。行儀悪く卓に片かた肘ひじをつき、ニヤニヤと不気味に笑っている彼は、明らかに自分をからかいたがっている雰囲気を発している。

　最悪な時に、一番会いたくない人物と遭遇したものだ。

「ヴィルファイド様が書庫を訪れるとは、珍しいですね？　また、ルイーズ様をお探しになられているのですか？」

「ん？　まぁな。あいつ、どんなトコでも寝られる特技があるだろ？　それに加えて、放って置くとず～っと寝続けるからなぁ。今だって、飯めし時どきになっても食堂に来ねぇから、ユージィと手分けして捜索してるんだ」

「ならば今すぐ、捜索の方へお戻り下さい。僕のことは、お気になさらずとも結構ですから」

　ヴィルファイドにかかわると、ろくなことがない。神学校を卒業して、フレイムローズ神殿に配属された当時から何かとちょっかいを出されており──はっきり言って、この上なく苦手な相手だ。

　正直この傍はた迷めい惑わくな男が、三年前に王都を魔物の強きよう襲しゆうから救った英雄と同一人物なのか、時折疑わしく思えてならなかった。

「まぁまぁ、そう遠慮すんなって。可愛い後輩が暗い影背負って思い悩んでんのに、無視なんかできるワケねぇだろ？　人生経験豊富で心優しいお兄さんが、何だって相談に乗ってやろうじゃないか」

「……ルイーズ様の捜索は、どうなさるおつもりですか？」

「今は冬じゃねぇんだし、あいつなら外で一晩明かしてもケロッとしてんだろ。ユージィも探してるんだし、面倒だから放っておけ」

　本当に心優しいお兄さんならば、そんな薄はく情じような台詞せりふを笑顔で吐かないだろうと、グレスは心の中だけで愚ぐ痴ちる。

「それにしてもお前、この俺が相談に乗ってやるって言ってんのに、随ずい分ぶんと渋しぶるじゃねぇか？　さては、恋の悩みでも抱えてんだろ？」

「──っ！」

　いきなりじと目になったヴィルファイドの指摘に、不覚にもグレスは肩をビクリと揺らしてしまった。あからさまな反応に、自称心優しいお兄さんは、その敬称にそぐわない邪悪な笑みを口こう端たんに刻んだ。

「いやいや、お前くらいの歳としになると、恋こい煩わずらいなんて青あお臭くせえことは卒業済みか？　俺がお前くらいの頃は、大勢の娘たちに奪い合われて、それはもう悩むどころか、おちおち寝てる暇すらなかったモンだぜ」

「い、いえ……あの、僕は恋煩いどころか、初恋も未経験なんですけど」

「まーたまた。お前のその面で、初恋もしたことがねぇなんて詐さ欺ぎだぞ。別に恥ずかしがるような話でもねぇんだし、男同士、ここは腹割って話そうぜ？　──あ、素面しらふで言えなきゃ、酒の勢いでも借りるか？」

「恋愛経験に、顔は関係ありません。あと、お酒は断固お断りです。前から思っているんですけど、どうしてヴィルファイド様は、そうも熱心に僕へ飲酒させようとなさるのですか？」

「どうしてって、そんなの面白いからに決まってんだろ」

　そんなくだらない理由から酒を飲まされ、毎回ご丁寧にも綺麗さっぱり記憶を飛ばしている自分が、無む性しように可か哀わい想そうな奴に思えた。

「しっかし、何でもそつなくこなしてるお前が、色恋に手を焼かされてるなんてなぁ？　意外と初う心ぶなトコもあるじゃねぇか」

「で、ですから僕は、そういうことで悩んでいるわけではなくて……」

　どうして姉やヴィルファイドは、自分の話をまともに聞いてくれないのだろうか。

　一方通行な会話にグレスが頭を痛めていれば、いきなりヴィルファイドがぽんっと手を叩いて、とんでもないことを言い出した。

「ひらめいたぞ、グレス！　悩んでも解決しねぇんなら、もうこの際、潔く告白しちまえばいいんじゃねぇの？」

「な……っ!?」

「その娘が嫌だって言えば、それで悩みも吹っ切れるし、首しゆ尾びよく付き合えたらこっちのもんだ。実際恋人関係になってからの方が、お前みたいにグズグズ悩む奴は、自分の気持ちを整理できるだろうしな」

　悪あく行ぎようを企たくらむようニヤリと笑ったヴィルファイドは、驚きよう愕がくに固まったグレスの肩に腕を回すと、彼の耳元であれこれと告白の手て練れん手て管くだを勝手に吹き込み始める。

「まずは、両手に抱えきれないほどの花束を用意しろ。大概の女は、花に弱いからな。意中の娘が好きな花くらいは、根性で事前に調べておけよ。後は夜になるのを待ち、適当に雰囲気のいい場所へ呼び出して、甘い言葉を囁ささやいてやるんだ」

「あ、甘い言葉って……」

「この花よりお前の方が綺麗だとか、宵よい闇やみの中でもお前は輝いて見えるとか、その手の口く説どき文句は色々あんだろ。そんでもって、相手がうっとりしてきた瞬間を見逃さずに、さり気なく肩を抱き寄せる。それで相手が逃げなきゃ脈みやくアリってことで、口づけしてから好きだって言えば、もうイチコロだな」

　親指を突き出し、ヴィルファイドはふふんと機き嫌げんよく鼻を鳴らす。

「告白が成功した後は、もちろん自分の部屋に招くんだぞ？　そんでもって、さっさと既き成せい事じ実じつを作ってだな……」

「既成事実って──そんなこと、僕にできるわけがないじゃないですかッ!?」

　椅い子すを蹴け倒たおして猛然と立ち上がり、グレスは裏返った声で叫ぶ。
















　自分は恋なんかしていないというのに、どうして女性を落とす手管を学ばなければならないのだ。顔を真っ赤にして怒るグレスを尻目に、ヴィルファイドは子供みたいにケタケタ笑いながら、倒れた彼の椅子を起こしてやる。

「まぁ、頭で考えて延えん々えんと悩むよりも、時には捨て身でぶち当たってみるのも一つの手だってことだ。好きな女のためなら、度胸で突っ走ることも大事だぜ？　俺はそうやってセレナを手に入れたし、お前だって男なら、玉ぎよく砕さい覚悟で体当たりの勝負を仕掛けてみろよ」

「だから、それは誤解で……っ」

「おい、グレス。青春は長いようで短いんだから、悠ゆう長ちように構えてないで、大いに恋愛経験を積むんだぞ？　あんまりのんびりしてっと、お目当ての娘を横から搔かっ攫さらわれるからな」

　最後にばしんとグレスの背中を励はげますように叩くと、ヴィルファイドは豪快に笑いながら書庫から出て行ってしまう。好き勝手に他人事を引っ搔き回して遁とん走そうするのは、自由人な彼の十お八は番こであるが──その悪あく癖へきを、これほど恨うらめしく感じたことはない。

　フードの前をぐいっと引き下ろし、赤くなった顔を隠したグレスは、乱暴に椅子へ座り直すと勢いよく机に突っ伏す。

「僕が恋なんて、ありえない……っ」

　姉やヴィルファイドのせいで、頭も胸の中もぐちゃぐちゃだ。

　その後グレスは、ランプの灯りが燃え尽きたことにも気づかず、真っ暗になった書庫で、いつまでも頭を抱えて謎の感情を持て余あまし続けた。
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　中途半端に欠けた月が、宵よい闇やみを優しく照らし出している。

「せいっ、たあ……ッ！」

　誰もいない鍛たん錬れん場じようの片隅に響く、威勢のよい掛け声。松たい明まつもつけず、ひたすら木ぼく刀とうを振り下ろしているのは、動きやすい稽けい古こ着ぎ姿のカナイだった。

　ココシュカの神じん器ぎを精製した後、魔物の討とう伐ばつへ向かうことのできなかった自分を責めるように、彼女は毎晩のようにこっそりと隠れて鍛たん錬れんに励んでいた。そうすることでしか、未熟な自分を許す術すべが見つからなかったのだ。

（今よりも、もっと強くなりたい──）

　セレシェイアだけでなく、大陸一つの運命が自分の戦いぶりにかかっているのだ。いつまでもセレナやイナミ達に甘えて、中途半端に守られている状態ではいけない。王都に凱がい旋せんした時、弱虫な神鳥の自分を温あたたかく讃たたえてくれた人々を守るために、もっと努力して強くならなければ。

　もう、戦いたくても戦えない悔しさに、無駄な涙なんて流したくないから──。

　奥歯を嚙み締め、紅ぐ蓮れんの御み印しるしが刻まれる額に浮く汗を散らしながら、カナイは頭上に構えた木刀を勢いよく振り下ろす。次の瞬間、振り下ろされた木刀は両手からすっぽ抜けて、踏み固められた地面に虚むなしい音を立てて転がった。

「あ……っ」

　空っぽになった両手を見下ろして、カナイは初めて気がつく。

　木刀を振り続けた手は、とうに感覚を失い小刻みに震えていた。肉ま刺めが潰つぶれ、血が滲にじんだ手のひらの有あり様さまは、自分でも眉を顰ひそめずにはいられないほどひどい。それでも、いまだ心に立ち込めた自責の念は晴れることなく、カナイは落とした木刀を拾おうとする。

　しかし、カナイよりも先に木刀を拾い上げた人物がいた。

「そこまでだ。向こうに水を用意したから、少し休きゆう憩けいしろ」

　木刀を片手にそう言ったのは、月明かりの下で心こころ許もとない表情を浮かべているイナミだった。







　喉のどを鳴らして冷えた水を飲み干し、一息つく。

「イナミ、ありがとう。お水、凄すごく美お味いしかったわ」

　兵士や騎士の鍛錬中の休憩に使われる、大雑把おおざつぱに作られた木製の卓に着き、カナイは向かいの席に座るイナミへ照れくさそうに礼を述べる。

　鍛錬に熱を上げるあまり、喉の渇きすらも忘れていたらしく、一気に二杯も飲み干してしまった。いくら夜になって、昼間より風が涼しくなったといっても、水分補給だけはこまめにしなければいけなかったと、カナイは改めて反省する。

　今後の改善策を練りながら、行儀悪く袖口で口元を拭ぬぐっていると、今まで黙っていたイナミが、呆あきれたように深いため息をついた。

「つくづくお前は、神かみ降おろしされた当時の私と似ているな」

「え……っ」

　言われたことの意味がわからず、カナイがきょとんと目を丸めていれば、イナミはふっと口元を緩ゆるめて彼女の小さな手を取る。

「まったく、両手とも肉刺が潰れているじゃないか。痕あとが残ったらどうするつもりだ？」

「べ、別に痕なんか残っても気にしないわよ。魔物と戦って人間を守るのが、神鳥として私に与えられた使命だし、手が傷だらけなことで誰かに迷惑をかけることなんてないもの」

　意地を張ってそう言ってはみたが、本当は血と汗で汚れた手のひらをイナミに見られることが、とても恥ずかしかった。

　こんなの、女の子の手じゃない。イナミの手の方がよっぽど綺麗で、今になってじくじくと痛む手のひらの惨状を、ほんの少しだけ後悔する。──だが、これは強くなるため鍛錬に励んだ証あかしだと、カナイは落ち込みそうになる自分自身を励ました。

　そんなカナイの心中を見透かしてか、イナミは事前に用意していたらしい薬箱を、卓の下から取り出して蓋ふたを開ける。

「神鳥の使命に目覚めたことは何よりだが、お前が行っているのは強くなるための鍛錬ではなく、ただ自分を追い詰めるだけの無茶だ。いざという時、こんな血だらけの手で剣を握って戦えるか？」

「う……っ」

「疲労の蓄積された身体で戦場へ向かえば、勝てる相手にも勝てないどころか、逆に喰い殺されて終わりだ。鍛錬するにしても、手段や加減を考慮して行わなければ、たとえ力をつけたところで無意味になるぞ」

　鑷かん子しに挟んだ綿わたへ、たっぷりと消毒液を染み込ませながら、イナミは子供に対するような口調で優しくカナイを諭さとす。

　彼の言うことは、反論する余地すらないもっともなものだった。今の自分の身体は、連日の厳しい鍛錬でボロボロになり、とても魔物と戦える状態にはない。それどころか、全身がひどい筋肉痛で歩くだけでも辛つらかった。

　──確かに、こんな身体で出陣などすれば、魔物から返り討うちに遭ってしまう。

　しょんぼり顔で項うな垂だれたカナイに、喉の奥で低く笑いつつ、イナミは肉刺が潰れた彼女の手のひらに、いきなり消毒液を浸した綿を押しつける。これには、長椅子の上で小さくなっていたカナイも、飛び上がらんばかりに絶叫を上げた。

「ぎゃ──っっっ！　痛いっ！　染しみるっ！」

「これだけひどい傷なんだ、消毒だって染みて当然だ。隠れて無茶をした罰ばつだと思って、我慢するんだな」

「だけど、本当に痛いんだってばっ！　消毒なんて、もういいから！」

　涙目で叫び、必死で手を引っ込めようとするが、イナミは頑がんとしてそれを良しとしない。

「お前、今ちゃんと消毒しておかないと、後で傷が膿うんでしまうぞ？　そうなったら、もっと痛い目を見ることになるが、それでもいいのか？」

「そ、それは……嫌、です」

「なら、少しの間の辛しん抱ぼうだ。じっとしていれば、すぐに終わる」

　そう言って、イナミは手て際ぎわよく治療を進めてゆく。傷が化か膿のうすることを恐れたカナイも、ようやく抵抗するのをやめて、ぎゅっと目を瞑つむって消毒の痛みを堪こらえた。

　カナイが大人しくなったことで、鑷子を持つイナミの手も順調に動く。

「よし、消毒は終わったぞ。後は、軟なん膏こうを塗って包帯を巻くだけだ」

「ま、まだ何かするの？」

　両手の消毒が終わり、これで治療の痛みから解放されると思っていたカナイは、陶器の容器を手にしたイナミにぞっとした。

　医者を怖がる子供のようなカナイに、イナミは苦笑する。

「この軟膏は、傷に染みることはないから安心しろ」

「……本当？」

「私も神降ろしされた当初に、何度も世話になった薬だ。私を信じて、もう一度手を出してみろ」

　これ以上痛い思いをするのが嫌で、無意識に引っ込めていた手を、カナイはおずおずと卓の上へ出す。イナミが断言したのだから、本当に染みない薬なのだろう。

　カナイが何度も心の中で、おまじないのように「大丈夫、大丈夫」と繰り返しているうちに、軟膏を掬すくった彼の指が、傷だらけの手のひらへ触れた。薄く薬を伸ばしてゆくイナミは、和なごやかな眼差しでカナイへ尋ねる。

「どうだ、痛くないだろう？」

　驚いた様子で言葉もなく頷うなずいたカナイに、イナミの頰が緩む。

「二年前の私も、お前のような顔をして、セレナ様から傷の手当てを受けていたのだろうな」

「えっ？」

　傷口へ軟膏を塗り込み終えたイナミは、包帯の用意をしがてら唐突に昔話を始める。

「実は、さっき言った台詞せりふはすべて、私が二年前にセレナ様から言われたものなんだ」

「イナミが、セレナさんから？　どうして？」

「お前には以前、話したことがあったと思うが──私は神降ろしされた直後に、守護者を一人失っている。そのことがきっかけで、今のお前と同じような無茶をしたことがあるんだ」

　自じ嘲ちよう気味に笑い、カナイの手に包帯を巻いてゆくイナミの胸元で、青せい玉ぎよくの首飾りが月明かりを反射して悲しげに輝く。

　今でも当時のことを思い出すのは辛いらしく、イナミの眉根には険けわしい皺しわが刻まれている。哀あい愁しゆうを帯びたイナミの眼まな差ざしに、胸の奥が疼うずくように痛んだが、カナイは喉元まで出かかった制止の言葉を懸命に吞み込んだ。

　辛い思い出をイナミが語るのは、自分のためなのだと思ったから──今は黙って、彼の言葉に耳を傾けることをカナイは選んだ。

「ただ我が武む者しや羅らに身体を動かしていると、頑張っている自分に陶とう酔すいして、自己嫌悪が一時的に薄れる。だがその反動で、何もしていないとちょっとしたことでも不安になって、余計に自分を責めるんだ。そして、まんまと泥沼にはまっていく──と」

「……うん」

「泥沼にはまって、身体を壊しかけていた私の目を覚ましてくれたのが、さっき言ったセレナ様の言葉だ。今のお前には、いたく身に沁しみるだろう？　私も、そうだったからな」

　イナミも自分と同じ経験をしたと聞かされ、それまで自己嫌悪で押し潰つぶされそうだった心が、不思議と軽くなった気がした。

「とりあえず、今日のところはもう休め。明日の鍛錬も、後こう見けん人にんとしての権限を行使して、中止命令を出す」

　その代わり──と続け、いつの間にか綺麗に包帯を巻き終えたイナミは、さらりと切り出す。

「明日、息抜きに外出してみないか？」

「──へっ？」

　予想外の申し出に、思わず変な声が漏れてしまった。

　イナミが自分を外出に誘ってくれるなんて、信じられない。これはもしや、噂で聞いた逢あい引びきとやらのお誘いなのだろうか──と考え、カナイの顔は瞬時に赤らんだ。

「あ、あのねっ、イナミ！　気持ちは、嬉しいんだけど……私の立場上、二人で外出とかできないんじゃない？　あっ、別にイナミと出かけるのが嫌とかじゃないのよ？　ただ、姫ひめ巫み女こ様や神官長が許可してくれるか、わからないし……」

「いや、その点は安心してくれ。既に許可は得ている。私を含め──ダリアとココシュカが、護衛として同行するという条件付きでな」

「……は？」

　てっきり二人きりで出かけるのかと思っていたカナイは、遅れて付け足された護衛二名の名前に、照れて赤くなった頰を引き攣つらせた。

「あまり大人数だと、目立ってしょうがないからな。鷹雅とグレスは、セレナ様達と共に留守役をしてもらうことになったんだ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　私、本当に外出してもいいの？　神鳥って討伐以外、滅多なことじゃ、お城から出ちゃいけなかったはずよね？」

　大陸に生きる万ばん民みんの命を預かる神鳥は、日常の行動範囲を神鳥の城の敷地内に制限されている。無闇に外出して、万が一にも不慮の事態に陥おちいった場合、冗談では済まされないからだ。

　勢い余って椅子から立ち上がり、卓上へ身を乗り出して矢や継つぎ早ばやに問うてくるカナイに、イナミはなぜか苦笑いする。

「少し前のお前なら、外出できると聞いた時点ではしゃぎだしていただろうな。けれど今は、まず神鳥の責務を気にする。まったく……最近のお前ときたら、お前らしくない言動ばかりだぞ？」

「だって、私は神鳥だもの。自分に与えられた責務を気にして当然でしょう？」

「お前の場合は、根こんを詰めすぎだ。今からそんなに気負っていたら、任期の途中でへばってしまうだろう。それに──実のところ、今回の外出はお前の息抜きが目的でな。ダリアやヴィルファイド様を筆ひつ頭とうに、皆でこっそりと段取りを整えたんだ」

「え……」

　イナミから明かされた事実に、気抜けしたカナイは椅子へすとんと座り込む。

　自分はなんて、馬鹿なのだろう。色んな人から心配されているとも知らず、誤あやまった手段で無茶なことばかりしていた。しかもその間違いだって、イナミから指摘されるまでの間、ちっとも気づきもしなかった。

「なぁ、カナイ。天界から降ろされる神鳥に、最初から完璧な奴なんて誰もいないんだ。それに、お前は別に一人で戦っているわけではないだろう？　頼りになる守護者が三人もいるし、ダリアやヴィルファイド様達だって、いつでも助けになってくれるんだ」

　だから──と、包帯に包まれたカナイの手のひらを撫でながら、イナミは切なげに言う。

「一人であまり、無茶をしてくれるな。お前を心配する者は大勢いるし……何より私が、日増しに自分を追い詰めていくお前を見ているのが、辛いんだ」

「イナミ……」

　きっとイナミは、神降ろしされたばかりの頃と同じように、隠れてこっそり自分のことを見守っていてくれたのだろう。それは多分、他の人達も同じことで──カナイは、大勢の人達から気遣われている自分はなんて幸せなのだろうかと、目め頭がしらを熱くした。

「明日の夕刻から、王都の外はずれにあるカナート平原で、旅芸人の一座が一夜限りの興こう行ぎようを行うそうでな。踊りや音楽を披ひ露ろうしたりと、様々な演目で人々を楽しませるそうだ。それに、簡単に飲食できる露ろ店てんも出ると、ダリアが言っていたぞ。どうだ、行ってみたくなっただろう？」

　穏やかな眼差しで問われ、カナイもようやくいつもの調子を取り戻す。

「お祭りみたいで、なんだか楽しそう」

　そんな彼女の嬉しそうな笑顔に、イナミは眩まぶしそうに目を細めると、彼もまた嬉しそうに口元を綻ほころばせた。
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　昼間の熱気が徐々に冷め、太陽が西に傾かたむき始めた頃。

　カナイは兎うさぎが跳はねるような足取りで、王都沿いの街道を歩いていた。

「お嬢様、はしゃぎたくなる気持ちはわかりますが、あまり若様のおそばから離れてはいけませんよぉ？」

　からかうような口調で、そんな注意を呼びかけてくるのは、いかにも付き添いの使用人という風ふ情ぜいの、地味なドレス姿のダリアだ。

　昨夜、イナミと旅芸人一座の興こう行ぎようを見に行く約束を交かわしたカナイは、朝からダリアによって入念な変装を施ほどこされていた。

　紅ぐ蓮れんの御み印しるしが見えないよう前髪を下ろし、風が吹いても大丈夫なように、頭はヘッドドレスというヒラヒラしたもので飾っている。腰の辺あたりまである髪はこてで巻かれ、ふわふわと緩ゆるく波打ち──今のカナイはどこからどう見ても、貴族の令嬢にしか見えなかった。

　そして、カナイの護ご衛えいを任まかされたイナミとダリアとココシュカであるが──これまた三人とも、揃って上う手まく化けたものだ。先代の神かみ鳥どりと、新旧神鳥の守護者として巷ちまたに知られる三人だったが、ダリアが変装の達人であることが幸いした。

　ダリア本人は、頭をすっぽり包む柔らかな帽子を被り、地じ毛げと同色の長いカツラを緩ゆるく二つに編んでいる。化粧っ気のない顔にはそばかすを散らし、どこからどう見ても平凡な使用人の少女になりきっていた。

（ふふっ、面白い。イナミが若様だって）

　小さく含み笑いしながら、カナイはちらりと隣を歩くイナミへ視線を送る。

　今の彼は、普段は無む造ぞう作さに垂たらしている髪の上部だけを軽く結ゆい、立ち襟えりのシャツに上品な白いタイを結び、細こまやかな意い匠しようの施された裾すそ長ながの上着を纏まとっていた。

（いつもの装しよう束ぞくも似合ってるけど、イナミって結構何を着ても見映えするのね）

　良家の子息風に着飾ったイナミの姿に、胸の奥がむず痒がゆいような感覚に襲われた。けれどそれは不快なものではなく、どうしてだか、頰が勝手に緩んでゆく。

「随ずい分ぶんと、楽しそうだな？」

　終始上機嫌なカナイへ、何故か不機嫌そうな声でイナミが問いかける。

　いつもとは違う装よそおいの彼に見み惚とれていたカナイは、どこか不満げにしているイナミに、眉を顰ひそめる。

「だって、こんなに素敵なドレスを着て、お出かけできるんだもの。楽しいに決まってるじゃない。だけど──あなたは、ぜんぜん楽しくなさそうね？　気分でも悪いの？」

「体調は問題ないが……気分は、確かに良くはないな」

　清せい楚そなスミレ色のドレスの裾を、薫くん風ぷうになびかせているカナイの姿をちらりと見み遣やり、イナミは余計にムスッとした表情になった。

　そんな彼の態度に、カナイは益々解げせない思いで小首を傾かしげる。

「カナイちゃん、だから言ったじゃない。いくら勿もつ体たいないからって、貴族のぼんぼん達から贈られてきた物を着るのはよそうって」

「えっ」

　イナミに聞こえないように、ダリアからこっそりと耳打ちされたカナイは、きょとんと目を丸めた。まるで意味がわかっていない様子のカナイに、さすがにイナミが不ふ憫びんに思えたダリアは、苦笑交じりに彼の心しん中ちゆうを代弁してやる。

「あいつにだって、男の矜きよう持じってもんがあるのよ。だから、カナイちゃんが他の男から貰った物を身につけてるのが、気に食わないんだってば」

「えっ。そんなことで、イナミは機嫌が悪いんですか……？」

　イナミが不機嫌なのは、てっきりお腹なかでも痛いのかと思っていたカナイは、意外な理由に柳りゆう眉びを寄せた。

　なおさら混乱したカナイに、ダリアは訳知り顔で言う。

「カナイちゃんにとっては、『そんなこと』で済むかもしれないけど、イナミにとっては『そうじゃない』から気に食わないんでしょう？　だからさっきから、子供みたいに不ふ貞て腐くされてんのよ。男心って意外と繊細だから、これからは少し気をつけてやってね？」

「は、はぁ……」

　言葉の意味は最後までよくわからなかったが、カナイは戸と惑まどいながらも、素直にこくりと首肯した。

「しっかし、神鳥とか守護者って、外へ遊びに行くだけでも大変なんだなぁ」

　そう言ってイナミの後について歩いているのは、凱がい旋せん式の時と同じように、身み綺ぎ麗れいな格好をしたココシュカだった。狩かり人うどは常に武器を手放さないものだとかで、弓と矢や筒づつの入った弦楽器の箱を背負っている彼は、しきりに襟えり首くびを緩めようとしている。

「こんな窮きゆう屈くつな服、オレには似合わねぇし、動きづらくてイライラするぜ。髪だって、なんかベタベタするし……」

「あら、そんなことないわよ。今のココ、いつもよりずっとカッコよく見えるわ。その服だって、とっても似合ってるじゃない」

　自分とイナミの弟という設定のココシュカは、お世せ辞じ抜きで良家の子息っぽく変へん貌ぼうを遂とげていた。ダリアの変装の腕が良かったことにも加え、元々ココシュカの容姿は整っているので、服装と髪をきっちりするだけでも、雰囲気が一変する。

　カナイから装いを褒ほめられたココシュカは、拗すねたように前髪を引っ張っていた手を止めて、パッと無邪気な笑顔になる。

「オレ、いつもよりカッコいい？　それ、マジでか？」

「マジよ、それも大マジ。だから、お城に帰るまで窮きゆう屈くつだろうけど、その格好で我慢してね？　せっかくカッコよくなったんだから、すぐに着き崩くずしたら勿体ないでしょう？」

「わかった。カナイがそこまで言うんなら、少しくらい窮屈でも我慢するぞ。つーか、カナイだっていつもより可愛いカッコしてんじゃん。イナミだって、そう思うよな？」

　いきなり話の矛ほこ先さきを向けられたイナミは、前ばかり睨んでいた視線を再びカナイへ向けて、彼女の姿をじっと見つめた。相変わらずの不機嫌そうな半はん眼がんで、無遠慮に全身を眺めてくるイナミの視線に、カナイは微かすかに頰を赤らめる。

　恥ずかしさをぐっと堪こらえ、イナミが感想を口にするのを待つ。本当はさっきから、イナミがこの格好をどう思っているのか気になっていた。今は彼がどんな言葉をかけてくれるのかと、期待と不安で胸がドキドキと大きく脈打っている。

　やがてイナミは、白い手袋に包まれた手を伸ばして、乱れたカナイの前髪を直してやりながらぼそっと呟く。

「言動は気に食わないが、さすがは貴族の子息だけあって、美的感覚に狂いはないな」

「えっと……それって、どういうこと？」

「そのドレスが、お前に似合っていると言っているんだ。だから、あまりちょこまかと動き回るんじゃないぞ？　せっかく可愛らしい格好をしているのに、転んでドレスを汚したら台無しだろう」

「えっ？　あ、うん……」

　思いも寄らぬ褒め言葉に、カナイは一瞬何を言われたのか理解できなかった。けれどすぐに頷うなずくと、イナミから向けられる視線から逃のがれるように顔を伏せ、それまでとは一変した淑しとやかな足取りで歩き出す。

　前髪で隠れたカナイの顔は、物の見事に真っ赤に染まっていた。
















（イナミって時々、不意打ちでああいうこと言うのよね……）

　平時のイナミは、あまり感情を表に出すことはなく、神殿関係者には淡たん白ぱくな物言いで接している。そんな彼が時折見せる感情的な眼まな差ざしが、カナイはどうにも苦手だった。──否いな。本当に苦手なのは、その眼差しに見つめられるだけで胸の中が俄にわかに騒がしくなり、得え体たいの知れない感情に全身を支配される自分自身だ。

「むん？」

　その時、ココシュカが何の前触れもなく、鼻はな頭がしらを忙せわしなく動かし出した。

「なぁ、ダリア姉ちゃん。なんか、すっげーいい匂いがしてきたぞ！」

「いい匂いがするってことは、もうすぐで会場に到着ってことですよ。──と、その前に。注意事項のおさらいをしておきましょうか」

　パンパンと両手を打ち合わせて全員の注意を引いたダリアは、既すでに真面目な侍女を演じ、てきぱきと最終確認を始める。

「その一、人前では絶対に本名で呼び合わないこと。これを破ったら、即刻帰宅ですからね。若様とお嬢様は大丈夫だと思いますが……美お味いしいものをお腹一杯食べたかったら、この約束だけはちゃんと守って下さいね、お坊ちゃま？」

　ダリアからお坊ちゃまと呼ばれたココシュカは、「任しとけよ、ヴァル」と晴れやかに笑い、どんっと胸を叩いてみせた。──食べ物が絡からんだ時の彼は、異様に聞き分けがいい。

　ちなみにカナイは、いつもお世話してくれるメイドの「エレナ」という娘の名前を借り、ココシュカはありふれた愛称として使用されることの多い、「アル」という偽名をつけられている。二人はイナミのことを「兄」と呼び、使用人に扮ふんしたダリアは、ヴァルドゥナという苗みよう字じの「ヴァル」という頭三文字だけを名乗っていた。

「その二、お嬢様は必ず誰かと一緒に行動すること。あたしは多分、必然的にお坊ちゃまのご面倒を見ることになると思いますから、若様とはぐれないようにして下さいね」

「はーい。わかりました」

「大変結構、良いお返事です。それでは、くれぐれも今挙げた二点のお約束をきちんと守り、今夜は目一杯楽しみましょう！」

　天高く握り拳こぶしを突き上げたダリアの真ま似ねをして、ココシュカも同じように「おーっ！」と拳を振り上げる。「護衛のお前らが楽しんでどうするんだ」と、早速イナミが口内でぼやいているのが聞こえ、カナイはこっそりと彼の横顔を盗み見た。

　口では何だかんだと渋いことを言ってはいるが、今のイナミは思いのほか快こころよい顔をしており、一度は不安に曇くもったカナイの表情も自然と和なごんだ。

　そんな彼女の笑顔は、夜空の一等星のごとくキラキラと輝いていた。





[image: ]






　王都の外はずれにあるカナート平原には、巨大な天幕が張られ、周囲には神術で発生させた光の球体が、数多く浮いていた。

　今回は大おお所じよ帯たいで派手な演出が売りの、ベルルム一座という異国の旅芸人が巡業を行っているらしい。天幕の周囲には様々な露店が並び、平民や貴族風の人々が入り交じって、ただの草原は一夜限りの華々しい賑にぎわいを見せていた。

「ある程度、予想はしていたが……いきなりはぐれたようだな」

　活気に溢れた人ごみの中で、呆あきれたように呟つぶやいているのはイナミである。彼の隣にちょこんと立っているカナイは、丸いパン生地にクリームを挟んだ焼き菓子を頰張りながら、きょろきょろと辺りを見回す。

「ホンと、もぐもぐ……アルもヴァルさんも、むぐむぐ、どこ行っちゃったのかしら……？」

「ほんの少し目を離した隙すきに、二人同時に消えたということは、あいつら食い物に釣られて役目を放り出したな。──それよりお前は、食べながら喋しやべるんじゃない。はしたないぞ？」

　会場に到着してすぐ、ダリアとココシュカが雲隠れしてしまい、イナミは先ほどから苛いら々いらしてばかりいた。

　満面の笑みで、甘くふっくらした菓子をパクついていたカナイは、イナミの眉み間けんから消えない皺しわを見て唇を尖とがらせる。

（せっかくのお出かけなんだから、イナミも楽しめばいいのに……）

　様々な露店を覗いて回る自分の後を、イナミは三歩と空けずついてくるのだが、今の彼は完全に保護者の顔をしていた。いくら護衛という名目で同行していたとしても、これではあまりにもあんまりだ。

　どうせなら、一緒に楽しみたい。──そう思ったカナイは、更に小こ言ごとを言い連つらねようとしたイナミの口に、食べかけの菓子を勢いよく突っ込んだ。

　もがっと奇妙な声を上げ、強制的に口を封じられたイナミは、驚きに瞠みはった眼で頭一つ分低い位置にあるカナイの顔を見下ろす。いきなり何をするんだと言いたげな眼差しを無視して、カナイは彼の大きな手を取った。

「アルにはヴァルさんがついていると思うし、二人ともきっと美お味いしいものを食べて、楽しい思いをしているはずだわ。だから、お兄様も一緒に楽しみましょう？」

「む、むぐ……っ」

　口の中に押し込まれた菓子を吐き出すわけにもいかず、もごもごと咀そ嚼しやくすることしかできないイナミの手を引き、カナイは人混みを搔き分けて歩き始める。

「私だけはしゃいでたら、なんだか馬鹿みたいじゃない。だから、今夜くらいはお兄様も一緒に、美味しいもの食べたり、不思議なものを見たりして笑ってよ。さっきから怒ってばっかりだし、ずっと後ろをついてくるだけで……こんなの、なんかつまんない」

「……っ。そ、それは誤解だぞ、カナ──いや、エレナっ！」

　口内の菓子をようやく飲み込んだイナミは、うっかり本名を呼びそうになり、慌あわてて偽名を叫んだ。そんな彼を、カナイはくるんと巻かれた髪を揺らして振り仰あおぐ。

　夏空のような色の大きな瞳からじっと見つめられたイナミは、一瞬たじろぐような素振りを見せたが──それでも、懸命に言葉を続けた。

「わ、私もこのような場所に来るのは初めてで、だな……。どう楽しんでいいのか、わからないというか……その、お前を守る役目もあるから、自じ重ちようしていたというか……」

「え」

「お前の後ろを歩くのも、無関心について行っているわけではなくて……私とお前では、歩ほ幅はばの違いがあるだろう？　申し訳ないが、私は歩調を合わせるのに慣れていないのだ……」

　気まずそうに視線を外し、明後日あさつての方角を見ながら、イナミはしどろもどろでそんな言い訳をする。彼の頰に落ちた髪が夜風に揺れた時、カナイは思わず口元が緩んでしまった。

　遠くの天幕を睨にらむイナミの横顔は、夜よ目めでもわかるくらい赤く染まっているではないか。

「ねぇ、ちょっとしゃがんで」

　イナミの腕をぐいぐい引っ張り、カナイは彼の身体が自分の方へ傾かしいだ瞬間、耳元に唇を寄せて辺りには聞こえない小さな声で囁ささやく。

「イナミって、案外可愛いとこあるのね」

「んなっ!?」

　ガバッと耳を押さえ、更に赤みが増した顔色で飛び退のいたイナミに、カナイは猫っぽくキシシと笑って見せる。

　そんな彼女の不敵な笑顔に、イナミは不ふ貞て腐くされたような目つきになる。

「お前、ダリ──いや、ヴァルに毒されるのは、頼むからやめてくれ。その笑い方、全然似合ってないぞ」

「別に、似合わなくたっていいもん。それより、もう少し露店を見て回りましょうよ！　開演まではまだ少し時間があるみたいだし、私、他にも色んなものを見てみたいわ！」

「……仕方ない。お前がそこまで言うのなら、私もできる限り楽しむことにする。だが、その前に──」

　軽く息をついたイナミは、好奇心に目を輝かせているカナイへ、手袋を外した手を伸ばす。

　頰についたクリームを掬すくったイナミは、その指先を彼女の目の前へ突き出して言う。

「お前は女なんだから、もっと食べ方にも気を使え。いくら可愛らしい格好をしていても、口の周りにクリームをつけていては形無しだぞ？」

「あ、本当だわ。お兄様、ありがとう」

　カナイは反射的に、目の前のイナミの指をパクッと口に含む。彼女の予想外な行動に、さしものイナミも度ど肝ぎもを抜かれた。

「お、おま……っ！」

「そうね、これからはもっとお上品に食べるようにするわ。せっかくのクリームが勿もつ体たいないものね……ん？　顔が赤いけど、どうかしたの？」

　綺麗にクリームを食べ終えて満足したカナイは、耳まで真っ赤になって言葉を詰まらせているイナミを見て、きょとんと小首を傾げる。

　もしかして、熱があるのだろうかと心配していると、酒さか瓶びんを片手にぶら下げた巨漢が、千鳥足でイナミの方へ向かって来た。赤面して硬直しているイナミは、ふらふら歩いてくる男に気がつかず、二人は正面から思い切りぶつかってしまう。

「──っ！」

「おーっと、悪わりぃな兄ちゃん！」

　イナミにぶつかった男は、難なん癖くせをつけてくるでもなく、赤ら顔で朗ほがらかに謝罪して去って行く。衝突時に痛めたのか、左肩を押さえているイナミの上着の裾すそを握り締め、カナイが不安そうに尋ねる。

「今、かなり強くぶつかったみたいだけど……大丈夫？」

「あ……あぁ、私なら大丈夫だ。しかし、これ以上道の真ん中でぼーっとしているのは危ないな。どこかの露店を覗くなり、もう少し隅すみの方へ移動するぞ」

「う、うん……」

　顔を赤くして挙きよ動どう不ふ審しんになったかと思えば、もういつもの彼に戻ってしまった。イナミの見せた一連の行動に疑問を抱きながらも、カナイはとりあえず彼の指示に従って歩き出す。

「あ」

　イナミに手を引かれ、人通りの少ない場所を探している途中、カナイは唐突に立ち止まった。

「ねぇ、お兄様。あの露店、少し覗いてみてもいい？」

「ん？　あぁ、小こ間ま物もの売りか」

　カナイの指差した先には、異国の装飾品が並ぶ露店があり、イナミは鷹おう揚ように頷く。

「わかった、付き合ってやろう。何でも好きなものを一つ買ってやるから、私のことは気にせず、ゆっくり気に入るものを選ぶといい」

「本当!?　嬉しい～っ！」

　年頃の少女らしくはしゃぐカナイは、小走りに小間物を売る露店へ向かった。

　地面へ地味な布を敷き、その上へちんまりと鎮ちん座ざしているのは、セレシェイアでは見られない独特な衣装を纏った老ろう婆ばだ。彼女は商品を覗きに来たカナイを、皺くちゃの顔をほのぼのと和なごませて快こころよく迎える。

「よく来てくれたねぇ、お嬢ちゃん。全部、あたしが直接職人の工房から仕入れてきた、質のいい物ばっかりだよ。そっちのお兄さんにおねだりして、是ぜ非ひとも思い出に買って行ってちょうだいな」

　置き物のように、可愛らしいお婆ちゃんだ。しかも、本人が自信たっぷりに言うように、並べられている小物の品質は良い。

　薔ば薇らの形に加工された紅こう玉ぎよくの首飾りに、金きん箔ぱくで月と星が描かれた陶器。純銀製の懐かい中ちゆう時ど計けいもあれば、虹色に輝く大粒の宝石がはめ込まれた指輪もある。もしかして、高価な物しか売っていないのだろうかと思っていれば、老婆の細い指が、カナイの足元の一角を指差した。

「お嬢ちゃんには、そっちの髪飾りなんかが似合うと思うよ？」

　気さくな老婆の言うように、そこには様々な種類の髪飾りが並んでいた。使用されている素材からして、値段も手頃なものだろう。

「うわぁ～、綺麗！」

　色も形もそれぞれ違うので、どれにしようか目移りして困る。そんな時、視界の端はしでキラリと輝く青い物を捉とらえた。

（この髪飾り……イナミの瞳の色と、なんだか似てるかも）

　それは、一ひと目め惚ぼれとでも言うのだろうか。紺こん青じよう色の花を模もした髪飾りを見つけた途と端たん、他の髪飾りが視界から消えた。

　しばらく熱心にその髪飾りだけを見つめていたカナイが、やっぱり買うならこれしかないと心を決め、そばに立ったまま待っているイナミを振り返った──まさに、その時のこと。高らかなトランペットの音が鳴り響き、カナイは思わず飛び上がりそうになった。

「な、何が起こったの？」

「どうやら今のが、開演の合図みたいですね」

　地面に座り込んでいたカナイが立ち上がると同時に、背後からくぐもった声で説明される。驚いて振り返れば、いつの間に現れたのか、ダリアとココシュカが仲良く焼き菓子を頰張りながら、イナミの隣に並んでいるではないか。

　問題児二人と合流したことにより、保護者の顔つきに戻ったイナミが、早々に小言を垂れ始める。

「まったくお前達は、今までどこへ行っていたんだ？　しかもアル、口の周りがベタベタじゃないか。いったい何をどんな風に食べれば、こうなるんだ」

　地面に片膝をつき、懐ふところから取り出した手しゆ巾きんでココシュカの口元を拭ぬぐう様は、まさに本当の兄のようだった。ココシュカも忠実に注意事項を守り、口元を綺麗に拭ふいてくれたイナミに向かって、「兄ちゃん、ありがとな」と破は顔がんする。

「はいはーい。若様もお坊ちゃまも、兄弟仲がよろしいことは大変結構なんですけど、そろそろ会場内へ移動しますよー」

　焼き菓子の最後の一かけらを、ぱくっと口の中へ放り込んで嚥えん下かしたダリアは、カナイとココシュカの手を握った。

「お嬢様、これから天幕内へ向かいます。この先は混み合いますので、はぐれないように、もう片方の手は若様とお繫つなぎ下さいね」

「えっ……あ、はい……」

　返事をしてはみたが、どうにも自分からイナミと手を繫ぐのは、気恥ずかしく感じられた。しかし、ダリアから「はぐれないように」と前置きされている手前、彼と手を繫がないわけにもいかない。

　無言でおずおずと手を差し出せば、イナミは苦笑交じりながらも、黙ってその手を握り締めてくれた。その全身を包み込むような温ぬくもりを喜ぶように、心臓がトクンと脈打ち、何だか無む性しように悔しくなる。

（……なによ、自分だけ澄ました顔しちゃって）

　これでは、イナミのことを意識している自分だけが、とんだ間ま抜ぬけ者に思える。

　カナイがそんなことを考え、拗すねて唇を尖とがらせているうちにも、ダリアは天幕の中に続く行列へ三人を誘導する。

「まだ、前の方が空すいてるみたいですね」

　ぶすくれている間に入場は済み、ダリアは薄暗い天幕の中に並べられた客席の前方へ、人混みを搔き分けながら三人を引っ張っていく。

　外は神術で発生させた発光球体で明るかったが、天幕の中は天井から吊るされた竜りん胆どう色の炎を灯ともすランプのみが、ささやかな光源だ。その淡い光に照らされ、天幕の黒い布地に散らされた水晶の粒みたいなものが星のように瞬またたいて、幻想的な空間を演出している。

　恰かつ幅ぷくの良い紳士や、めかし込んだ貴婦人に押し潰されそうになったが、然さ有あらぬ顔のイナミから庇かばわれたお陰で、カナイは何とか窒ちつ息そくせずに手頃な空席まで辿り着いた。

「アル、大丈夫？　潰れてない？」

　ダリアとイナミに挟まれた状態で、丸太を削けずっただけの粗末な長椅子に腰を下ろしたカナイは、ぐったりしながらもココシュカへ気遣いの言葉をかける。彼も背が低いので心配になったのだが、それはただの杞き憂ゆうに終わった。

「うっひゃー、外に浮かんでた光の珠たまもキレーだったけど、天幕の中も夜の空みてぇにキラキラしてんなぁ！　──それはそうと、今姉ちゃんなんか言ったか？」

「……ううん、何も言ってないわよ。楽しそうで良かったけど、もう少し静かにね？」

　野生児のココシュカが、あれしきのことで参まいるほどやわでないことは、彼の主あるじである自分が一番よく知っていたはずなのに。心配するまでもなく、潑はつ剌らつと笑っている彼の頑丈さに感心しながらも、カナイは軽い眩暈めまいに襲われた。

　──改めて、ココシュカに振り回されることの多い、鷹雅とイナミの気持ちを理解したような気がする。

　その時、唯一の光源だったランプの灯あかりが一いつ斉せいに落ち、天幕内は俄にわかにざわめき立った。しかしそれも、客席正面に設置された舞台が眩まばゆい光に照らし出されると同時に、水を打ったかのように静かになる。

「この光の演出、かなり腕のいい術師がいるな」

　感心したように呟いたのは、イナミだ。初級の神術を習い始めたばかりのカナイでも、光を発生させる神術──それも、その光を自在に操るには高度な技が必要だと、よくわかる。

　やがて舞台上に現れたのは、黒の礼服を纏うにこやかな中年の男。胃の辺りから盛り上がったでっぷりとした腹が、動く度にたゆんたゆんと揺れて、見ているだけでも滑こつ稽けいだ。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆様、よぉーこそ我がベルルム一座へ！　今こ宵よい、皆様を奇跡と神秘の世界へご案内致しまぁす、わたくしが座長のゴードン・ベルルムです。どーぞ、お見知り置きを」

　ベルルムが深々と礼をしながら、頭に被っていた山やま高たか帽ぼうを外す。すると、中からポンッと軽い音を立て、色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきと花に紛まぎれ、白い鳩はとが数羽飛び出した。これに観客は驚きよう嘆たんの声を漏らし、すぐに盛大な拍手が巻き起こる。

　客席の上々の反応ににっこりと笑い、帽子を被り直したベルルムは、白い手袋に覆おおわれた両手を高々と宙へ掲かかげ、しわがれてはいるが不思議とよく通る声で叫ぶ。

「それでは、瞬まばたきすら惜しいと思えるほど、濃密な不思議に彩いろどられた舞台の始まりです！　どうか最後まで、ご堪たん能のう下さぁーい！」

　独特な口調での口こう上じようが終わると同時に、ベルルムの巨体がどこへともなく搔き消える。再び観客席が沸わき、カナイも小さな手で盛んに拍手を贈った。

　次に舞台上へ現れたのは、透ける素材の妖よう艶えんな衣服を纏う、露出の激しい美女五人組だ。彼女らは全員、鳥の羽根を加工した仮面で顔を隠し、細い身体に不釣合いな大振りの曲きよく刀とうを両手に持っている。

　美女達が曲刀を構えると、弦楽器が奏かなでる疾しつ走そう感に溢れた音楽が始まり、彼女らは腕輪から首輪へと繫がれた紗しやをひらめかせて踊り始めた。

「す、凄すごい……っ！」

　真ん丸に目を見開いたカナイは、思わず呼吸するのも忘れてしまう。

　生まれた時から剣術を習ってきたからこそ、彼女らが驚異的な身体能力の持ち主であることが一目で見抜ける。あんなに大きな曲刀──しかも、おそらく模造でない真剣を両手に持って踊るなど、屈強な成人男性でも難しいだろう。

　けれど美女達は、時に互いの刀を打ち合わせながら、宙返りをしたり回転したりを何度も繰り返している。まさに、人間離れした技の数々は奇跡と神秘を併あわせ持ち、そこにはほんの少しだけ、得体の知れぬ不気味さが隠れていた。

　しばらくして、華麗な剣けん舞ぶを終えた美女達は軽く会え釈しやくをして舞台上を去り、次は奇き抜ばつな色合いの衣装を着た三人の男が、入れ替わるように登場する。やはり彼らも、おどけた模様の描かれた仮面で顔を隠しており、カナイはふと疑念を抱く。

（最初の座長さん以外、みんな顔を隠してるけど……恥ずかしがり屋さんなのかしら？）

　それ以降も登場する芸人は全員、各おの々おの特徴のある仮面で顔を隠していた。けれど、彼らの神がかったような演技の方へ夢中になっているためか、観客の誰もがそのようなことは一切気にしていないようだ。

　そのうちカナイも、団員が仮面を被っているのは一座の演出だろうと割り切り、いつしか舞台上で繰り広げられる超人的な演技の数々に、どっぷり引き込まれていった。





[image: ]






「あー、面白かったぁ！」

　感動と興奮に頰を上気させたカナイは、大きく伸びをして満足げに破は顔がんする。

　丸太を素す手でで真っ二つに圧へし折る男や、鉄てつ屑くずを嚙み切る老婆。最後の舞まいと組み手を掛け合わせた男女混合の演技は、中でも最高だった。飛んだり転がったり、消えたり現れたりの連続で、団員の姿を目で追うだけで精一杯だったけれど、カナイは興行を全力で楽しむことができた。

「それにしても、ヴァルさんはどこに行ったのかしら？」

　隣に座っていたはずのダリアが、いつの間にか姿を消していたことに気がついたのは、公演が終了してからのこと。試しにカナイは、背伸びをして辺りを見回してみたが、ダリアの姿はどこにも見当たらない。

「剣の演技が終わった辺りで、席を立ったのを見たが……あれからずっと、戻ってきていないとなれば、何かあったのかもしれないな。私が少しその辺を探してくるから、アル、エレナのことを頼むぞ？」

「おうっ、任せとけ！」

　ココシュカが胸をどんっと叩いて応じると、終演直後でごった返す人波の中へ、イナミは足早に消えていく。

　天幕の隅に残されたカナイとココシュカは、しばらく二人でどの演技が一番面白かったかを語り合って、暇ひま潰つぶしをしていた。しかし、いくら待てどもイナミとダリアが帰ってくる気配はなく、次第にカナイの胸中に不安が立ち込め始める。

（イナミはまだ、ダリアさんを見つけられないのかしら？）

　カナイが落ち着き無く視線を彷徨さまよわせていると、傍かたわらのココシュカから、袖をつんつんと引っ張られた。

「なぁ、姉ちゃん。喉のど渇かわいてねぇか？　もしそうなら、なんか冷てぇ飲みモンでも買ってきてやるけど？」

「本当？　それじゃあ、せっかくだからお願いしようかな。実ははしゃぎすぎちゃって、もう喉がカラカラだったの」

　不ぶ恰かつ好こうな月が高い位置にあり、夜更けの風は夕暮れ時と比べて格段に冷え、火ほ照てった頰には丁度良い。人で賑にぎわっていた天幕の中は汗をかくほど蒸し暑かったので、今は冷たい飲み物が恋しかった。

　カナイの返事を受け、早速ココシュカは、飲み物を売っている露店へと向かう。ぽつんと残されたカナイは、天幕を支える柱に寄り掛かって、大きくため息をついた。

　一人でぼーっと、通り過ぎて行く人の流れを眺める。両親と手を繫いだ子供に、肩を組んで歩く恋人達の楽しそうな姿に、胸の奥に生じていた不安が徐々に体積を増してゆく。何だか無む性しように寂しくなって、カナイはきゅっと唇を嚙んだ。

（イナミったら、私の護衛でついてきたんじゃなかったのかしら？　それなのに、いったいどこまでダリアさんを探しに行ったのよ……）

　それまでの楽しかった気持ちが、そばにイナミがいないというだけで、穴が開いた風船のように萎しぼんでゆく。胸の辺りまでチクチクと痛み、どうにもジッとしていられなくなったカナイは、背を預けていた柱から身を起こした。

（ちょっとだけなら、イナミを探しに行っても大丈夫よね？）

　ココシュカが戻ってくる気配は、まだない。カナイは自分自身に、すぐ帰ってくるからと言い訳をしながら、雑ざつ踏とうの中をイナミの姿を探して駆け出した。

　こんな時、いつもの装束姿なら一目で彼のことを見つけられるのにと、残念に思う。周囲にひしめく人々は、誰もが似に通かよった衣服を纏っているので、貴族の正装をしたイナミを見つけるのも一苦労だ。

　本当はあの場所から動かずに、彼が戻ってくるのをココシュカと待っていた方が、こうして闇やみ雲くもに探し回るよりも、正しい選択だとわかっていた。けれどカナイは、ダリアを探していなくなったイナミをただ待つことが、どうしてもできなかった。

　この胸に溜まるドロリとした気持ちは、何なのだろう。──初めて知った感情に、当てはまる言葉が見つからない。

「お嬢さん、そんなに急いでどこへ行くのですかぁ？」

「きゃ……っ！」

　いきなり目の前へ現れたのは、でっぷりと豊かな腹の壁。急停止したが間に合わず、顔面からふくよかな腹にぶつかり、カナイは後方へぽよんと跳ね返された。赤くなった鼻はな頭がしらを押さえて見上げた先には、絵に描いたような笑顔を浮かべる山高帽を被った中年の男──。

　たった今公演を終えた見み世せ物ものの座長、ベルルムだった。

「もしかして、迷子ですかぁ？　それなら私達の楽屋に来て、ご家族が探しに来るまで待っているといいですよぉ？」

「い、いえ……私はただ、兄を探しているだけですから」

「おーやおや、迷子なのはお兄さんの方なのですかぁ？　どんな服を着ているとか、お兄さんの特徴をおじさんに教えてくれたら、探すのを手伝ってあげますよぉ」

　ベルルムはズボンが汚れるのも気にせず、その場に膝をつくと舞台上でしたように山高帽を取り、中から棒つきの飴あめを取り出してカナイに手渡す。あからさまな子供扱いにカチンと来そうになるが、せっかくの親切を無む下げに断るのも気が引け──仕方なく飴を受け取ったカナイは、イナミの特徴をぽつぽつと簡潔に述べた。

　カナイから「兄」の詳細を聞いたベルルムは、立ち上がって帽子を頭の上に載せると、小さく唸うなる。

「そのお方とよく似たお人なら、先ほど天幕の裏手でお見かけしましたよぉ？」

「ほ、本当ですか？」

「よかったら、その場所まで案内してあげましょうかぁ？　お嬢さんも、お兄さんとはぐれたままでは、何かと心細いでしょうからねぇ」

　さぁ、行きましょうかぁ──と、差し出された肉にく厚あつの手。随分と年齢を下に見られているようだが、そんなことに反発しても意味がない。それに、イナミのもとへ連れて行ってくれると言うのだ。素直に従った方が得である。

　そしてカナイは、飴を持つのとは逆の手でベルルムの手を取った。

　その手が、悪魔の手だとも知らずに……。







　連れてこられたのは、何台もの馬車が停とまる人ひと気けのない天幕の裏手。

　ベルルムに手を引かれるカナイは、気がつけば抗あらがい難がたい力によって、薄暗い天幕の中へ引っ張り込まれていた。

「ちょっと、何するのよッ！　お兄様はいったい、どこにいるの!?」

「はーてさて、それはいったい何のことでしょうかぁ？　お嬢さんはその可愛らしいお顔の通り、人を疑うことを知らぬ純じゆん真しん無む垢くなお方のようですねぇ」

「な、なんですって……？」

　糸のように細められていたベルルムの目が、スウッと開かれる。厚い瞼まぶたを押し上げて現れたのは、赤い瞳。それも、ヴィルファイドのような紅こう玉ぎよくを思わせる瞳とは違う、毒々しい血のような赤だ。

　今更ながら、身の危険を感じて逃げようとするが、繫がれたままの手を恐ろしいまでの力で引かれ、土が剝むき出しの地面に叩きつけられる。

「ぐ、あ……ッ！」

　受身も取れず地面を転がり、何か硬い物へガツンと背中からぶつかった。

　全身の痛みに、身体を丸めて苦く悶もんの呻うめきを漏らす少女を見下ろすベルルムは、白い手袋に包まれた指をパチンと鳴らす。すると、二人の男がカナイを取り囲むように、どこからともなく出現した。

　痛みに涙の浮く瞳で睨ねめ上げれば、黒い無地の仮面を被った男達の顔が見える。

「今夜、六人目の商品だ。見ての通りの上じよう玉だまだ、大事に扱え」

　底冷えするような低い声でベルルムから命じられ、黒仮面の男達は無言で頷く。

「あんた達、こんなことをしてただで済むと思ってるの!?」

　地面に丸くなっているカナイは、仮面の男達から伸びてきた手を振り払い、どうにか立ち上がろうともがく。けれど、恐怖にガクガクと震える足には上う手まく力が入らず、カナイは言うことを聞かない太ふと股ももを苛いら々いらと引ひっ叩ぱたいた。

　そんなことをしているうちに、男の一人がカナイの両脇に手を差し込み、華きや奢しやな身体を軽々と宙ちゆう吊づりにする。

「やだ、何すんのよッ！　離して！　離しなさいよ！」

　地面から離れた足をばたつかせ、男の腹に何度も蹴りを入れるがビクともしない。それどころか男は、呻うめき声一つ洩もらさずに平然としている。

（こいつ、本当に人間なの……？）

　いくら暴れても男の拘こう束そくが緩むことはなく、カナイの頰を絶望から滲にじんだ冷や汗が伝う。

　息が切れて暴れることもできなくなった頃、錆さびた金属が擦こすれ合う不ふ穏おんな音が、不意に鼓こ膜まくへ飛び込んできた。力ない半はん眼がんを音のした方へ向ければ、そこには鉄製の檻おりがあり、男の一人が入り口を開けて待ち受けている。

　さっき地面を転がってぶつかったのは、この檻だったらしい。中には、両手足を太い縄で縛られた幼い子供ばかりが、五人もぐったりと転がっている。

「お嬢さんだけは高く売れそうですから、特別に拘こう束そくはしないでおいてあげましょう。綺麗な肌に縄の痕あとなどつけたら、値が下がるだけですからねぇ。けれど、逃げ出そうとしたりしたら、あなたの代わりにそこの五人の子達を痛めつけますから、くれぐれも無む謀ぼうな行動は控えるようにして下さいよぉ？」

「……っ、この人でなし！」

　笑顔で非ひ道どうなことを告げるベルルムを、精一杯の殺意を込めて睨にらみ、カナイは嚙みつくように罵ののしった。だが、ベルルムは怒り出すどころか、逆に口元を吊り上げて狂気的な笑みを浮かべる。

　血に染まったような瞳が、怯おびえた表情のカナイを捉とらえ、ニッと眇すがめられた。

「お嬢さん、ご名答ですよぉ。私達は、人なんて低俗な生き物ではありませんからねぇ」

「え……」

「私達は光栄にも、魔王様から魔性の力を与えられた、選ばれし闇の使し徒とです。あなた以外の子供達は教団へ売り飛ばした後、兵隊として心身共に改造されるでしょうが──幸いあなたは、教祖様のお好きそうな愛らしいお顔をなさっていますからねぇ。従順なお人形さんに改造されて、あのお方から存分に可愛がってもらえますよぉ？」

　一瞬、この男が何を言っているのか理解できなかった。

（魔王から力を与えられたって……魔王のいる魔界は、この封印の大地に封じ込められているはずじゃないの？　それに、闇の使徒とか兵隊っていったい何のこと？）

　自分達のことを、ベルルムは闇の使徒と称した。見た目は人間と何一つ変わらないのに、何故に彼らは魔物を地上へ送り込む魔王のことを、崇あがめているのだろうか。

　唯一つ理解できたのは、彼らが超人的な身体能力をその身に秘めていたのは、本当に人間でなかったからということだけだ。

「それでは、少しの間だけ檻の中で大人しくしていてもらいましょうかぁ。猿ぐつわをされないからと言って、間違っても大声を出して騒いだりなんかしないで下さいねぇ？」

　今となっては、憎ぞう悪おを搔き立てるしかない笑顔でそう言ったベルルムは、二に重じゆう顎あごをしゃくってカナイを檻に入れるよう、仮面の男へ無言の指示を出す。

　──その刹せつ那な、天幕内に飛び込んできた一つの人影があった。

「貴様ら、私の妹に何をしているッ！」

　聞き慣れた声がしたかと思えば、カナイを宙にぶら下げている男の頭部へ、風を切って太い木の棒が振り下ろされる。強力な打撃を脳天に食らった男は、相変わらず声だけは漏もらさなかったが、カナイの身体を取り落として気絶した。

　謎の襲撃者に、もう一人の男がカナイを捕らえようと動き出すが、すかさず彼の鳩みぞ尾おちに棒の先端がめり込んだ。次いで、棒が圧へし折れるほど強く側頭部を強打され、こちらの男も呆あつ気けなく昏こん倒とうした。

　真っ二つになった棒を放り出すと同時に、カナイの身体を力一杯抱き寄せたのは、今まで見たことがないほど切せつ羽ぱ詰つまった顔をしたイナミだった。

「エレナ、大丈夫か!?　一人で勝手に動き回るなと、あれほどきつく言い聞かせただろう！」

「イ、イナ──」

　思わず本名で呼びそうになれば、すかさず大きな手で口を塞ふさがれる。そして、抱き締めるふりをして、耳元でただ一言だけ囁ささやかれた。

「こいつらに、正体が知られるとまずい」

　つまり、このまま貴族の兄きよう妹だいごっこを続けろということか。

　ベルルムは、魔王を崇あがめている。そして、魔王にとって神鳥は、地上へ送り込む魔物を片かたっ端ぱしから倒す邪魔者でしかない。この状況で本名を呼び合い、正体がバレたら現神鳥のカナイがどうなるか──そこまで考え、敢あえてイナミは彼女を偽名で呼んでいた。

「こーれはこれは、飛んで火に入る何とやらぁ……でしょうかねぇ？」

　いつの間にそこへ移動したのか、ベルルムは出口を塞ぐように悠ゆう然ぜんと立ちはだかっている。彼は狂気に染め上げた紅くれないの瞳を細め、にやりと笑ってパチンと指を弾はじく。

「な……っ！　こいつ、気絶したはずではなかったのか!?」

　逼ひつ迫ぱくしたイナミの声に足元を見れば、地面に倒れた黒仮面の男の一人が、彼の足をがっちりと押さえ込んでいた。

　次の瞬間、イナミの胸に縋すがりついていたカナイの身体を、もう一人の仮面の男が強引に引き離す。こちらも、側頭部を強打されて昏こん倒とうしたはずなのに、今は痛手を受けた素振りすら見せずにいた。

　やはりこの男達は、人間離れした能力を持っているのだと、改めて思い知らされる。

「言ったでしょう、私達は人間のような低俗な存在ではないと。ただの兵隊でしかないそいつらとて、死なない限りは何度だって立ち上がりますよぉ？　ただの気絶程度でしたら、そぉですねぇ、五秒もあれば意識は回復するでしょうねぇ」

「噓……」

　気絶してもすぐさま起き上がり、死ぬまで忠実に命令を遂すい行こうしようとするなんて、もうただの化け物じゃないか。よく見れば、イナミの足を押さえつけている男の仮面が割れ、片目だけその隙すき間まから覗いているが──落ち窪くぼんだ目からは生せい気きが欠落し、仄ほの暗ぐらい赤せき墨ぼく色しよくに濁にごっていた。人の形をした人外の生き物に、吐き気すら込み上げる。

　その時、動けずにいたイナミの胸を、ベルルムの手のひらから発せられた白はつ光こうが直撃した。

「う、ぐ……っ」

　もろに謎の術を受けた胸元を押さえ、その場に蹲うずくまったイナミに、カナイは心臓が止まりかける。

「ちょっと、……お兄様に何をしたのよッ!?」

　思わず我を忘れて彼の本名を叫びかけたが、なけなしの理性を総動員させ、妹のふりだけはどうにか続けた。

　両手を背中で仮面の男に拘束されたまま、身を乗り出して叫ぶ兄思いの妹に、ベルルムは薄い唇を歪めてせせら笑う。

「ご心配には及びませんよぉ、お嬢さん。あなたのお兄様はお元気なようなので、私の妖術で少々お力を削そいだまでのこと。死にはしませんが……そうですねぇ、見せしめとして少し痛めつけておきましょうかぁ？　お前達、売り物になる程度に軽く遊んでやれ」

　苦しげに肩で息をしているイナミを見下ろし、彼の足を押さえる黒仮面の男へ、ベルルムは非道な指令を出す。黒仮面の男は無言で頷うなずくと、のそりと立ち上がり、まずはイナミの脇腹へ勢いよく爪先を叩き込んだ。

　カハッと空気を吐いたイナミは、痛みに両目を大きく瞠みはり、地面へ倒れ込んで身体を海え老びのように丸める。

「いやっ、やめて！　私なら逃げないから、お兄様にひどいことをしないでッ！」

　腕が痛むのも構わず激しく身を捩よじりながら、カナイは涙交じりにベルルムへ向かって絶叫する。だが、彼女の懇こん願がんは聞き入れられることなく──仮面の男はイナミの前髪を摑んで顔を上向かせると、容よう赦しやなく彼の頰を殴り飛ばした。

　左頰を殴おう打だされたイナミは、口の端から一筋の血を流してだらりと力を失う。

「あ……あぁ……っ」

　気絶したイナミに、カナイの両目から大粒の涙が溢れる。

　どうしてこんなことになったのか、なぜイナミだけがひどい目に遭わせられなければいけないのか──もう、何も考えられない。

「やはり、人間は脆ぜい弱じやくだな。たったあれしきのことで、さっさと意識を飛ばすとは、まるで虫けらのようだ」

　ベルルムの嘲ちよう笑しようすら、今はカナイの耳をただの雑音として流れてゆく。

「こいつらを檻の中へ放り込んでおけ。もちろん、そちらの可愛らしいお嬢さんだけは丁てい重ちように扱え。もし、傷一つでもつければ──アジトに帰り次第、お前達を廃はい棄き処分にしてやる」

　最後まで不気味な笑顔を崩さぬまま、そう言ったベルルムは新たな獲物を探すため、でっぷりした腹を揺らして天幕を後にした。







　放心状態で檻の中に放り込まれたカナイは、手足を縛られ気絶しているイナミの頭を、自分の膝に乗せていた。

「……どうしよう、私のせいだ……」

　零こぼれ落ちた涙がイナミの頰に落ち、あたかも彼自身が泣いているように見える。

「……泣くな、馬鹿」

　その時、掠かすれた声が闇に包まれた檻の中に響く。涙の浮く瞳で見下ろせば、意識を取り戻したイナミが、薄っすらと目を開けていた。

　途端、一気に込み上がった涙がぼろぼろと頰を伝い、イナミの顔へ落ちてゆく。

「そんな風に泣くなら、もう二度と一人で勝手な行動をするな。──あぁ、くそ。手が縛られていては、拭ってもやれない」

　背中で纏めて縛られた手首に食い込む縄の感触に、苛いら立だたしげにイナミは舌打ちする。そんな彼に抱きつき、カナイはか細い嗚お咽えつを漏らす。

「ご、ごめんなさ……っ！　私のせい、で……痛かった、でしょう……？」

「私を、誰だと思っているんだ。脳が揺れたせいでしばし意識を失ったが、これくらいのことなら慣れている。それにしても──屋敷から連れてきた〝猫〟は、今頃どうしているだろう？」

「ふえ……っ？」

　泣き濡れた顔を上げたカナイは、きょとんと首を傾げる。

「要領のいい、あいつのことだ。私達とはぐれたとしても、自力で生きていけるだろう」

　蹴られた腹部に響かぬよう、低く抑えた声で意味不明なことを語るイナミ。目を点にしていたカナイは、要領のいい猫という言葉に、やっと彼が言わんとしていることを理解した。

　自分達にはまだ、猫のように目を細めて笑う、とても器用な人がついている。

　その時、天幕の上方、梁はりの方からごく微かすかに、「にゃおん」というわざとらしい鳴き声が聞こえてきた。──化け物の巣そう窟くつにもバレることなく忍び込む、恐れ知らずな最強の猫だ。

「……どうだ、これで少しは安心したか？」

　痛みを堪こらえて、イナミは血が伝った跡あとの残る口元を綻ほころばせる。

　再び込み上げてきた涙に、言葉が喉の奥で詰まって出てこなくなったカナイは、目元を袖そででぐしぐしと擦こすりながら何度も深く頷いた。
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「おーい、姉ちゃん！　どこに行ったんだぁ～？」

　中に神じん器ぎの入った楽器箱をがちゃがちゃと揺らしながら、冷えた果実茶の瓶びんを片手に、ココシュカは人混みを搔き分け、忽こつ然ぜんと姿を消した主の姿を探していた。

「おチビ、ちょっとこっちに来なさい！」

「おわっ!?」

　いきなり真横から伸びてきた手に襟えり首くびを摑まれ、立派な幕の張られた露店の裏手へと引っ張り込まれる。かと思えば、持っていた果実茶を強ごう奪だつされ──いくら胆きもの据すわったココシュカでも、この事態には目を丸くした。

　そんな彼の大きく見開かれた両眼の先には、喉を鳴らして茶を飲むダリアがいる。

　太ふと股ももまで豪快に裂さいたドレスの裾を、腰の辺りで器用に縛った彼女は、既にカツラを外して変装を解といていた。履はいていた靴の踵かかとも強引に圧し折ったのか、低くなっている。

　瓶の中身を一気に飲み干したダリアは、袖で口元を拭いながらココシュカを睨む。

「あんた、どうしてカナイちゃんを一人にしたの？　お陰であの子、一人でふらふらしてるところを、性た質ちの悪い人ひと攫さらいに捕まっちゃったじゃない」

「なんだって!?」

「どうにも舞台上で演技してる団員が怪あやしくて、見世物を途中で抜け出して色々と調べてたんだけど──楽屋に潜せん入にゆうして、しばらく梁はりの上からこっそり様子を窺うかがってたら、あの座長が小さな子供ばっかり攫さらってきては、檻の中に閉じ込めてんじゃない。カナイちゃんも同じ目に遭って、助けに行ったイナミも一緒になって捕まっちゃったわ」

　淡たん々たんと状況の説明をしていたダリアは、そこで一旦深々とため息をつくと、常にない厳しい口調でココシュカに言う。

「あんたね、神鳥の守護者ってのはお遊びじゃないのよ。普段はどんなにふざけていたっていいけど、それでも自分の神鳥のことは、いつだって気にかけて守らなくちゃいけないモノなの。キツイことを言うようだけど、あんたは守護者として中途半端だわ。──故意に自分の力を隠しているようじゃ、これからの戦いでは足あし手で纏まといにしかならないでしょうね」

「……っ！」

　目に見えて凍りついたココシュカの表情に、ダリアはふんっと鼻を鳴らす。

「このダリア様の嗅きゆう覚かくを、舐なめるんじゃないわよ。あんたの隠しごとくらい、最初っから見抜いてるに決まってるじゃないの。だけどあたしは、今まで黙ってあんたの出方を窺ってきた。できれば、自分で完全な守護者になる決意を固めてほしかったからね」

　だけど──と、ダリアは冷たい横目でココシュカを見み遣やる。

「こんなことになったからには、同じく神鳥の守護者を務めた者として、これ以上黙ってるわけにはいかないわ。神鳥の守護者として戦うか、役目を放り出して逃げ出すかは、あんたが自分で選びなさい。いつまでも優柔不断でいられたら、こっちが迷惑するわ」

「……ダリア姉ちゃんは、どうするんだ？」

「あたしは城へ戻って、援えん軍ぐんを呼んでくるわ。とても、あたし達だけで勝てるような相手じゃないもの」

　ダリアは去さり際ぎわ、それまで強こわ張ばらせていた頰から力を抜くと、表情をなくして足元を見つめているココシュカの肩を、励はげますようにばしんと叩く。

「あたしは、あんたを信じてる。だからあんたも、自分の力に自信を持ちなって」

　そんなダリアの言葉に、ココシュカは最後まで返事することはなかった。
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　神術で昼間のように明るく照らし出された、フレイムローズ神殿の祈り場にて。

　深刻な顔で水盤を覗き込んでいたアルーナは、扉が開かれる鋭い音が響くと、俯うつむけていた顔を上げた。

「アルーナ様、緊急事態というのは、いったい何事ですか!?」

　それぞれ己おのれの神器を手に、神聖な祈り場へ血けつ相そうを変えて駆け込んできたのは、先ほどアルーナから招集をかけられたグレスと鷹たか雅まさだった。

　祭壇の下まできた二人の呼吸が整うのを待たず、アルーナは紙のような顔色で口を開く。

「どうにもカナイ様とイナミ様が、旅芸人の一座を騙かたった人攫いの集団にかどわかされたそうです」

「な、何ですって!?」

　予想を上回る悪い知らせに、グレスは悲鳴のような驚きの声を上げた。彼の隣に立つ鷹雅も、口にこそ出さなかったが、眉間に刻まれた皺を黙って深くする。

「たった今、ダリア様のみが城へ帰還して事情の説明を受けたのですが──どうにも相手は、傀かい儡らい人びとを従えた妖魔人だそうです。興行中に見せた彼らの尋常ならざる身体能力を不審に感じたダリア様が、単独で内情を探さぐっている最中に、お二人とも拉ら致ちされたと」

「拉ら致ちされたのが二人ということは、ココシュカの奴は無事だということでしょうか？」

　低く唸うなるような声で鷹雅が問えば、アルーナは小さく頷く。

「何よりも今優先すべきは、安全な策で賊ぞく徒とからカナイ様とイナミ様の両名をお救いすること」

　そこで──と、それまで伏し目がちだったアルーナが、澄んだ双そう眸ぼうを二人の背後へと向ける。

「やあ、こんばんは」

　いつからそこにいたのか、同時に振り返ったグレスと鷹雅に緊張感のかけらもない笑顔で片手を振っているのは、アークライトだった。

「何故、貴き殿でんがここにいる？」

　見る間に嫌けん忌きの表情になった鷹雅に、アルーナが手短に事情を語る。

「王おう太たい子し殿でん下かは、城を目前に力尽きかけていたダリア様を偶然発見して、ここまでお運び下さったのですが──此こ度たびの事態をお話しして、カナイ様とイナミ様を救出するため、お力をお貸しいただくことになりました」

「お言葉ですがアルーナ様、お二人の救出は、神殿騎士団と僕達だけでどうにかできることです。わざわざ王太子殿下のお手を煩わずらわせる必要は、ないものかと思いますが……」

　控えめだが、王太子の協力を拒こばもうとするグレスの発言を、アルーナがきっぱりと退しりぞける。

「今回の賊徒討伐には、神殿騎士団を派遣することはできません。これは、凱がい旋せん式を終えたばかりで新たな神鳥の降臨に安あん堵どした人々を、再び不安に陥おとしいれることを防ぐためです」

「神殿側は、カナイ様が誘ゆう拐かいされたことを秘ひ匿とくするおつもりですか!?」

「民たみの不安は、時に国を揺るがすこともあります。国が揺らげば更に人心は乱れ、無用な戦乱が起こることとなりましょう。神殿がその争いに巻き込まれては、魔物の討伐に支障が生じてしまいます。これは、わたくしの実体験に基づく見解です」

　あどけない少女の姿をしてはいても、不老長寿の姫巫女として神職の頂点に立つアルーナは、古書に記しるされている歴史を実際に生きてきたのだ。神官という立場上、アルーナの境遇を詳しく知るグレスは、彼女の言葉を重く受け止める。

「神殿騎士団の派遣が不可能ならば、賊徒の討伐はいかようにして行うおつもりでしょうか？」

　唇を嚙んで押し黙ったグレスの代わりに、鷹雅が徐おもむろに次なる質問を口にする。

　この問いに答えたのは、アルーナではなくアークライトだった。

「人質を取られた相手を襲撃する際は、少数の精鋭部隊で奇襲をかけるのが基本なんだよね。噂に聞けば、キミ達はかなり強いらしいじゃないか。私もこういった任務には慣れてるから、三人だけでも楽勝だと思うよ」

「……失礼だが、貴殿は戦いくさの経験はおありか？」

「さぁ、どうかな？　だけど、これでも私は国王軍第四部隊を束たばねる隊長だしね。実のところ、今回小鳥ちゃん達を誘拐した団体は、結構前から私の部隊が目をつけていた相手なんだ」

　頰にかかる前髪を指先でいじりながら、アークライトは相変わらず暢のん気きな口調で説明する。

「街がい下かで、個性的な仮面の旅芸人一座が現れると、決まって子供の行方ゆくえ不明者が続出してね。この国でも被害が相あい次ついで、ついに母上がぷつんとキレちゃってさ。そこで、私の部隊に彼らの討伐命令が下されたんだ」

「ならば当然、敵方の情報をお持ちでしょうな？」

「まあね。うちの部隊は遊撃から諜ちよう報ほう活動、要人警護に暗殺とか、さり気げにえげつない裏方仕事を押しつけられている苦労部署だからさ。その分、変わり者だけど優秀な部下ばかりが揃っているから、情報収集もばっちりだよ。だから……」

　鷹雅とグレスへ魅力的な流し目を送り、アークライトはあくまで大らかに、とんでもない取とり引ひきを持ちかけてきた。

「今回の賊徒討伐は、国王軍第四部隊が出撃したってことにしたらどうかな？　どうせ捕まえた罪人は軍に引き渡すんだし、うちの部隊が事件を担当したことになっていれば、小鳥ちゃん達のことも極秘で処理できる」

「そして、王太子という立場の貴殿が武ぶ勲くんを立てれば、国家の威い信しん回復にも繫がる──か」

「うん、そういうこと。鷹雅君は理解が早くて助かるよ。だけど、お互いに協力し合って利点を得るのは、キミ達だって同じことだと思うけど？　なんたってキミ達、攫さらわれた小鳥ちゃんの居場所を知らないでしょう？」

　何やら含みのある王太子の口ぶりに、眼鏡めがねを鼻の上へ押し上げながら、グレスが探るような目つきで問う。

「その仰おつしやりようからして、殿下は賊徒の居場所をご存知のようですね？」

「いいや、賊徒の居場所は知らないな。だけど、私の可愛い小鳥ちゃんの居場所だったら、簡単にわかるよ」

　にっこりと微笑み、アークライトが上着の隠ポケしツトから取り出したのは、手のひらにすっぽり収まる小さな羅ら針しん盤ばんだ。緩やかな半円状の羅針盤の中には、無色透明の液体が満たされている。

　ちょっと待ってねと言い置いて、アークライトは小型の羅針盤を両手で優しく包み込み、そっと目を閉じた。すると、彼の両手が淡い金色の光に包まれ、羅針盤内に湛たたえられた液体までも、自みずから微弱ながらも発光を始める。
















「はい、これで準備完了。後はこの羅針盤が指し示す方向へ進めば、小鳥ちゃんのもとへ辿たどり着けるよ」

　アークライトから差し出された羅針盤を、グレスがまじまじと覗き込めば、その針はまっすぐ北東の方角を指し示していた。

「王太子殿下、この羅針盤はいったい……？」

　貴重な術具の数々が保管されているフレイムローズ神殿にも、こんな不可思議な力を秘めた羅針盤など存在しない。

　グレスから困惑した眼差しを向けられたアークライトは、優雅に片目を閉じながら堂々と言い切った。

「愛の力のなせる業わざと、ちょっとした企業秘密さ。便利でしょ？」
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　馬車の幌ほろの中に積み込まれた、檻おりの中。

　あの後、直ただちに天幕を解体したベルルム一座は、夜の闇に乗じて王都から逃げるように馬車を走らせ続けた。しかし、四し半はん刻ときほど前に急に進行を止め、今、外からは賑にぎやかなどんちゃん騒ぎの音が聞こえてくる。

　休きゆう憩けいがてら、任務成功の酒さか盛もりでもしているのだろう。

　馬車が走っている時は、車輪と蹄ひづめの音がうるさく振動が激しかったので、内緒話をすることはできなかった。こっそり会話をするには、今が絶好の機会だろうと判断したイナミは、カナイの膝に頭を乗せた状態で、自分達を捕らえた集団についての説明を始めていた。

「私は実際に遭遇したことはないが、この世には妖魔人という、魔物の力を生まれ持った人間が存在するらしい。なんでも、地表には僅わずかながら地界の瘴しよう気きが漏れ続けている場所があり、母体がそのような場所で暮らしていると、胎たい児じが瘴気の力を蓄積してしまうそうだ」

「それじゃあ、ベルルム一座は全員が魔物の力を持つ妖魔人ってこと？」

　戸惑ったようなカナイの問いを、イナミは「それは違う」とはっきり否定する。

「ベルルムは間違いなく妖魔人だろうが、あいつから兵隊と呼ばれていた仮面を被った者達は、おそらく傀かい儡らい人びとだろう」

「傀儡人って？」

「妖魔人にかどわかされた人間が、特殊な手段で瘴気を体内へ注ぎ込まれ、心身ともに改造された成れの果てだ。助けが来なければ、私達も同じ末まつ路ろを辿ることになる」

「そ、そんな……っ」

　人間として生まれながらも、魔物の力を持った者が存在するなんて、今の今まで知らなかった。しかも、彼らの魔の手がごく普通の人々にまで伸び、傀儡人などという化け物を生み出していたなんて、とても信じられないことだ。

　だが、この状況でイナミが噓など言うはずがない。何よりカナイは、実際に傀儡人の驚異的な力を目まの当たりにしていた。たとえそれが、どんなに現実離れした話であったとしても、今はただ信用することしかできない。

「ねぇ、お兄様……」

　盗聴を警戒してイナミを兄と呼びながら、カナイは覚悟を決めて、最も気になっていることを尋ねる。

「妖魔人から傀儡人に改造された人達は、どうにか助けてあげることはできないの？　だって、元々はここに捕まっている子供達みたいに、何の罪もない人間だったんでしょう？」

「残念だが、一度傀儡人に改造された人間を元に戻す手段は、いまだ発見されてはいない。それに加え、傀儡人は先ほどベルルムが言っていた通り、命令を忠実に遂行するべく、瀕ひん死しの重傷を負ったとしても何度だって立ち上がる。厄やつ介かいな人外の力が備わっていては、牢ろう獄ごくに閉じ込めたところですぐに脱だつ獄ごくされてしまうから、意味がないんだ」

「それじゃあ……傀儡人にされた人達は、殺すしかないってこと？」

　両手足を縛られ、檻の中に転がされてすすり泣いている子供達の姿を見渡しながら、カナイは震えそうになる声で問う。

　ここにいるのは、旅芸人の興行を見にきていただけの、どこにでもいるような子供達だ。舞台上で超人的な演技を披露していた者達も、傀儡人に改造される前までは、きっと平凡な毎日を過ごしていた人間だったのだろう。

「私達は、人間を守るために生まれたんじゃないの？　それなのに、人間だった人達を殺さなくちゃいけないなんて……そんな、どうして……」

「お前の気持ちは、よくわかる。だが、傀儡人にされた者達を真に思うなら、これ以上の悪あく行ぎようを働かせないよう、そうする他に手立てはないのだ」

　青白い顔色で、平静を失ったように視線を揺らすカナイに、イナミも辛そうに眉根を寄せる。

「今夜は、お前の息抜きが目的で外出したはずが、逆に辛い思いをさせてばかりいるな……。しかも私は、護衛として同行していながらも、お前を守ることができなかった。本当に、すまないと思っている」

「ちょ、ちょっと、謝らないでよ！　こんなことになったのは、そもそも私が一人で勝手に動き回ったせいだし、妖魔人や傀儡人のことだって、どうせそのうち知らなくちゃいけなかったことでしょう？」

　それに──と続けたカナイは、青く痣になったイナミの左頰を、痛みを与えぬようにそろりと撫でた。

「あなたはちゃんと、身体を張って私を助けようとしてくれたわ。そんな人のことを情けないと思うほど、私は血も涙もない鬼じゃないわよ」

　たった一人、天幕の中へ引きずり込まれて檻の中に閉じ込められそうになっていた時、イナミが助けに来てくれて、不覚にも泣きそうになったのを覚えている。

　いつだって彼は、自分の危機を助けてくれた。だからこうしてベルルムに捕まった今でも、彼がそばにいれば絶対に大丈夫だと信じることができる。絶望の最中にあっても、決して希望を捨てずにいられるのは、まさしくイナミのことを心から信頼している証あかしだった。

　目の端に涙を滲ませているカナイに、イナミが何か言おうとした時──幌の後ろが捲めくられ、二人の男が馬車の荷台へ上がってきた。

「おーい、そこの可愛いお嬢ちゃんよぉ～。檻から出してやるから、俺達に酌しやくしろやぁ～」

　舌が回らず間延びした声と、離れていても鼻を突く酒の臭しゆう気きから、男達がかなり泥でい酔すいしていることを察する。

　カナイが身を強こわ張ばらせると同時に、イナミが腹部の鈍どん痛つうを堪えて身を起こす。

　ガチャガチャと檻の鍵を開ける音が響き、やがて赤ら顔の屈強な男が二人、千鳥足でカナイたちのもとへやってくる。

　公然と素顔を晒さらしていることから、傀儡人ではないようだ。酔って焦しよう点てんの定まらない目もありふれた鳶とび色いろで、もしかしたらこの男達は、妖魔人でもない普通の人間なのかもしれない。その証拠に、ベルルムから発せられていたような謎の威い圧あつ感かんも、彼らからはまったく感じられなかった。

「ほら、俺達と楽しい時間を過ごそうぜ～？　お嬢ちゃんなら、何でも美う味まいもん食わせてやるからよぉ～」

　丸太のように太い腕が無遠慮に伸ばされ、ぞわりと肌を粟あわ立だたせたカナイは、思わず後あと退ずさってしまう。そんな彼女を守るため、両の手足を縛られた状態であるにもかかわらず、イナミが冷たく男達を睨み上げて傲ごう然ぜんと言い放はなつ。

「生あい憎にく、私の妹は育ちが良くてな。貴様らのような畜ちく生しようにも劣おとる人ひと攫さらい相手に、媚こびを売って酌をするような、程度の低い教育は施されていないんだ」

「な、何だと……っ!?」

「代わりに、私で良ければいくらでも酌をしてやるぞ。それこそ、口から泡を噴いて倒れるまで、酒でも何でも飲ませてやる」

　眼光鋭く挑いどむように笑ったイナミに、赤毛の男が摑みかかり、彼の頰を力任せに殴りつけた。

「イナミッ！」

　咄とつ嗟さに演技を忘れ、本名を叫んで助けに入ろうとしたカナイだったが、イナミへ伸ばした手をもう一人の茶髪の男から摑まれ、背筋を凄すさまじい悪お寒かんが駆け抜ける。

「お～っと。お嬢ちゃんはこっちで、俺と遊んでいようか？　座長から、傷だけはつけるなって言われてるけど、こんなに可愛いんだから少しくらいの摘つまみ食いは仕方ねぇよなぁ～？」

「──っ！」

　頰を撫なでた男の手の感触に、今すぐ舌を嚙み切りたくなるような嫌悪感を抱いだく。

「待て！　頼むから、そいつには手を出すなっ！」

　殴られてなおも屈することなく、イナミは嫌がるカナイの顔を撫で擦さすっている男へ怒鳴る。だが、すぐに赤毛の男から前髪を摑まれ、強引に上うわ向むかされた顔へ今度は短刀を宛あてがわれた。

「お嬢ちゃん、わかってるよなぁ～？　俺らの言うことを大人しく聞かないと、お前の兄ちゃんがどうなっても知らねぇぞぉ？」

　すっと刃が引かれ、イナミの頰を鮮せん血けつが伝う。その光景に、カナイは全身の血が凍りついたような気がした。

「わ、わかったから！　私ならなんでも言うことを聞くから、これ以上その人にひどいことをしないで！」

「おっ、妹の方が物わかりいいじゃねぇか～。可愛くて従順なガキは、嫌いじゃないぜ？」

　イナミを人質に取られ、半乱狂で要求を吞んだカナイに、茶ちや髪ぱつの男は下げ卑びた笑みを浮かべる。

　イナミを人質にした男は、カナイ相手にだらしなく鼻の下を伸ばしている仲間を、爬は虫ちゆう類るいのようないやらしい目つきで嘲ちよう笑しようする。

「お前も教祖様とかいう奴と同じで、幼女趣味だったんだなぁ？　どうせ可愛がるんなら、俺はやっぱ踊り子のミラやメアリーみてぇに、美人で色っぽい子がいいぜ」

「人の趣味にケチつけんじゃねぇよ。お前みてぇにがさつなヤツには、なんも知らねぇガキと遊ぶ楽しさなんて、一生わからねぇだろうさ。見ろよ、この白くて柔らかそうな足！　最高だねぇ～」

　いきなり床に押し倒され、ドレスの裾を捲まくり上げられ、喉元まで出かけた悲鳴を、カナイは血が滲むほどきつく唇を嚙み締めて堪こらえた。

　身を焼かれるような屈辱と、虫が胸を蝕むしばんでゆくような恐怖に、握り締められた拳が小刻みに震え出す。好きでもない男に素肌を晒さらすのは、死ぬほど辛いことだ。だが、自分が抵抗するせいでイナミが傷つくことは、もっと嫌だった。

（もう、我慢できない……っ！）

　カナイは涙の浮いた目をぎゅっと閉じて、胸の奥深くに眠る神鳥の本能へ強く呼びかける。

（これ以上、こんな最低な男達に好き勝手させるわけにはいかないの！　お願い、私に力を貸して！）

　しかし、いくら呼びかけても人格が入れ替わる気配はない。焦あせるカナイの脳裏に、もう一人の自分の高笑いが響いた。

『あんたって、本当に馬鹿よねぇ。神鳥の力ってのは、魔物と戦うためだけにあるの。こんな人間同士の諍いさかいなんかに、使えるわけないじゃない』

（だって、相手には半分魔物の人もいるのよ!?）

『いくら魔物の力を持っていたって、人間の親から生まれたんなら、そいつも人の子でしょう？　何度だって言わせてもらうけど、私の力は魔物を倒すためにあって、あんたが困った時にほいほい使える便利なものじゃないの。くっだらない人間の喧けん嘩かに、私を巻き込まないでよね』

　好きなことを言うだけ言った神鳥の本能は、再び深い眠りに就ついてしまう。

　頼みの綱だと思っていた神鳥の力が使えないと知り、カナイは絶望で気が遠くなりかけた。

　神しん気きを練ねって武器を作ることもできなければ、攻撃系の神術も教わっていない。やけっぱちになって殴りかかろうとしても、相手と肉体差がありすぎて、男に身体の上から覆おおい被さられた体勢では何もできなかった。

（私、今まで何をやってきたのかしら……）

　あんなに剣稽古をしたって、手元に剣がなければ意味がない。走り込みで体力をつけても、体術に不利な体格をした自分では、素手では人間にだって勝てないほど弱いのだ。

　自分の戦闘適性を考えもせず、がむしゃらになって汗を流しても、それはすべて無駄なことだった。

　こうして危機に陥おちいらなければ、その事実に気がつきもしないなんて、自分はなんと愚おろかなのだろう。

　ギリッと歯は軋ぎしりすれば、悔かい恨こんの涙が静かにこめかみへと流れてゆく。

「おっ、ようやく泣いたか！　俺はガキの泣き顔を拝おがむのが、何より楽しみでなぁ。おらっ、こっちを向いてしっかり泣いてる顔を見せろや」

「いやぁ……っ！」

　もう少しで太股に触れようとしていた男の手が、邪魔な前髪を搔き上げようと伸ばされ、カナイは反射的に顔を背そむけようとする。だが、その行動が男の加か虐ぎやく心しんに火を点つけた。

　イナミが必死に制止の言葉を叫んでいるが、カナイの上に圧のしかかった男は不気味に笑いながら、横を向いた彼女の顔を無理やり自分の方へ向かせる。顔を動かせないように顎あごを固定されたカナイは、ゆっくりと近づいてくる男の手に、もう駄目だと青あお褪ざめた。

「んあ？　なんだ、この赤い模様は……」

　カナイの前髪を無造作に上げた男は、現れた紅ぐ蓮れんの御み印しるしに、酔って焦しよう点てんの定まらない目を擦る。代わりに、イナミに刃を突きつけていた男の方が頓とん狂きような声を上げた。

「額に、紅蓮の……っ！　てめぇ、神かみ鳥どりだったのか!?」

　ついに正体がバレてしまい、カナイはいよいよ顔がん色しよくを失う。

「……ってことは、こっちの男の方も神殿の関係者か？　──まぁ、そんなことはどうでもいいぜ。おい、とりあえずこいつらを座長のトコへ連れて行くぞ」

「なんでだよ？　俺はまだ、遊びの途中だぜぇ？」

「馬鹿野郎！　そのガキは神鳥で、教祖様とやらの最大の敵だ。そいつを座長へ差し出せば、結構な額がくの褒ほう美びが手に入るかもしれねぇぜ？」

「マジかよ!?　このガキにそんな値打ちがあったなんてなぁ！　もしかすっと、俺達にもようやく運が向いてきたってことかぁ？」

　男達は顔を見合わせると、いやらしくせせら笑う。

　指一本すら動かせず、震えているカナイの身体を乱暴に抱え上げた男は、檻の扉を潜くぐって幌の張られた荷台から外へ出る。イナミは足を拘束していた縄だけ解とかれ、逃げられないよう襟首を摑まれたまま、「自分で歩け」と背中に短刀を突きつけられ檻から出された。

　外は、森の外れにあるらしき、周囲を背の高い木々に囲まれた開けた場所だった。

　六台もの馬車が停とめてある中心で、山賊のような身み形なりをした男達が数人、酒盛りをしている。仮面を被った団員達の姿は見られないが、下げ卑びた笑い声を上げている男達に交じって、瓶びんから直じかに酒を呷あおっているベルルムの姿をカナイは発見した。

「おーい、座長！　見て下せぇ！」

　イナミを引き立てる赤毛の男が叫べば、ベルルムの血の色をした瞳が、すいっとこちらへ向けられる。

　勝手に売り物を檻から出してきた男達を、彼は重じゆう厚こうな威圧感を込めて睨にらみ、舞台上とは違う低く脅すような声で詰なじる。

「そのお嬢さんは、教祖様への貢みつぎ物ものだから乱暴に扱うなと言っておいただろう？　報酬を減らされたくなければ、今すぐ檻に戻してこい」

「いやいや、それが一大事なんですよ！　実はこのガキ、この間神かみ降おろしされたって噂の神鳥だったんでさぁ！」

　ベルルムから射殺すような眼差しを向けられ、茶髪の男は恐れをなして震え上がりながらも、小脇に抱えたカナイの前髪を額が見えるように慌あわてて搔き上げた。

　そうして現れた紅蓮の御印に、ベルルムは僅わずかに真紅の双そう眸ぼうを瞠みはる。

「なるほど、お前達の言う通りだ。よもや、お嬢さんが神鳥だったとは……これは、盲点でしたねぇ。よく見れば、あなたが兄と呼んでいたそちらの男は、先代の神鳥によく似ている。女装していた時の姿しか見たことがなかったので、気づけませんでしたがねぇ」

　ゆっくりと腰を上げ、でっぷりと突き出た腹を揺らして歩いてくるベルルムの瞳が、不穏な輝きを放はなつ。狂気に満ちた眼差しを額の御印に注がれているだけで、カナイは気が狂ってしまいそうな恐怖に襲われた。

　さすがのイナミも、完全に正体がバレてしまった今ではどうすることもできず、苦く渋じゆうの表情で歯は嚙がみしている。どうにかカナイだけでも助けたいと思っても、後ろ手を縛られて刃を背中に宛がわれた状態では手も足も出ず、苛立ちが募つのるばかりだ。

　やがてカナイは、ベルルムの指示によって地面へ下ろされた。

　生まれたての小鹿のように、両足をガクガクと震わせている神鳥の姿に、ベルルムは嫌悪感を搔き立てる嘲笑を浮かべる。

「残念でしたねぇ、お嬢さん。あなたが普通の人間でしたら、従順なお人形さんとして、一生教祖様から可愛がっていただけましたのに。ですが、我々の計画を邪魔してばかりいる神鳥を、教祖様のおそばへ近づけるわけにはいきません」

「わ、私達を殺すって言うの……？」

　精一杯強気に振舞い、喉の奥から絞り出した声で問えば、ベルルムは口こう角かくを更に吊り上げて笑う。

「お嬢さんは魔物と共に地上へ出現する悪あつ鬼きどもが、人間を喰らうごとに魔物へ進化してゆくということを、ご存知でいらっしゃらないようですねぇ？」

「え……」

「といっても、ただの悪鬼が魔物の力を得るためには、大量の人間を喰わせる必要があります。しかーし、神鳥の肉を喰わせてやれば、いち早く、しかも通常よりも格段に力のある魔物を生み出すことができるのですよぉ」

　ですからぁ──と言葉を続けたベルルムが指を鳴らすと、彼の足元に紫し紺こん色をした魔法陣が、葡ぶ萄どうの房のように幾つも展開した。魔法陣の内部には闇の渦うずが生じ、鋭い牙きばをガチガチと歓喜に嚙み鳴らす悪鬼が、続々と這はい出してくる。

　人間を餌え食じきにする悪鬼の登場に、ベルルムと酒盛りをしていた賊ぞく達たちが恐れ慄おののく。カナイとイナミをこの場へ連れてきた男達も、魔法陣から湧き出してくる小鬼に、情けない喚わめき声を上げた。

　仲間が発する恐怖の悲鳴にすら上機嫌に笑み、ベルルムはしわがれた声で歌うように言う。

「腹を空すかせた悪鬼にうっかり喰われたくなければ、お前達はさっさとこいつらの目の届かないところへ逃げるんだな」

　その脅しとも取れる忠告を受けた男達は、蜘く蛛もの子を散らすかのごとく、足を縺もつれさせながらも一斉に逃げ出してゆく。だが、カナイとイナミのそばにいる二人の男達は、その場へ無ぶ様ざまに腰を抜かして動けずにいた。

「イナミ、どうしようっ」

　後ろ手に縛られたまま放り出されたイナミに、カナイは半なかば衝動的に縋すがりついた。

　相手が悪鬼だけでは、神鳥の力を発動することができないらしい。先ほどから心の中で何度も神鳥の本能へ助けを求めているが、高慢ちきな彼女は返事すら返してくれないのだ。

　イナミは歯を食い縛り、必死で縄抜けを試みているようだが、結び目の固い縄は逆に手首へ食い込むばかり。擦れて傷ついた手首からは鮮血が零こぼれ、乾いた地面を赤黒く染めてゆく。

「お前だけでも逃がしてやりたいが──この状況では、私が囮おとりになってもそれは無理そうだな」

「相手は悪鬼なのに、どうして私は戦えないの!?　悪鬼だって、魔界から湧わき出てくる化け物なのに……っ！」

　イナミの胸元にしがみつき、カナイは叫ぶ。

　こんなに戦いたいと願っても、戦うことのできない悔くやしさ。まだ死にたくないと思うのは当然だが、今は自分の命よりも、イナミを守れないことが何よりも辛い。

「さぁ、悪鬼ども！　神鳥の血ち肉にくを、思う存分堪たん能のうするがよい！」

　ベルルムの声が高々と響き、魔法陣から生じた悪鬼達は、耳に苦しい喊かん声せいを上げてカナイとイナミへ飛びかかる。

（もう駄目だわ……っ！）

　イナミの胸へ顔を埋うずめたカナイは、悪鬼に身体を喰い千切られる痛みに備え、身を固くしてぎゅっと目を瞑つむった。だが、次の瞬間──鼓膜を劈つんざくような甲かん高だかい絶叫が、すぐ近くから幾つも上がる。

「お前ら、オレの大事なカナイに何するんだ！」

　頭上から降ってきた威勢の良い声に、カナイが驚いて顔を仰あお向むければ、背の高い樹木の枝に神じん器ぎの弓を構かまえて立つココシュカを、視界に捉とらえることができた。

「ココ、助けにきてくれたの!?」

「当然だろ！　俺はお前の守護者なんだからなッ！」

　矢筒から三本の矢を抜き取り、ココシュカは立て続けに悪鬼を射い抜ぬく。そして彼は、ひらりと木の上から飛び降りると、カナイとイナミの前へ綺麗に着地を決めた。

「さっき森ん中に飛び込んできた男達をのした時、適当にかっぱらっといたモンだけど、丸腰よか何倍もマシだろ。イナミ、とりあえずお前はこれでカナイを守ってくれ」

　腰に差していた剣を鞘さやから抜き、ココシュカはイナミの後ろ手を縛しばる縄を断ち切る。自由になった彼の手へ刃こぼれだらけの剣を押しつけると、再度隙すきなく弓を構えたココシュカは、目にも留まらぬ早はや業わざで悪鬼へ向けて矢の雨を降らせた。

　神じん器ぎの矢を受けた悪鬼は、奇声を上げながら黒い霧きりとなって大気中へ溶け消える。

　瞬またたく間に無数の悪鬼を倒してゆく少年の登場に、ベルルムはそれまで浮かべていた余裕の微笑を消し、殺意にギラつく紅こう眼がんで、カナイのそばで腰を抜かしている二人の男に叫ぶ。

「お前達、神鳥を捕らえて私のもとまで連れてこい！　そうすれば、好きなだけ金をくれてやるぞ！」

　悪鬼の存在に戦せん々せん恐きよう々きようとしていた男達は、金が絡からんだ途端に目の色を変えた。いまだ身体は震えていたが、それでも男達は地面から起き上がると、足が竦すくんで動けずにいるカナイへ飛びかかってゆく。

　だが、その魔手が彼女へ届く前に、剣を構えたイナミが動き出していた。

　地面を強く蹴り、一気に赤髪の男との間合いを詰めたイナミは、まずは剣の柄つかを相手の鳩みぞ尾おち目掛けて勢いよく叩き込んだ。男が瞠どう目もくし、腹部を押さえて身を丸めようとしたところへ、すかさず二撃目が放たれる。

　男の顎を捉えた柄つか頭がしらが、渾こん身しんの力で突き上げられる。もんどりを打って背後へ吹っ飛んだ男は、地面で後頭部を強打し、白目を剝むいて動かなくなった。

　この一連の流れが、僅わずか数秒の出来事。

（う、噓……イナミって、こんなに強かったの？）

　イナミの背中に守られるカナイは、彼の驚異的な剣術の腕前に、思わずあんぐりと口を開けてしまう。神鳥の力を失ってなおも、剣を手にしたイナミは信じられないくらい強かった。

　思えば、彼が戦っているのを実際に目にするのは初めてのことで──隙のない俊敏な動作で剣を操るイナミは、こんな状況でも思わず見み惚とれてしまうほど勇ましい。

「なんなんだよ、お前は……っ！」

　相方が徹底的にぶちのめされる一部始終を、誰よりも間近で見ていた茶髪の男は、腰から抜いた短刀を振りかざして、果敢にもイナミへ斬りかかっていく。だが、短刀は振り下ろす前に剣の腹で弾はじかれ、男はすぐに丸腰になった。

「これでも二年間、お前らとは比べ物にならない強大な敵と戦い続けてきたものでな。剣の腕は、伊だ達てではないぞ」

「ま、待ってくれ！　謝る。土下座でも、お前さんの気が済むまで何でもする。なんなら、アジトにあるお宝を全部やったっていい！　だ、だから……っ！」

「今更謝ったところで遅いッ！」

　怒ど声せいを張り上げ、男の左肩へ剣の腹を叩き込んだイナミに、固かた唾ずを吞んで成り行きを見守っていたカナイの肩がびくんと跳ねた。

　激痛を訴える肩口を押さえ、地面に崩れ落ちた男の前へ片膝をついたイナミは、せっかく手に入れた剣を徐おもむろに手放す。そして彼は、俯うつむく男の前髪を無造作に摑んで顔を上向かせると、その頰に大きく振りかぶった平手を見舞った。

「いいか、今のはお前達に甚いた振ぶられた私の痛みだ」

　そしてこれが──と言い置き、イナミは爪が手のひらに食い込むほどきつく握り締めた拳を、打ったばかりの男の頰へめり込ませる。

「お前に傷つけられた、カナイの痛みだ。とくと思い知れ、この下げ衆す野郎」

　吐き捨てるように男らしい台詞を浴びせるが、泡を噴いて気絶した男の耳には、もうどのような罵ば倒とうの声も届かないだろう。

「おのれぇ……忌いま々いましい神鳥めぇ……」

　だらりと弛し緩かんした男の身体を、イナミが地面へ放り出すと同時に、カナイは凄まじい瘴気の波動を感じ取って身震いする。

　視線は自然と、瘴気の出で所どころへと吸い寄せられた。

「な、何が起こっているの……？」

　驚きよう愕がくに見開かれた紺こん碧ぺきの瞳が捉とらえたのは、爪と牙を長く伸ばし、頭の両側に闘とう牛ぎゆうのような角つのを生はやしたベルルムの変わり果てた姿。腕や足も筋肉が盛り上がって二倍は太くなり、纏っていた衣装がはち切れている。

　濃密な瘴気を纏う彼は、今や人ではなく異い形ぎようの魔物に似て見えた。

「面倒だが、どうやら私が直じき々じきに手を下さねばならんようだな」

　両手の鋭い爪を見せつけるように舐なめ上げ、ベルルムは血走った目で不敵に笑む。その邪悪な瞳に見つめられたカナイは、心臓が凍りついたような錯覚を抱き、服の上から胸を押さえて後退った。

　神鳥が生まれ持った直感とでも言うのだろうか。凶悪な本性を曝さらけ出したベルルムは、魔物に匹ひつ敵てきする力を秘めていると、カナイには自ずとわかった。

（ちょっと、もう一人の私！　こいつが相手でも、まだ戦う気が起きないの!?）

　心中で神鳥の本能へ向けて怒ど鳴なるが、相変わらず彼女が目覚める気配は感じられない。

「カナイ、下がっていろ！」

　両手の爪そう甲こうを振り上げ、猛牛のように突進してきたベルルムの前に、再び剣を手にしたイナミがカナイを庇かばって立ちはだかる。

　振り下ろされたベルルムの爪を、イナミが剣で受け止めた瞬間、鮮烈な火花が散った。がっちりと切り結んだ二人は、互いを押し退のけようと激しい攻防を繰り広げているが、渾こん身しんの力で踏ふん張ばるイナミの靴が、見る間に地面へめり込んでゆく。

「いくら先代の神鳥といえど、今は徒ただ人びとに過ぎぬ」

「……っ！」

　ニヤリと猟奇的に笑ったベルルムは、その巨体に似合わぬ俊敏な動きで一旦後方へ飛び退のくと、イナミが体勢を整える前に再度斬きり込んだ。

　斜め上から揃えて振り下ろされた両手の爪を、イナミは咄嗟に剣で防ぐことに成功したが、彼の身体はベルルムの酷こく烈れつな力によって、真横へ薙なぎ飛ばされてしまう。激しく地面へ叩きつけられたイナミに、カナイは喉が張り裂けんばかりの絶叫を上げた。

　覚えずイナミのもとへ駆け寄ろうとしたカナイの手を、握り潰さんがごとき強ごう力りきでベルルムが摑む。

「お嬢さん、どこへ行くのかなぁ？」

　至近距離から猫撫で声で問いかけられ、カナイは「ひ……っ」と声を詰まらせた。気がつけば喉もとには、鋭い爪が突きつけられている。ベルルムが少しでも腕を引くだけで、自分の喉など易やす々やすと切り裂かれてしまうだろう。

　殺される──と、脳内が白く染まった時だった。

「そこの化けモン、オレのカナイに手を出すんじゃねぇよ！」

　初めて聞く、ココシュカの怒鳴り声が聞こえたかと思えば、ベルルムの腕に風を切って飛んできた矢が深々と突き刺さる。彼が痛みに思わず腕を押さえた瞬間を見逃さず、呼吸を荒げて駆けつけたココシュカが、素早くカナイを自分の背後へ避難させた。

　弓に矢を番つがえた小さな少年から、眼光鋭く睨みつけられたベルルムは、腕に刺さった矢を引き抜き、突とつ如じよとして狂ったように高笑いを始める。

「随分と小さな守護者だと思ってはいましたが、その力まで未熟だとは……どうやらお嬢さんは、運にも守護者にも恵まれなかったようですねぇ？」

　ココシュカのことを馬鹿にされ、青白かったカナイの頰が怒りで朱に染まった。

　自分のことをけなされるだけだったら、死の恐怖に苛さいなまれ続けていたかもしれない。だが、命を投げうってまで自分を助けにきてくれた仲間のことを、ひどく言われることはどうしても耐えられなかった。

　一気に沸ふつ点てんへと達した激情に任せ、カナイがベルルムに反論しようとした時。ココシュカが消え入りそうな声で、ぽつりと呟いた。

「確かにオレは、未熟者だよ。現実から目を逸そらして、自分のことばっか考えて──ホンと、中途半端で情けない奴だ」

　でもなぁ──と続けた彼は、怒りに震える手で弓を握り締め、野生の獣のように吼えた。

「オレのせいで、カナイが貶けなされんのだけは許せねぇ！　カナイは会ったこともないような人間のために、自分の身体がボロボロになるまで、すんげー頑張ってんだぞ!?」

「ココ……」

「カナイは人間のために、身体張って戦ってんだ！　それならオレは、カナイのために命を懸けて戦ってみせるッ！」

　問題ばかり起こしては、笑って逃げ回っているココシュカが、初めて本気で激げつ昂こうした。彼のひたむきな想いを受け、カナイの胸の奥は燃えるように熱くなり──その刹せつ那な。

　ココシュカの神器である弓と矢筒が、眩まばゆい白銀の光に包まれた。

　木彫りの弓は、持ち手の部分に日にち輪りんを思わせる装飾の施された、騎士が持つ弓のように見事な物へと変わる。矢筒は弾けるように光の粒りゆう子しとなり、持ち主の右手首へ絡からみつくと、濃のう緑りよくの宝石がはめ込まれた銀の腕輪になった。

（……ええっ？）

　ココシュカの神器が新たに生まれ変わると同時に、脳裏で木の葉のざわめきに似た声が響いた。それは、今まで神器自身が隠し続けてきた名前で──。

　どうして今、神器がその名を明かしたのかを考えるよりも先に、気がつけばカナイは上うわ擦ずった声で叫んでいた。

「ココ、その弓の名前は〝緑ろく青しよう閃せん〟よ！」

「緑青閃かぁ……。へへっ、結構カッコいい名前じゃんか。名前を知るだけで、自然と使い方がわかるのも便利だな」

　嚙み締めるように神器の名を口にしたココシュカは、銀の腕輪の揺れる右手で、緑青閃のピンッと張られた弦つるに触れる。すると、彼の手に金色に輝く光の矢が忽こつ然ぜんと現れた。
















「い、いったい何が起きている？　神器の能力がいきなり数十倍に跳ね上がるなど、ありえんことだ！」

「いいや、それがありえることなんだって」

　軽口を叩きながらも、半狂乱で突っ込んできたベルルムの右肩を、ココシュカは光の矢であっさりと射い抜ぬく。先ほどは腕に矢を受けても平然としていたベルルムだったが、今回は光の矢が右肩に突き刺さると同時に、大地を揺るがすような凄すさまじい絶叫を上げた。

　人間の血ではない、墨すみ色いろの体液を傷口から滴したたらせるベルルムは、狂気に支配されきった赤眼でココシュカを睨む。

「この強大な力……貴様、何者だ!?」

「オレはココシュカ。ただの、カナイを守る守護者だぜ」

「くっ……致し方ない」

　再度光の矢を番つがえたココシュカに、ベルルムは右肩に受けた痛みを堪えながら、連続して二回指を鳴らす。

　一度目のパチンという音で、カナイ達を取り囲むように多衆の仮面をかぶった傀儡人が現れる。二度目のパチンという音が響けば、ベルルムの背後の地面に、先ほど悪鬼を召喚した時よりも巨大な紫し紺こんの魔法陣が現れた。

「よく聞け、悪鬼と兵隊ども！　私が召喚を済ませるまでの間、神鳥と守護者の相手をしていろ！」

　恐ろしく低い声で命じたベルルムに従い、傀儡人と大量に湧いた悪鬼がカナイとココシュカに襲いかかる。少し離れた場所で左腕を押さえて蹲うずくまっているイナミも、曲刀を振りかぶった傀儡人の餌食にされようとしていた。

　多勢に無勢。カナイを守るだけならまだしも、退魔の力を持たないイナミをも庇いながら戦うなど、いくら神器の力が増したココシュカでも不可能だ。

「ココ、私のことは気にするな！　お前はカナイを守り抜くことだけに集中しろ！」

　もはや気力のみで剣を握り、傀儡人の猛もう攻こうを防ぐことしかできないイナミの叫びに、ココシュカの背中に守られるカナイが、泣きそうな声で怒ど鳴なり返す。

「何言ってんのよ！　そんな馬鹿みたいな自己犠牲、私が喜ぶとでも思ってるの!?　絶対三人一緒で、生きてお城へ帰るんだから、最後まで生き残ることを諦あきらめるんじゃないわよ！」

「小鳥ちゃんの言う通り、諦めるにはまだ早いよ」

　その時、砂糖菓子のように甘くとろける美声が、どこからともなく聞こえてきたかと思えば、イナミと激しい剣けん戟げきを繰り広げていた傀儡人の胸を、研とぎ澄まされた白はく刃じんが容よう赦しやなく貫つらぬいた。

「天に御お座わす大おお御み神かみへ乞う。裁きの雷にて彼かの者を穿うがて！」

　次いで、神術の呪文を詠唱する凜りん然ぜんとした声が響き、カナイの背後に近づいていた悪鬼が、突然発生した雷に打たれて灰かい燼じんと化す。

「今の神術は……まさか、グレスさん!?」

「俺のことも、忘れてもらっては困るぞ」

　そんな低い声がすれば、ココシュカが仕留め切れなかった悪鬼が、漆しつ黒こくの刃によって悉ことごとく斬り捨てられる。墨のような体液を撒まき散らしながら消える悪鬼の向こうには、既に別の悪鬼へ斬りかかっている鷹雅の姿が見えた。

「どうやら間かん一いつ髪ぱつで、間に合ったみたいだね」

　呼吸すら忘れて、ポカンと成り行きを見守っているカナイのもとへ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたイナミを抱えてきたのは、鮮血が滴したたる剣を握るアークライトだった。

「あんた、どうしてここに……？」

「もちろん、愛ゆえにだよ。それ以外に、何か理由が必要かな？」

　カナイの足元へそっとイナミを座らせた彼は、振り返りもせず、手にしていた剣を自分の背後へ繰り出す。気配だけで傀儡人の接近を察したアークライトは、一撃で短刀を持った老婆の心臓を貫つらぬいた。

「あぁ、そうそう。悪いけどココシュカ君、キミは悪鬼だけを狙ってくれるかな？　鷹雅君やグレス君には、事前にお願いしておいたんだけど、傀儡人は私が全員担当するからさ」

「別にいいけど、あいつらかなり強ぇぞ？　オータイシサマ一人で大丈夫か？」

「なぁに、心配はいらないよ。私の方がもっと強いから」

　それに──と、絶命した老婆の胸から刃を引き抜きながら、アークライトはにっこりと微笑みながら言う。

「キミ達の力は人を守るためのものであって、人を傷つけるためのものじゃない。人間の始末くらい、人間がつけるよ」

　そしてアークライトは、日頃浮かべている華やかな笑顔を消し、一国の王太子に相応ふさわしい厳然たる表情になった。

　大地を強く蹴って駆け出した彼は、器用に悪鬼を避け、人外の力を持った傀儡人へ敢然と立ち向かってゆく。揺るぎない瑠る璃り色の瞳には決然たる光が宿り、彼が重い覚悟の上で戦いに臨のぞんでいることがわかる。

（なによ、あいつ……まるで、いつもとは別人みたいじゃない）

　返り血を物ともせず、無表情で傀儡人を斬ってゆくアークライトは、普段の彼からは想像もできないほど強い。それこそカナイは、躊ちゆう躇ちよなく剣を閃ひらめかせる彼の姿に、畏い怖ふの念すら抱いた。

「無事だったか、カナイ！」

　カナイへ不意に飛びかかった悪鬼を、神器の蒼そう黒こく月げつで両断して、息せき切らした鷹たか雅まさが駆けつける。

「まったく。お前が何者かにかどわかされたと聞いた時は、心臓が止まるかと思ったぞ」

「ご、ごめんなさい。お城に帰ったら、みんなにも謝るわ。──それよりも、グレスさんはどこにいるの？」

「あいつなら、馬車に捕らえられている子供を救出している。そんなことよりもお前は、目の前の敵にのみ意識を集中させていろ。……どうやら、敵てき方がたにも援軍が加わったようだしな」

「え……」

　頰を伝う汗を拭いがてら鷹雅が顎でしゃくった先には、周りを悪鬼どもに守らせ、神術とは明らかに異なる呪じゆ文もんを唱えるベルルムがいた。彼が一心に力を注ぐ巨大な魔法陣からは、溶けかけの泥人形のような化け物が、のっそりと這はい出してくる最中だった。

　異様すぎる化け物の姿に、嫌悪感から身震いしかけたカナイだったが、その前に心臓が自己主張するようにドグリと脈打ち、ハッとさせられる。

（あんた、戦ってくれるの？）

　即座にもう一人の自分へ問えば、欠あく伸び交じりのやる気のない声が返ってきた。

『なによ、さっきから人に散さん々ざん戦えって言ってきたくせに。いくら倒す価値もないような相手だからって、魔物が出てきちゃったら私の出番だもの。だけど、私が倒すのは魔物と、それに付ふ随ずいするものだけよ？　あの腹の出た妖魔人は専門外。倒してやる義理はないわ。それでもいいなら、あんたの代わりに表へ出て戦ってあげるけど？』

（……わかった、それでいいわよ。ベルルムのことはみんなを信じて任せるわ。私は今まで戦えなかった分、あの魔物を倒すことに専念する）

『それじゃあ、契約成立ってことで』

　もう一人の自分がそう言って笑えば、雷らい撃げきを受けたような衝撃が身体を駆け抜ける。

　急速に自我が魂の奥底へ沈み始める中で、カナイはようやく自分も仲間と共に戦えるのだと、覚悟と共に微かな安あん堵どを覚えたのだった。







　醜い泥人形のごとき魔物が、溶けかけの腕を真横に薙なげば、太い木々がいとも容た易やすく圧し折れる。

　魔物の触れた木は一瞬にして枯れ果て、周囲には目に刺さるような異臭が、生なま温ぬるい風に乗って広がってゆく。

「鷹雅にココシュカ。あなた達は、ベルルムの相手を」

　生気の欠落した仄ほの暗ぐらい瞳で、カナイは己おのが守護者へ淡々と命じながら、右手へ神気を練って巨大な剣を生じさせる。

　一歩、また一歩と魔物へ近づいて行くごとに、彼女の背から三対の翼が火の粉を思わせる羽を散らし、燃え上がるように出現した。

「邪魔よ、道を開けなさい」

　大剣を閃かせ、眼前にひしめく悪鬼を無に帰きしたカナイは、下半身を魔法陣の中へ埋めたままの魔物を、無感情に見つめる。洞どう穴けつを風が吹きぬけてゆく音に似た声で呻きながら、滅茶苦茶に両腕を振り回して樹木を薙ぎ倒してゆく姿は、あたかも駄々をこねる子供のようだ。

　意思のない暴走行為に及ぶ泥人形の姿に、彼女は徐にその場へしゃがみ込むと、左手を地面へついて言葉少なに呟く。

「大地は我が言こと霊だまに従い、彼かの者と同化せよ」

　平坦な口調で命じた途端、地面に触れているカナイの手のひらを中心に、紅蓮に輝く光の魔法陣が浮かび上がり、大地へ浸透するかのように拡散した。

　その刹せつ那な、凄すさまじい地響きと共に魔物の周囲の地面が盛り上がる。牙を剝くように割れた大地は、魔物のヘドロのような身体へ食らいつき──見る間に大地から侵食されてゆく魔物は、溶けかけの巨きよ軀くを岩のように硬化させてる。

　短時間で、頭の先まで岩同然となった魔物は、ひび割れた唇から苦しげな声を漏らす。

「神鳥の劫ごう火かにて、悪しきを滅する。砕くだけし砂さ塵じんは大地へ帰れ」

　両手で握り締めた大剣に、紅蓮の炎が螺ら旋せんを描くように絡みつく。カナイは激しく燃え盛る剣を大きく振りかぶると、魔物の石化した胴体へ渾身の力で投げつけた。

　深々と大剣が突き刺されば、魔物の身体に紅蓮の魔法陣が浮き上がり、盛大な音を立てて粉々に砕け散る。次の瞬間、延々と悪鬼が湧き出していた魔法陣も、魔物の下半身が埋まっていた魔法陣も消失し──魔物を倒して役目を終えたカナイの背からも、紅蓮の翼が燃え尽きた。

「思っていた以上に、手て応ごたえがなかったわね。ふん、暇潰しにもならない……」

　つまらなそうにそう言ったカナイは、生意気に微笑みながらぷつりと意識を失った。
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　慣れたくもないが、全身に鉛なまりを押し込まれたような倦けん怠たい感かんも、今や最初の頃ほど辛つらいと感じなくなってきた。

「ここは、どこ……？」

　掠かすれた声で呟つぶやき、ぼんやりと霞かすんだ両目を擦こする。

　些いささか回転の遅い頭を必死に働かせ、ベルルムが魔物を召しよう喚かんしたところまでは思い出した。その直後、自分は魔物を倒すために神かみ鳥どりの本能と入れ替わり、意識を失ったのだが──今こうして生きているということは、魔物は無事に倒すことができたようだ。

「ここはフレイムローズ神殿だ。皆、無事に帰き還かんすることができたから安心しろ」

　低くも高くもない、耳に心地ここち良よい声が聞こえ、カナイが自然と首を傾かたむければ、そこには頰ほおに大きなガーゼを貼はったイナミがいた。

　いつもなら、彼から優しく微笑ほほえまれると嬉しくなるはずなのに、今日は無む性しように泣きたい衝動に駆かられる。いまだ重だるい身体を起こし、改めて見た彼は左腕を三さん角かく巾きんで吊り、怪け我がに障さわらないようにという配はい慮りよからか、普段よりもゆったりとした装しよう束ぞくを纏まとっていた。

「イナミ、怪け我がは大丈夫なの？」

「お前なぁ……まずは私のことよりも、自分の体調を心配するべきではないのか？」

「私の体調は、休んでいれば勝手に治るから別にいいの。それよりも、あなたの方がよっぽどひどい怪我をしているじゃない。──私のせいで、ごめんなさい」

　背中を丸め、しおらしく謝罪してきたカナイに、珍しくイナミは慌あわてた様子で頭を振る。

「べ、別に私の怪我は大したことはないんだぞ？　治ち癒ゆ術じゆつの類たぐいは、多用すると寿じゆ命みようを縮めることがあるから、今回は自然治癒に任まかせているだけなんだ」

「だけど、痛いでしょう？　私なんかのことを庇かばったせいで、そんなに怪我して……」

「馬鹿もの」

　自じ己こ嫌けん悪おから自分を卑ひ下げし始めたカナイの頭を、イナミは自由な右手で軽く小こ突づく。

「『私なんか』とは、聞き捨てならないな。私はお前が大事だと思ったからこそ、必死で守ろうとしたんだぞ？　その行為を『なんか』呼ばわりするなど、言ごん語ご道どう断だんだ」

「イナミ……」

「それに、女を守るために負った怪我は、ヴィルファイド様曰いわく〝男の勲くん章しよう〟と言うらしい。勲章なら、甘んじて受けるべきだろう？」

　慣れない冗談を言って笑うイナミから、聖せい水すいで濡ぬれた髪を撫なでられて、カナイは余計にしょんぼりとする。

「私ね、今すっごく恥ずかしいの。強くなりたくて、がむしゃらに身体からだを動かしたりしてたけど、そんなのまったくの無駄だったわ。あなたが殴られていても、ベルルムの奴にひどいことされそうになったって、何もできなかったもの」

「カナイ……」

「強いのは神鳥の本能だけで、普段の私は、普通の人間も倒せないくらい弱くって……本当に、悔しかった。私は人間を守るために神かみ降おろしされた神鳥なのに、どうして目の前で辛つらい目に遭っている人すら助けられないのかって、無力な自分が心しん底そこ憎かったもの」

　だからね──と、カナイはまっすぐ、イナミの青せい玉ぎよくに似た瞳を見つめて言う。

「これからはあなたみたいに、自分に合った戦い方を学ぼうと思うの」

「私のようにとは、どういう意味だ？」

「だってあなた、神鳥の力を失っても、剣を持てばとっても強かったじゃない。だから私も、神鳥の本能を頼れない時でも、せめて自分のことは自分で守れるくらい強くならなくちゃって、心に誓ったの」

　今まで、自分の戦うべき敵は魔物だけだと思っていた。けれどそれは間違いで、神鳥の本能が介かい入にゆうできない、謎多き対抗勢力もこの世界には存在している。

　強くなりたいと願う気持ちは、以前よりも強くなった。しかし、己おのれの力不足を痛感した今、同じ轍てつは二度と踏まない。今度こそ確実に、強くなるための努力をする。それは、自分自身のためであり──自分を守ろうとする、仲間のためでもあった。

「私が弱いままだと、私を守ってくれる人達まで傷つくわ。そんなの絶対にイヤだから、私は強くなるって決めたの。そのためにはまず、自分に合った戦い方を見つけることにするわ」

「そうか……。ならば、自分が満足行くまで考えてみろ。戦闘適性についてなら、私でも相談に乗ることができるから、一人で煮詰まる前にいつでも頼りに来るんだぞ？」

　率直に吐と露ろされたカナイの覚悟を、イナミは優しく笑えみながら受け入れる。

　彼の笑顔に釣られ、カナイもようやく照れたようにはにかみ──そして、無邪気な嵐は唐とう突とつに現れた。

「あーっ！　カナイ、やっと目が覚めたんだな!?」

　聖せい水すい槽そうの中で上半身を起こしているカナイを見つけた途と端たん、小包を幾つも抱えて入室してきたココシュカが、満面の笑顔で駆け寄ってくる。

「お前ってば、魔物を倒した後にばったり倒れてから、ずっと寝っぱなしだったじゃねぇか。オレ、これでもマジで心配してたんだからな？」

「ありがとう、ココ。私ならもう大丈夫よ。それより、あなたの方こそ怪我はない？　私を守って、悪鬼やベルルムと一生懸命戦ってくれたし……」

「オレならいつも通り、ピンピンしてんぞ？　それに、悪いヤツからお前を守るのは当然のことだろ。なんたってオレは、お前の守護者なんだからな！」

　持ってきた荷物を聖水槽の脇の円卓に載せ、ココシュカは両腕に輝く金と銀の腕輪を、誇ほこらしげな表情で見せてくれた。

　これにカナイは、妙な違和感を覚えて小首を捻ひねる。

「あのさぁ、ココ……私の記憶が正しければ、腕輪って銀色のが一つじゃなかった？」

　隠していた名前を明かすと同時に、弓は日にち輪りんの飾りがついた立派なものへ進化し、矢筒は光の粒りゆう子しとなって銀の腕輪へ形を変えた。しかし今、彼は色違いの腕輪を二つも身につけている。

　カナイが怪け訝げんそうにしていると、ココシュカは「見てろよ」と言い、金の腕輪が輝く左手を真横に伸ばした。次の瞬間、腕輪が眩まばゆい閃せん光こうを発したかと思えば、彼の手に太陽の飾りがついた弓が出現したではないか。

　目を丸めるカナイに、ココシュカは悪いた戯ずらが成功したように、大口を開けてケラケラと笑う。

「実はこの弓、必要ない時は腕輪になるんだ。しかも、対ついの銀の腕輪があれば何発だろうと、好きなだけ矢を射ることができるんだぜ!?　なぁなぁ、これってすっげー便利だろ？」

　弓を再び腕輪に戻したココシュカは、いまだ呆あつ気けに取られているカナイへ無邪気に尋たずねる。カナイはこくこくと頷うなずきながらも、ふとした疑問を抱く。

「確かに、凄すごく便利な神じん器ぎだとは思うけど……どうしてあの時、突然名前を教えてくれたのかしら？　ねぇ、ココ。神器が心を開いてくれるきっかけとか、何か心当たりはない？」

　何気ないカナイの質問に、何故かココシュカはギクリと肩を揺らした。

「オ、オレはなんも知らねぇぞ？　多分、カナイが危ない目に遭あってんのを助けるために、神器が気を利きかせたんじゃねぇのか？　絶対、そうに決まってるぜ！」

「うーん……なんだか色々腑ふに落ちないけど、今はココの言うことを信じるしかないか。考えたところで、謎が解ける気はしないものね」

　それにしても──と、カナイは今一度小首を傾げる。

「ココ……あなた、そんなに前髪長かった？」

「えっ!?」

　カナイはだるい腕を伸ばして、夏の森林を思わせる色をした、ココシュカの前髪に触れる。

「前まではおでこが見えるくらい短かったのに、今じゃ眉毛が隠れちゃってる。髪の毛って、短期間でこんなに伸びるものだったかしら？」

「そりゃあオレが、成長期だからだろ！　きっとこれからは、髪だけじゃなくて背だってにょきにょき伸びんぞ？　そのうち、イナミを追い越すくらい超デカくなるから、楽しみにしてろよ？　──っつーことで、成長期なオレには食いモンが必要なわけだから、いくつか菓子貰もらってくぞ！」

「ちょっと、ココ！　話はまだ終わってな──……あー、出てっちゃった」

　いつにも増して頓とん珍ちん漢かんな発言を連発したココシュカは、円卓の上から菓子の包みを適当に引っ摑むと、逃げるように部屋から飛び出して行ってしまう。

　バタンと派手に扉が閉められると、室内は急にしんと静まり返る。

「おかしなココ。いくら成長期だからって、髪の毛が急に伸びるわけないのに……」

「ココの言動がおかしいのは、今に始まったことではないだろう。あいつの髪が伸びたように見えたのは、変装する時に丁寧に梳とかされたからじゃないか？　普段は手て櫛ぐしで整えているようだし、癖が取れたんだろう」

「あ、そうかも。ココって少し、癖っ毛だものね」

　小さな疑問が解消されたことで、それまで気にかけていなかった円卓に、カナイの意識は自おのずと向いた。

「それはそうと、こんなところにテーブルなんてあった？　しかも、凄すごい贈り物の山だわ」

　卓上には、大量の菓子やら、奇妙な木彫りの像などが載せられている。他にも、赤い紐ひもで可愛らしく飾られたイモリの黒焼きや、奇き抜ばつな縫い模様の香り袋など、贈り物としてはかなりきわどい品まで紛れ込んでいた。

　うずたかく積み上げられた贈り物の数々にびっくりしていると、イナミが肩を揺らしながら笑い出す。

「それはお前が無事に帰って来るようにと、城のみんなが願がん掛かけで作ったものらしいぞ」

「え……」

「菓子の類は、メイドや女官や巫み女こが作ったらしい。木彫りの像は、騎士や兵士達が念を込めて彫ったもので、その他の術具っぽいのは神しん官かん達が各々手作りしたそうだ。──元気になったら、皆に礼を言わなくてはいけないな？」

　イナミから穏やかに問われ、カナイはこくりと頷く。

「うん。一杯心配かけたことも謝あやまりたいし、こんなに沢たく山さんの贈り物をくれたお礼も早く言いたいから、すぐ元気になってみせるわ！」

　円卓一杯に積み上げられた贈り物に、カナイは改めて自分が大勢の人から愛されていることを知る。普段は口くち煩うるさい女官や、規律に厳しい神官や騎士達が、わざわざ自分のために手作りの品を用意してくれたのだ。

　その想いを想像するだけで、胸が温あたたかい気持ちで一杯になる。

「やはり、お前は落ち込んでいるよりも、そうやって笑っている方が似合っているな」

　我知らず微笑んでいると、イナミからよしよしと頭を撫でられる。子供扱いしないでよと文句を言おうとした丁度その時、一人の神官がイナミを呼びに来た。

「どうやら姫ひめ巫み女こ様が、私をお呼びらしい。ついでに、お前が目を覚ましたことを皆に報しらせてくるとしようか」

「……イナミ、もう行っちゃうの？」

「おいおい、そんな情けない顔をするな。用事を済ませたら、また顔を見せる。女官だっているのだから、寂さびしくはないだろう？」

　子供を諭さとすような口調でそう言われてしまえば、大人しく頷くことしかできない。イナミがどこかへ行ってしまうのは嫌だったが、彼を引き止めるだけの確かな理由を、カナイは持っていなかった。

　最後にもう一度、カナイの頭を褒ほめるように撫でたイナミは、「安静にしているんだぞ？」と言い残して部屋から出て行ってしまう。すると、それまでどこに姿を隠していたのか、三名の女官が室内に現れた。

（女官がいてくれるから、確かに寂しくはないけど──でもなんだか、胸の中がモヤモヤするのよね。どうしてかしら？）

　正体不明の感情に眉を顰ひそめつつも、カナイは沈んだ気分を紛まぎらわせるため、聖水槽の縁へりから身を乗り出して、円卓に積まれた贈り物に手をつけ始める。

「うわぁ、お花の形をしたクッキーだわ。こっちの像は動物みたいだけど、犬かしら？」

　一つ一つ手に取っては、カナイはクスクスと嬉しそうに笑う。

　そんな時、不器用な縫い目の香り袋の陰で、何かが青くキラリと輝いた。今の光は何だろうかと、持っていた木彫りの像を置いたカナイは、小さな手を伸ばしてその物体を手に取った。

「う、噓……っ！」

　開いた手のひらの上に乗っていたのは、花を模もした紺こん青じよう色の美しい髪飾りだった。

　間違いない。この髪飾りは、ベルルム一座の公演が始まる前に覗のぞいていた、気さくな老婆の露店で売っていた物だ。購入を決めると同時に開演の合図が鳴ってしまって、後ろ髪を引かれながら諦あきらめた物なのに──どうしてその髪飾りが、贈り物の中に紛まぎれ込んでいるのだろうか。

（もしかしてこれ、イナミが私に……？）

　あの時、そばにいたのは彼だけだった。

　だとしたらイナミは、数ある中でも、自分が一番気に入っていたこの髪飾りを、どうして贈ってくれたのだろう。これが欲しいと口に出した覚えはないし──ただの偶然に過ぎないのだろうか。

（イナミがダリアさんを探しに行ったのも、実はこれを買いに行く口実だったのかも……）

　噓をついてこっそり髪飾りを買いに行くのといい、それを直接渡してこないで他の贈り物に紛れさせるなんて、少しやり方が回りくどいんじゃないかと思った。けれどこれが、慎つつしみ深い彼にできる精一杯なのだろう。

　イナミのことだから、贈り主が自分だと知られたくなくて、このような手段を取ったのかもしれない。だとしたら、彼の努力はまったくの無駄だった。

「私には、正体バレバレなんだから」

　貴族の子息から高価な装飾品を沢たく山さん贈られていたけれど、贈り主の瞳と同じ色をしたこの髪飾りの方が、世界に一つだけしかない宝物に思える。

　手のひらに乗る髪飾りを見つめるカナイは、微かすかに頰を赤らめて幸せそうに微笑ほほえんだ。
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　奥深い森の地面に、点々と墨すみを思わせる液体が落ちている。

「お、のれぇ……、忌いまわしき、神鳥めぇ……っ」

　覚おぼ束つかない足取りで、前のめりにふらふらと歩いているベルルムは、憎々しげに吐き捨てた。

　背中に金色の矢が突き刺さり、右の角つのが折れ、左の肩口を手ひどく斬きり裂さかれている。生きているのもやっとな態ていで、彼は必死で追っ手から逃げていた。

「私を、ここまで追い詰めるとは……いずれ必ず、復讐を……」

　荒く不規則な呼吸の合い間に、まるでうわ言のように恨うらみ言ごとをぶつぶつと呟つぶやく。

　そんな彼の前に、忽こつ然ぜんと三人の男が姿を現した。闇色の仮面で顔を隠した男達に、それまで虚うつろだったベルルムの瞳に、僅わずかな生せい気きが蘇よみがえる。

「おぉ、お前たち！　教祖様から、私を迎えに来るように命じられたのか？」

　つんのめるように駆かけ寄ろうとすれば、彼らは腰に差した剣を静かに抜き放はなつ。無言で刃やいばの切きっ先さきを突きつけられ、ベルルムは血走った目で怒りに吼ほえる。

「貴様ら、いったい何のつもりだっ!?　崇すう高こうなる妖よう魔ま人じんたる私へ刃を向けるなど、誰の許しを得て……」

　そこまで口に出して、ようやく彼らの意図を察したベルルムは、見る間に青あお褪ざめた。

「ま、まさか……教祖様は、私をお見捨てになるおつもりか？」

　傀儡人に、妖魔人の始末を命じられる人物は──ただ一人。教団の頂点に君くん臨りんしている、教祖だけだ。

　絶望に顔色を失ったベルルムへ、三人の傀儡人は無言で詰め寄ってゆく。じりじりと後あと退ずさるベルルムは、木の根に足を取られて尻しり餅もちをつき、それでも地面を這はって逃げようとする。

「やめろ、やめてくれ！　私の力は、まだこんなものじゃないんだ！　今一度挽ばん回かいの機会を与えられれば、必ず神鳥を──……」

　無ぶ様ざまな命いのち乞ごいは最後まで聞き届けられず、どす黒い血ち飛沫しぶきとともに終わりを迎えた。
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　カナイが無事に神かみ鳥どりの城へ戻ってから、八日目の朝。

　その日、珍しく正装をしたアークライトがカナイのもとを訪れていた。

「とりあえず今回の事件は、神鳥が誘ゆう拐かいされたってことは伏ふせて、人ひと攫さらい集団の討とう伐ばつってことで処理したよ。キミと一緒に捕つかまっていた子供達も、無事親元に帰すことができたし──独自の情報網もうを持つ母上には全部お見通しだったみたいだけど、最良の判断だって褒ほめられて、即決で報告書に判はんが貰もらえた」

　客間の卓に着いて、薄はつ荷か味のお茶を啜すすりながら、アークライトは上機嫌な笑顔で事後報告を進めている。そんな彼の話に黙って耳を傾けているカナイは、どこか不機嫌で落ち着かない様子でいた。

「どうしたんだい、小鳥ちゃん。さっきから上うわの空みたいだけど、私とのお喋しやべりは退屈かな？」

　見るからに苛いら々いらしているカナイに、アークライトがお得意の華やかな微笑と共に尋ねる。

　まるで何事もなかったかのように、いつもの調子で笑っているアークライトの態度に、カナイはついに堪こらえ切れず叫ぶ。

「どうしたもこうしたも、あんたこそいったいなんなのよ!?　いつもはそうやってヘラヘラしてるくせに、本当は無茶苦茶強くて、頭だって切れる有能な人だったんじゃない！」

「いやぁ、そんなに褒ほめられると照れちゃうなぁ。私はただ、人から畏かしこまられるのが嫌いで、ただ友好的に振る舞っていただけなのにさ」

「勝手に照れるんじゃないわよ！　私は褒めてるんじゃなくて、怒ってるんだから！　そんな馬鹿みたいな演技に騙だまされて、私ってばすっかり、あなたのことを誤解してたじゃないのっ！」

　頰を微かすかに上気させ、怒ど涛とうの勢いでまくし立てるカナイに、アークライトはわざとらしく小首を傾かしげてみせる。

「ん？　誤解って、何のことかな」

「アルーナ様から聞いたんだけど、今回の事件を大おお事ごとにしないようにって最初に提案してくれたのは、あなたなんでしょう？　それに、危険な討伐にも同行してくれたし、実際に傀かい儡らい人びととも戦ってくれたわ」

「まぁね。形式上だと言っても、自分が隊長を勤める部隊を出動させたことにするんだから、私が討とう伐ばつに参加しないと立場上色々と問題があるし──これでも、この国の王おう太たい子しだからさ。国に害がい成なす不ふ穏おん分子を潰つぶしていくのも、私の仕事だからね」

　その時、仮面のようなアークライトの笑顔が剝はがれ、瑠る璃り色の瞳が野生の獣けものを思わせる飢うえた光を発したような気がした。

　カナイがぞくりと背せ筋すじを震ふるわせれば、「おや、寒いのかい？」と優しい声がかけられる。改めて覗のぞき見たアークライトの顔は、見慣れたにっこり笑顔に変わっており、今のは見間違いだったのだろうかとカナイは目を瞬またたかせた。

「あぁ、そうそう。もう誰かに聞いているかもしれないけど、旅芸人一座で座長を務つとめていたベルルムとかいう妖魔人の死体が、森の中で発見されたんだけど──これがどうやら、仲間から始末されたみたいなんだよね」

「そういえばあいつ、〝教祖様〟がどうとか言ってたわ。もしかして、ベルルムを殺したのはそいつかしら？」

「直接手は下さなくても、ベルルムを始末するように部下へ命じたのは、多分その教祖様だろうね。しっかし、肝心の親玉を殺されちゃったから、彼らの背後に潜ひそむ団体へ繫がる糸が、完全に切れちゃったな。面倒だけど、また一から調べ直しか……」

　うんざりと嘆たん息そくしたアークライトは、再びお茶を啜る。

「それはそうと、これは私からのちょっとした忠告だけど──ベルルムは死んだけど、彼の属する団体の情報網を侮あなどってはいけないよ？　今回のことだって、きっと教祖様とやらに伝わっているはずだし、これからは色々と気をつけた方がいいかもね」

「えぇ、わかってるわ。あいつらが只ただ者ものじゃないってことは、実際に殺されかけた私がよく知ってるもの」

　神しん妙みような顔で頷うなずいたカナイに、アークライトは満足げに口元を綻ほころばせた。

「それじゃあ、暗い話はこのくらいで終わりにして、私はそろそろ自分の城へ帰らせてもらおうかな。面倒だけど、部下には任まかせられない細こま々ごまとした仕事が残っているから、当分は真面目に書類整理に励まなくちゃいけないんだよね」

「当分ってことは……しばらくしたら、真面目に仕事しなくなるってこと？」

「優秀な部下が沢山いると、私が直接処理しなくちゃいけない仕事って、滅めつ多たに回ってこないんだよ」

「だけど、毎日遊んでばかりいて、せっかくの才能が勿もつ体たいないと思わない？」

「能ある鷹は爪を隠すって言うじゃないか。私の立場で、下へ手たに優秀な人物を演じてしまうと、利点ばかりじゃなく難点も出てくるからさ。面倒事に巻き込まれるくらいなら、仕事のできない困った奴のフリをしていた方が、何倍も楽だろう？」

　椅子から立ち上がりながらそう言ったアークライトは、珍しく甘い笑顔に僅わずかな苦味を混ぜている。

　いまだ王族の役割について詳しく勉強をしていないカナイは、アークライトがどのような立場に立たされているのか、よくわからなかった。けれど、彼も彼なりに悩みながら行動していることだけは、その言葉の端はし々ばしから感じ取ることができた。

「あなたって、陰でこっそり苦労をしてるのね。もし、騎士団のお仕事で私や神殿で協力できることがあったら、いつでも言ってよね？」

　労いたわるように微笑み返し、カナイもアークライトを見送るために席を立つ。

　部屋から出て、陽ひの当たる回廊を並んで歩く。何食わぬ顔で歩調を合わせてくれるアークライトは、出会った頃からは想像できないほど紳士的に見え、カナイは改めて思う。

「私、本当にあなたのことを見直したわ」

　唐突に思わぬことを告げられたアークライトは、前だけ向いて歩き続けているカナイの横顔を見下ろすと、驚いた素振りすら見せず率そつ直ちよくに問う。

「それじゃあキミは、今まで私のことをどう思っていたんだい？」

「男女見み境さかいなく手を出す、ただのヘンタイ」

「ははっ、相変わらず小鳥ちゃんは容よう赦しやがないね。まぁ、そんなところもキミの魅力だからいいけどさ。それで、見直された後の私の印象は、どのように変わったのかな？」

　狐きつねっぽい笑顔で促うながされたカナイは、彼のからかいをまともに取り合うことなく、求められた答えだけを述のべる。

「ヘンタイだけど、やればなんでもできる不思議な人。今回のことも、一人で全部丸く収めてくれたし──本当に凄すごいわよ、〝アーク〟は」

　自分でも驚くほど、すんなり口から出た彼の愛称。

　それまで変態呼ばわりされていた相手から、初めて名前で──しかも、祝しゆく宴えんの夜にこう呼んでくれと求めた愛称で呼ばれ、さすがのアークライトも驚いたように表情を崩くずす。

「今、私のことをアークって呼んでくれたよね？　今となっては、私のことをそう呼んでくれるのはリュシータ姉あね君ぎみだけだから、なんだか嬉しいなぁ」

　ちらりと隣へ視線を向ければ、アークライトはいつもの優美な笑みではなく、心から嬉しそうな子供っぽい笑顔を浮かべていた。

　にこにこと無邪気に笑っているアークライトに、心臓がトクンと熱く脈打つ。その笑顔は反則だろうと、カナイは何故だか無む性しように気恥ずかしくなった。

「しかし、キミから名前を呼ばれることが、こうも嬉しいことだとは──こうなったら本気で、私のメルベリーゼにでもなってみるかい？」

「……は？」

「もうこの際、王太子と神かみ鳥どりで結婚しちゃうってのも面白そうだよね。きっと母上も、賛成すると思うけど？」

「あ、あんたねぇ……っ！　早速、調子に乗ってんじゃないわよ！　そんな冗談ばっかり言ってると、もう二度と名前で呼んであげないんだからね!?」

　真まっ赤かな顔で怒鳴ったカナイは、頰を餅もちのように膨ふくらませて、プイッとそっぽを向く。

　丁度その時、彼女の髪につけられた青い花を模もした髪飾りが、窓辺から差し込む光を反射してきらめいた。

「おや、今日は珍しい髪飾りをしているね？　誰かに貰もらったのかな？」

　ころっと話題を変えるアークライトを、不機嫌そうな半はん眼がんで横目に見み遣やり、カナイはムスッと返す。

「別に、あなたには関係ないことでしょう？」

「いいや、関係なら大いにあるよ。私の可愛い小鳥ちゃんが、どこの誰とも知らない男から贈られた品を、こうして身につけているんだ。これが、嫉しつ妬とせずにいられるかい？」

「私がいつ、あんたの小鳥ちゃんになったのよ!?　いい加減、そんなふざけた呼び方じゃなくて、ちゃんと名前で呼んでくれない？　いちいち気き障ざったらしくて腹が立つのよ！　しかも、どうしてこれが男の人から贈られた物だってわかったの？　私、そんなこと一言も言ってないわよ？」

　真っ赤な顔でがなり出したカナイに、アークライトは涼しい顔でしれっと答える。

「私は愛の伝道師だからね。それくらい、簡単に見抜くことができるさ。まぁ、誰がその髪飾りをキミに贈ったのかまではわからないけど──少なくとも相手の子は、キミのことをとても大切に思っているんじゃないかな？　悔くやしいけれどその髪飾りからは、とても優しい愛情が感じられるよ」

「あ、愛情って……そんなこと、あるわけないじゃないっ！」

「なんだ、それは良かった。てっきりキミが、誰かのものになったのかと思って、焦あせっちゃったじゃないか。それじゃあ、私にもまだキミを狙ねらう権利があるってことだね？」

「変な解釈すんじゃないわよ、馬鹿ぁ！」

　恥ずかしさと怒りを堪こらえ切れずに殴なぐりかかれば、容易たやすく拳こぶしを受け止められ、そのまま身体を強引に抱き寄せられた。

　突然のことで満足な抵抗もできず、すっぽり腕の中に収まったカナイの耳元で、アークライトはわざと声を潜ひそめてそっと告げる。

「キミがいつまでも自分の恋心に無自覚だと、本当に私が横から攫さらっていってしまうよ？」

「え……っ」

「できればずっと、その想いには気がつかないでいてよ？　でなければ、私の入り込む隙すき間まがなくなってしまうからね」

　そう言って甘やかに笑んだアークライトは、カナイの髪を一ひと房ふさ掬すくい上げると、青い花の髪飾りへ見せつけるように軽く口づけする。最後に色っぽい含み笑いを残し、アークライトは無言で固まったカナイへ「それじゃあ、またね」と軽かろやかに手を振ると、一人で颯さつ爽そうと回廊の奥へ消えていった。

　石のように硬直したカナイは、アークライトが立ち去った後もしばらくその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、通りかかったメイド達を困らせたという。
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「はぁ～……」

　盛大なため息をつくカナイは、中庭の噴水の縁へりに腰かけていた。

　さっきから頭の中をグルグルと巡めぐっているのは、別れ際ぎわにアークライトから耳打ちされた意い味み深しんな言葉だ。

「カナイ様、どうかなさいましたか？」

「あ、ロゼリアさん……」

　頭上から響いた落ち着いた声に顔を上げれば、心配顔のロゼリアが、いつの間にか目の前に現れていた。彼女はそっと地面に片かた膝ひざをつくと、優しい微笑と共に尋ねてくる。

「さきほどから、ため息ばかりついておられますが、何か深刻な悩みごとですか？　私でよろしければ、ご相談に乗りますよ？」

　己おのれの胸に手を当て、真しん摯しな眼まな差ざしで自分を見つめてくるロゼリアの気遣いに、カナイは強く胸を打たれた。

　どうせ一人で考えていたって、堂々巡めぐりするばかりだ。この際、誰かに教えを乞こうのも一つの手かもしれないと、カナイは勇気を出して口火を切った。

「実は私、誰かに恋をしてるらしいんです」

「……は？」

　予想外の相談内容に、ロゼリアが珍しく間まの抜けた表情で目を丸める。

「あ、あの、恋をしてる『らしい』とは如何いかがなることでしょう？　差し出がましいことは承知でお尋ねしますが、お相手はいったいどなた様なのですか？」

「そ、それは私が聞きたいくらいですよ！　さっき、アークからそう言われたんですけど、私にはまったく身に覚えがなくって……」

「アークとは、もしや王太子殿下のことですか？　……チッ、余計なことを」

「？　ロゼリアさん、どうかしました？」

　いきなりそっぽを向き、ボソッと小声で何か呟つぶやいたロゼリアに、カナイは不安そうに眉を寄せる。そんな彼女に、ロゼリアは笑顔に戻って「なんでもありませんよ」と即座に答えた。

　それよりも──と、恭うやうやしく咳払いをしたロゼリアは、逸それた話を速すみやかに本題へ戻す。

「きっと、カナイ様が恋をなさっておられるのは、我が弟のグレスではありませんか？」

「えぇッ!?　私が、グレスさんにですか？」

「姉の私が言うのはなんですが、グレスは母親に似て優しい面おも立だちをしております。家事全般は人並みにこなせますし、男としての甲か斐い性しようもありますし──家族を大切にする、とても優しい子なんです」

「は、はぁ……」

　怖いくらい真剣なロゼリアの気迫に押され、カナイはため息のような声を漏らした。

　戸惑うばかりのカナイの手を取ったロゼリアは、眩まばゆいばかりの笑顔で言う。

「カナイ様ならば、安心して弟をお任せすることができます。是非、グレスをよろしくお願いします！」

「ちょ、ちょっと、ロゼリアさんっ!?　お願いしますって、まだ何も──……」

　一方的に話を完結させ、立ち去ろうとしたロゼリアを慌あわてて引き止めようとするが、一歩遅かった。彼女はカナイが制止するのも聞かず、あっという間にどこかへ消えてしまう。

　彼女の神しん出しゆつ鬼き没ぼつさは、ダリアやココシュカにも勝るかもしれない。

（それにしても……）

　より一層謎が深まり、鬱うつ々うつと膝の上に頰ほお杖づえをつきながら、カナイは遠くに見える外回廊をぼんやりと眺ながめた。

　ココシュカを背中にぶら下げ、騎士と何事か言葉を交かわす鷹たか雅まさが通り過ぎる。しばらくすると、書類の束たばを抱かかえたグレスが神殿の方へ走って行くのが見えた。

（うーん……私はロゼリアさんの言うように、グレスさんのことが好きなのかしら？　だけど、なんだか実感が湧わかないのよね）

　眉み間けんに小こ難むずかしく皺しわを寄せ、唇を小さく尖とがらせる。

　カナイが頭を悩ませている間にも、回廊では神しん官かんや巫み女こ達が行き交かっている。やがて、小こ言ごとを垂れるユージィに追いかけられ、耳を塞ふさいだヴィルファイドが逃げて来たかと思えば──その後に続いて、ルイーズと並んでイナミが現れた。

　困り顔のイナミを見つけた時、陰いん鬱うつそうに眇すがめられていたカナイの双そう眸ぼうが、ゆっくりと見開かれる。

「イナミったら、またヴィルファイドさんに捕つかまって、変なことに巻き込まれてるのかしら？」

　逃走したヴィルファイドを追って、眠そうなルイーズを引きずって走り出したユージィに、イナミは何事か叫んでいる。しばらくして、がっくりと肩を落としたイナミの姿を遠くに眺めながら、カナイは小さく笑い声を零こぼす。

　果たして、その声が聞こえたのかは定かではないが──不意に、イナミの澄んだ紺こん青じよう色の瞳がこちらを向いた。

「……っ」

　声はかけられなかったし、目と目が一瞬だけ合ったかと思えば、すぐに彼は先々代達を追って行ってしまった。けれど彼は確かに、自分を見て柔らかく微笑んだ。

　──その笑顔に、胸の奥がキュッと切なく痛む。

「い、今のはなに……？」

　痛みはなくなったが、原因不明の動どう悸きに見舞われている胸を装しよう束ぞくの上から押さえていれば、今度は頰が熱くなってゆくのをありありと感じる。真まっ赤かに頰を染めた彼女は、自然とイナミから贈られた髪飾りに触れ、更に鼓こ動どうを高まらせた。
















　いまだ恋知らぬ、純情な幼おさない神鳥を悩ます謎の感情──。

　彼女がその感情の正体を見つけるためには、今しばらく時間が必要だった。
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あとがき






　初めまして、あるいは二度目まして。小こ柴しば叶かなうです。

　今作はなんと、「紅ぐ蓮れんの翼つばさ」の続編です。こうして再び、小さな神かみ鳥どりの物語を書くことができたことも、偏ひとえに皆々様のお陰です！　この幸せをよく嚙かみ締しめながら、夢見心地でこのあとがきを綴つづっております。




　今回のお話では、登場人物達が様々な問題に直面しています。各自、悩んでいる事柄は異なりますし、障害を乗り越える方法も千差万別。みんな、自分なりに奮ふん闘とうしています。

　実は私も、結構思い悩むタイプでして。一人で悶もん々もんと頭を抱えている時、いつも側そばに寄り添ってくれるのが、三匹いる愛あい猫びようの一匹・クロでした。放ほう浪ろう癖へきのある彼は家にいないことが多いのに、私が落ち込んでいたりすると、当たり前のような顔をしてひょっこりと現れます。

　そんな彼が、ある日突然ふらりと姿を消しました。高齢だった彼は、家族を悲しませないために、自ら旅に出たのかもしれません。最近の私は、落ち込んだりした時などは空を見上げて、クロの旅路に思いを馳はせたりします。きっと今もどこかで、クロは頑張っているんだと思うことで、不思議と元気が出るんですよね。心優しい彼と出会えたことに、感謝です。




　では最後に、お世話になった方々へ御礼を──。

　担当編集様。相変わらずの鋭く的確なアドバイスに、惚れ惚れします。今回は特に、物語の展開面で大変お世話になりました。これからも頑張りますので、よろしくお願いします！

　作品に華やかな彩りを添えて下さる、[image: 楢]なら咲さきコウジ先生。既存のキャラクターは魅力倍増、麗しい王太子殿下の微笑には、思わずクラリときました。ときめきを、ありがとうございます！

　出版に携わって下さったすべての皆様、応援してくれる家族や友人にも感謝です！

　そして、この本を手に取って下さった皆様、本当ありがとうございます！　これからも、皆様に楽しんでいただけるような物語が書けるように、精進して行きたいと思います。ご意見ご感想など、よろしかったらお聞かせください。




　カナイはまだまだ、様々な面で「成長」しようと奮闘中です。彼女とともに、この物語も成長し続けられたらいいなぁ～……と、こっそり願ってみたり。

　ではでは、再びお会いできる日を願っています。





小柴　叶拝










著者

小柴 叶

Kanau Koshiba




１９８７年、春生まれ。典型的なＡ型。

無類の猫好き。特に、三毛猫を愛しています。

愛猫と日向ぼっこしているだけで、とても幸せになれるのんびり屋。

焦らず急がずの、スローライフを満喫中。

実はペンネームの「小柴」は、父の旧姓を借りました。しかしこの度、母の指摘によって漢字の間違いが発覚。

このうっかりな性格、本気で改善したいです。










イラスト

[image: 楢]咲コウジ

Kouji Narasaki




12月21日生まれ。射手座。Ａ型。

夜空を見上げることが好きです。

特に寒くなってくると、空気が澄み切るせいか、星空がすごく綺麗で、感動します。

宮沢賢治の「星めぐりの歌」がぴったりです。










電子版　ビーズログ文庫



紅ぐ蓮れんの翼つばさ




～愛あいを誘いざなう白しろ薔ば薇らの王おう子じ～













著者／小こ柴しば 叶かなう

イラスト／[image: 楢]なら咲さきコウジ
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